
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「思ったんだけどさ、大和やまと君って私に対する愛情表現とか全然してくれないよね」

　いつものように無断占拠した文芸部室で、ふと結ゆ朱ずが呟つぶやいた。

　教師に怒られない程度に軽く色を抜いたセミロングの髪。ぱっちりと大きな二重の瞳ひとみのせいで少し幼く見える顔立ち。

　控え目に言って美少女である彼女と、俺は今ちょっとした事情のために交際している。

「いらないだろ、そんなの。別に本当に付き合ってるわけでもないんだし」

　とまあ、たった今返した言葉通り、二人の関係は偽物のカップルなわけだけど。

　よくある結朱の戯ざれ言を受け流し、目の前のテレビゲームに意識を戻す。

「えー。私はこんなに大和君のことが大好きなのに、寂しいこと言わないでよー」

　隣に座った結朱が、もっと自分に構えと言わんばかりに俺の脇腹をつついてきた。非常に鬱うつ陶とうしい。

　こういうのを真に受けていたら、この女の彼氏（偽）はやっていられない。

「それに大和君もこんな美少女と二人きりで過ごしてるんだし、絶対に意識してるはずじゃん？　その気持ちを素直に言葉にすればいいんだって。あ、もし拒絶されたら怖いとか思ってるなら杞き憂ゆうだよ？　めっちゃ嬉うれしがるからね、私」

　顔はめちゃくちゃいいのに、このように致命的なナルシストなのが玉に瑕きず。

　放っておけば天井知らずに鬱陶しさをインフレさせるのが、この結朱という女の特性である。

「現時点で最高に素直なんだが、これ以上何をしろと？」

「そうだなあ……じゃあ私の好きなところを一つずつ言っていこうか」

　ちょっと考えた末、俺もその辺が妥協点かと思い、頷うなずく。

　適当にいくつか長所を挙げて褒めてやれば、結朱も満足するだろう。

「しょうがねえな……分かったよ」

　テレビゲームを中断して俺が応じると、結朱はパッと顔を輝かせた。

「よしよし、ようやく素直になったね。じゃあ、いってみよう！　結朱ちゃんの好きなところランキング！　まずは第百位から！」

「百位!?　ちょっと思ってたのと桁けたが一つ違うんだけど！」

「何を言うかね。この頭脳明めい晰せき、運動神経抜群、見た目も完かん璧ぺきでコミュ力抜群の私の長所だよ？　愛があれば百個くらい簡単に言えるでしょ」

「承認欲求の怪物か！　そんなにひねり出せねえよ！」

　俺が悲鳴を上げると、結朱は深々と溜ため息を吐きながら肩を竦すくめた。

「はぁ……まったく、素直に人を褒めることもできないとは嘆かわしい。そんなんだから大和君はいつまで経ってもクラスで友達の一人もできず、コミュ障だの陰キャだのぼっちだのデートが下手だの言われるんだよ」

「そこまで言われるほど悪いことしましたかね、俺……そして確実に一個、お前の私見が入ったよね？」

　他人の意見の中に個人的なクレームを混ぜ込むなと言いたい。そしてデートが下手なのはお前も一緒だとも言いたい。

「ていうか、お前こそ俺の長所を百個言えるのかよ」

　そう切り返すと、結朱はきょとんとして小首を傾げた。

「え、言えるわけないじゃん。そもそも百個も長所がある人間じゃないでしょ、君」

「悲しいことに否定できないな！　最悪の返し方しちゃったよ！」

「でしょ？　世界で一番大和君を愛してる私ですら、せいぜい二、三個」

「お前はよくそんな奴を世界で一番愛せたな!?　逆になんでそんな深い愛が芽生えたのか知りたい！」

「ほう、知りたい？　ならいきましょう、大和君の好きなところランキング！　第三位、『毒にも薬にもならない無害さ』」

「三位でそれがランクインするの!?　こんな無理やり絞り出したものが銅メダルとか、どれだけ層が薄いんだよ、俺の長所！」

「第二位『一緒にいても気を遣わなくていい。いわば無害』」

「三位と同じものがランクインしてない!?　とんでもない粉飾決算が目の前で行われたんだけど！」

　もはや俺の長所って実質二つだけじゃね？　どんな人間だ、俺は！

「そして栄えある第一位はこちら！　『すっごい可愛い彼女がいること』！」

「結局、自画自賛に戻るのかよ！　それを一位に持ってきたせいで、俺由来の長所が無害であることだけになったぞオイ！」

　ほとんど畑に立ってるカカシと同等である。いや、カラスを追い払えるだけカカシのほうが上等か。

「どう？　私の愛の理由、分かっていただけた？」

「謎は深まるばかりだよ……」

　結局、結朱が自分自身のことを大好きという情報以外に、伝わってくるものはなかった。

　なんか凄すさまじく時間の無駄遣いをしてしまった気がする。

「もういいっす……」

　謎の徒労感に包まれながら、俺は深々と溜め息を吐いてテレビゲームに戻ろうとする。

「まあまあ。そう怒らずに」

　と、そこで結朱は何を思ったのか、満足そうに笑うと、俺の肩に寄りかかってくる。

「……なんだよ」

　ちょっと照れくさくなり、すぐ側にある結朱の顔から目を逸らしながら問い質ただすと、彼女は至近距離でこっちを見上げてくる。

「こうやって、二人でどうでもいい話をしてる時が私は一番楽しいよ。それが大和君の好きなところランキング第一位。それじゃ駄目？」

　不意打ち気味に放たれた言葉に、思わずドキッとした。

「だ、駄目じゃないけど……」

　肩に触れる結朱の体温と、ふわりと漂う甘い香り。

　放課後の文芸部室。誰もいない、二人きりの空間。

　そういえば、俺は彼女の好きなところを一つも言っていない。

　何か一つくらい返したほうがいいだろう。

　一つ深呼吸をしてから、俺は口を開いた。

「えと、俺は──」

「あ、やっぱりこういう気の利いたことを言えちゃう彼女がいるところが第一位かもしれない！　いやー、私の人間的魅力は止まるところを知らないね！」

「台無しだよ！」

　一気に力が抜けてしまい、俺はもう結朱に構うのをやめてテレビゲームを再開した。




　いったい、どうして俺がこの天下無敵のナルシストと付き合うことになったのか。

　その顛てん末まつについて、これから少しだけ語ろうと思う──。
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　ＲロールＰプレイングＧゲームというものをご存じだろうか？

　主人公が仲間とともに冒険を繰り広げ、レベルを上げ、多くの試練の末に強大な敵を倒したり世界の危機を救ったりする、俺の大好きなゲームジャンルだ。

　このゲームの何がいいって、他人と関わらなくていいこと。

　生身の人間を相手にする対戦型ゲームと違い、努力は必ず報われるし、いちいちマウントの取り合いになることもない。

　俺のための冒険。俺のための物語。そして俺のためだけの世界。

　その世界で、俺は違う自分になりきって生き続ける。

　そう、役割演技ロールプレイの名の通り、違う自分になれるのだ。

　人が読書をするのは人生が一度しかないことへの抵抗だ、なんて言葉もあるが、ＲＰＧもまさしくそれ。

　ＲＰＧをやることは、人の人生が一度しかないこと、そして人生を構成する要素の大半を自分自身で選べないことへの抵抗である。

　ここまで言葉を尽くせば、このジャンルの素晴らしさを分かってもらえるだろうか？

　──ただ、この素晴らしきゲームにも、たった一つだけ瑕か疵しがある。

　単純な話、違う自分になるなんて、わざわざゲームの世界に入り込まずとも誰もが現実でやっていることだったりするということだ。




　たとえば、つまらない話に興味深げに相あい槌づちを打つ時。

　たとえば、嫌いな相手に愛想笑いを見せる時。

　たとえば、間違っていると思うことから目を背ける時。




　そこに『自分』という人間はいない。『自分』という人間の意思はない。

　いるのはそう、ただの『クラスメイトＡ』であり『通行人Ａ』だ。

　誰もがそういう役割を演じて、不条理な世界の不具合から自分を守っている。

　だから、俺は思うのだ。




　青春なんてロールプレイ。みんな誰かを演じてる。

　素晴らしい青春という物語を進めるため、みんな何かを演じてる──。
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「不本意ですが、私と付き合ってください」




　放課後の体育館裏に、明朗な少女の声が響いた。

　七なな峰みね結ゆ朱ず。

　クラスの中でもかなり目立つ、いわゆるスクールカースト上位のリア充という奴であり、この高校に入学してから半年、俺と一度も喋しやべったことのない女である。

　そんな奴に手紙で突然呼び出されたかと思ったら、この告白。

　俺の困惑が分かっていただけるだろうか。

　なんというか、さっきの言葉を告白と呼んでいいのかというところから困惑している。

「……七峰、だよな。何の罰ゲームだ？」

　真っ先に思いつくのは、リア充同士の罰ゲーム。

　陰からこいつのグループの仲間がスマホで撮影とかしていて、俺がまんまと騙だまされてＯＫするのを見て面白がるという、悪趣味な遊びである。

　軽く周囲を窺うかがっていると、七峰が本心の見えない笑みを浮かべた。

「まさか。私はそんな幼稚なことする人間じゃないよ」

　口ではそう言うものの、どうにも信じられない。

　自慢じゃないが一ひと目め惚ぼれされる顔じゃないし、そもそも同じクラスになってから半年経って一目惚れというのもおかしな話だ。

「じゃあ、人違いとか？」

「合ってると思うよ。君、和泉いずみ大和やまと君だよね。私と同じクラスで、たまに目が合った時に反射的に愛想笑いをするくらいの関係。一対一で話したことは一度もなかったかな」

「……その通りだ」

　となると、尚なお更さらこの告白の意図が見えない。

　訝いぶかる俺に、彼女は苦笑を浮かべて弁解を重ねた。

「信じてないみたいだね。だけど本当のことだよ。この不可思議な告白は、ちゃんと自分の意志で行っているものなのです」

「全く愛を感じないワードが聞こえてきた気がするんだけど」

　恥ずかしいとか緊張するとかなら分かるけど、不可思議って。

　まあいい。とにかくこれが甘酸っぱい青春イベントじゃないことはほぼ確定した。

「なんか事情があるみたいだな？　いい予感はしないけど、自分が何に巻き込まれているのかくらいは知りたい。話せよ」

　ここで言いあぐねたら、さっさと話を切って帰ろう。

　そう決意しながら詰問すると、七峰は意外とあっさり口を割った。

「大和君は、クラスに友達とかいる？」

「いないが」

「即答なんだ」

　ちょっと呆あきれたような顔をする七峰。

　俺はこいつみたいなリア充とは対極にいる、いわゆるぼっちの陰キャである。

　だからこそ、こんな告白を受けるのは納得がいかないのだ。

「そっか。だとしたら分かりにくいかもしれないけど……ねえ、大和君は周りに嫌われる人間って、どういう人だと思う？」

「そりゃウザい奴じゃないか？　空気読めなかったり、話の流れに乗れなかったりとか」

「男の子ならそうかもね。けど、女の子にはもう一種類、嫌われる子がいるんだよ」

　ピンと人差し指を立ててもったいぶる七峰。

「へえ？　どんな」

　少し興味を引かれて続きを促すと、彼女は何故か得意げに笑った。

「それはね、可愛い子だよ」

「……可愛い子？」

「そう。より正確に言うなら、可愛くて性格が良くて運動もできて友達も多い、非の打ち所のない子だね。つまり私みたいな子だよ」

「自分で言うか」

　あまりに自信満々に言い切るので、思わず呆れてしまった。

「私は事実に対して素直なんだよ」

　七峰は恥じることなく、にこりと笑ってみせる。

　が、すぐに困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「けどね、そこまで出来る子だと周りの嫉しつ妬とを買っちゃってさ。ほら、太陽は明るくて便利だけど、近すぎたら苦しいじゃない？　そういう感じ」

　とうとう自分のことを太陽に喩たとえだしたよ。すげえや。

「……そうか。お前がナルシストなのはよく分かった」

　通じないと分かっていても軽い皮肉を挟む。

　が、やはり効果はなかったようで、七峰は一つ頷うなずいた。

「まあ、今まではその辺を割り切ってたんだけど……ちょっとトラブルが起きててさ、リア充レベルを下げる工夫をしなきゃいけなくなったんだ」

「へえ」

「そんで、女子としてのリア充レベルを下げるのに最も簡単な方法は、『彼氏がダサい』ことだと思うわけよ」

「それで、そのために俺を利用しようってことか。装備したらレベルが下がるとか呪いのアイテムですかね、俺は」

　微妙にカチンとくる起用理由だ。

　俺が憮ぶ然ぜんとしたためか、七峰は少し慌てたように両手を出して宥なだめてきた。

「まあまあ。別に馬鹿にしようってわけじゃないよ。ただ、お互いにメリットがあるんじゃないかなって」

「俺にメリット？　なんだ、エロいことでもしてくれるのか」

「あ、それはなしで。なんなら接触禁止です。私、これでも身持ちの堅い女なので」

　すっぱりと拒絶された。そんなことだろうとは思ってたけども。

「じゃあメリットってなんだよ」

「ほら、彼氏がダサいと女子としてリア充レベルが下がるけど、逆に彼女が可愛いと男子としてのリア充レベルは上がると思うんですよ」

「まあ、それはあるかもな」

　他人に自慢したくなるような可愛い子と付き合うっていうのは、一種のステータスかもしれない。

「でしょ？　だからほら、私のように可愛くて完かん璧ぺきな彼女と付き合うことになれば、大和君もみんなに一目置かれるかもよ？　友達もできて毎日が充実、生活はバラ色待ったなし！」

「怪しい通販グッズみたいだな……」

　呪いのアイテムと怪しい通販グッズの組み合わせか。ある意味ビッグカップルである。

「ね？　お互いにメリットがあるでしょ。だから改めて頼むけど、私と付き合ってください！」

「嫌です」

　今度は困惑せず、毅き然ぜんと断った。

「なんでよー」

　断られたのが予想外だったのか、七峰は頬を膨らませる。見た目だけなら本当に可愛いんだけども。ていうか自分を可愛いと自覚していないと、こんな仕草できない。

「だって、俺のこと好きじゃないんだろ？」

「もちろん。どちらかというと君が好きっていうか、君が好きな私が好きだよね。苦行に耐える私かっこいい、みたいな」

「本当に自分大好きだな……けど、悪いが俺は別にリア充レベルを上げたいとも思ってねえよ。放っておいてくれ」

　俺は踵きびすを返すと、さっさと家に帰るために歩き出した。

「わ、正直断られるとは思わなかったし。年頃の男子なら、表面上だけ付き合って後からワンチャン狙うみたいなのをしてくるものじゃない？　ほらほら、私と親密になれるチャンスですよー？」

「丁重にお断りします」

　振り返ることなく断り、歩くスピードを速めた。

「むむぅ……ちなみに理由聞いていいかな？」

　そう問いかけられて、俺は立ち止まる。

　どうしようかと思ったが、まあ仮にも告白してくれたんだ。

　一応、断る側としても最低限の礼儀くらいは払おう。

　俺は振り返ると、正直に理由を告げる。

「今やってるＲＰＧが大詰めなんだ。それを早くやりたくて仕方がない」

「Ｒ……ＰＧ？」

　理解できなかったのか、きょとんとした様子で言葉を繰り返す七峰。

　まあ、長々と説明する気もない。義理は果たしたし、もう帰ろう。

「じゃあな、七峰。俺が言うのもなんだが、お前ならすぐに代わりを見つけられる」

　ひらひらと手を振り、俺は再び歩き出した。







　──強大な魔王が俺の前に立ちふさがっていた。

　黒いマントを羽織った大男。髑どく髏ろの面から見える赤い瞳ひとみは爛らん々らんと輝き、その魔力は万物を破壊する。

　人の世を憎み、人類を滅ぼすためにその力を振るう怪物。

　時に敗北し、時に撃退し、世界を巡って俺と熾し烈れつな争いを繰り広げた宿敵である。

　そうして今日、ついにこの男と雌雄を決する時が来た。

「あ、くそ。このタイミングでその魔法は駄目だって。回復間に合うか……!?」

　熱が入り、一人でぶつぶつ言いながらコントローラーを操作する。

　ＯＰオープニング曲のオーケストラアレンジが流れる中、ひたすら敵の攻撃を凌しのぎ続けた。

「よし、防バフ張った！」

　なんとかパーティの立て直しに成功した俺は、魔王に向かって総攻撃を開始する。

　敵の体力ゲージが凄すさまじい勢いで減り始めた。

　あと少し……！　もう少し……！

　緊迫のバトルは一進一退の様相を見せながらも、徐々に俺の優勢へと傾き始める。

　そしてとうとう、魔王の体力がゼロになった。

「よっしゃ！」

　思わずガッツポーズ。

　魔王は断末魔の叫びを残して消えていき、エンディングムービーが始まった。

　心地よい疲労感と達成感。そしてハッピーエンドを見た感動によって心が満たされる。

「良作だったな……」

　前のめりになっていた背中をぐっと伸ばすと、ポキポキと背骨が小気味良い音で鳴る。

　余韻を噛かみしめながらエンディングとスタッフロールを眺め、最後に『ＥＮＤ』の三文字を見ると、俺は清すが々すがしい気分でベッドに横になった。

　時刻を見ると、午前三時。

　明日あしたも学校があるというのに、つい熱中しすぎてしまった。

　やはりＲＰＧはいい。この主人公に対する感情移入と、主人公が住む世界を救ったという達成感。格別の幸せである。

「もうちょい余韻に浸りたいところだが、そろそろ寝なきゃな」

　とはいえ、世界を救った興奮冷めやらぬこの精神状態で眠れるかどうか。

　俺はスマホを手に取ると、気持ちが落ち着くまで暇つぶしをすることに。

　そうしてネットサーフィンをすること五分。ＲＰＧ中毒の性さがか、気付けば通販サイトのゲームコーナーを見てしまっていた。

「あ、これ２出てたんだ……せっかくだし買うか」

　前にやったことのあるゲームの続編を見つけ、注文することに。

　と、注文確定画面に出てきた『この商品を買った人にはこれもお薦めです！』というよくある広告欄に、ふと目を惹ひくゲームがあった。

「『ロボバス弐ツーＲアール』か……」

　ロボバス──ロボットバスターは俺が小学校の頃に流行はやったＲＰＧのシリーズだ。

　アニメに漫画にと色々展開していたものの、主人公の交代をきっかけに段々と人気を落としていき、下火になってしまったシリーズである。

　しかし、数年前に出た『ロボバス弐Ｒ』は今でも名作の誉れ高く、生産数の少なさと相まってプレミア価格で市場に出回っているのだ。

「うわ、三万五千円かよ。前に見た時より高くなってやがる」

　俺としては、思い出補正と名作の評価両方から、ものすごくやりたいゲームではあるのだが、いかんせん一介の高校生に三万五千円は高すぎる。

　三万五千円あれば、どれだけ他のゲームが買えるか……うむむ。

　一年ほど前から続けている葛かつ藤とうを、今日もしてしまう。

「……もう少し安くなったら買うか」

　結局、いつも通りの先送りで葛藤を終えることにした俺は、段々と襲ってきた眠気に身を任せてまぶたを閉じるのだった。







　翌日。

　案の定というか、ちょっと寝坊した俺は、普段より遅い時間に登校するはめになった。

　まあ仕方ない。世界を救った代償だ、甘んじて受け入れるさ。

　誰もいない通学路を少し贅ぜい沢たくな気分で歩き、遅刻ギリギリで昇降口に滑り込む。

　そうして靴箱を開けた時だった。

「……ん？」

　なにか、手紙のようなものが上靴の上に載っている。

　女子っぽい雰囲気を醸し出す、淡い水色の便びん箋せん。

　微妙に嫌な予感がしつつも、放置するわけにもいかず中身を読む。

『果たし状ラブレター！　今日の放課後、昨日と同じ場所で待つ！　あなたの未来の彼女より』

「行きたくねえ……」

　一瞬であの厄介なリア充女の顔が浮かんできて、朝から非常にナイーブな気分になる。

　けど、行かないと余計面倒なことになりそうだ。あの図太いナルシストが無視されたくらいで引くとも思えないし。

　先延ばしにするより、きっちりケリを付けたほうが精神衛生的にもいいだろう。

　俺は深々と溜ため息を吐いてから、手紙を鞄かばんに仕舞って歩き出した。

　重い足取りで自分の教室まで辿たどり着くと、賑にぎやかな雰囲気に出迎えられる。

　登校が普段より遅かったため、もうクラスメイトは全員揃そろっていたらしい。

　そんな中、俺は教室に入るが、声を掛けてくる生徒は一人もいない。

　稀まれに一いち瞥べつして、俺の顔を確認すると目を逸らす奴が数人いるだけだ。

　ぼっちらしい爽さわやかな朝の日常風景である。

　……だが、そんな中で、一つだけ意味深な視線がこっちを見ていることに、うっかり気付いてしまった。

　リア充グループの中心で楽しくお友達と会話をしている、七峰結朱である。

　彼女は一瞬だけ俺を見ると、どこか意味ありげに笑ってからすぐに逸らした。

「やっぱあいつか……」

　舌打ちしたい気分になりながら自分の席に着く。

　そのままスマホを取り出して電子書籍を読み始めたのだが……さっきの視線が頭に残っているせいか、自然と意識はリア充グループの会話に吸い寄せられてしまう。

「ねえ颯そう太た遅くない？　まだ朝練やってんの？」

　聞こえてきたのは、七峰と同じグループにいるもう一人の女子の声だった。

　亜麻色に染めた長い髪の毛先を指でくるくるともてあそび、ばっちりメイクの決まった顔をキョロキョロさせて誰かを捜している。

　確か小こ谷たに亜あ妃きとか言ったか。こいつとも一度も話したことはないが、やたら目立つ女なので、自然と名前を覚えてしまった。

「ああ。レギュラー獲とれそうってんで張り切ってるみたいよ。ほら、三年も引退したし」

　同じグループにいた男子の一人が彼女の疑問に答える。

「ふぅん……それで最近付き合い悪いんだ」

　小谷は少し不満そうに唇を尖とがらせた。

　それを見て、七峰が小谷の背中を励ますようにぽんと叩たたく。

「颯太がレギュラー獲ったら試合応援しに行こうよ。亜妃に応援されたら颯太も喜ぶでしょ」

「そう、かな」

　七峰の言葉に、小谷は照れたように口ごもった。

「ぐおっ……」

　あまりに眩まぶしいやりとりに、俺は思わず呻うめく。

　いかん、リア充たちの爽やか青春恋愛ストーリーを直視してしまった。眩しすぎて失明するわ！

　まるで青春の主役を張っているかのような輝きに負け、俺は再びスマホに目を落とす。

「そういや結朱っち。昨日頼まれたもの用意してきたよ」

「ほんと？　ありがとね、啓けい吾ご。大変じゃなかった？」

「いや、先輩がたまたま持ってて……けど、こんなの欲しいなんて意外だね。自分でやるの？」

「ううん。ちょっとね」

　目はスマホに落としているのに、話し声だけは自然と拾ってしまう。

　……にしても、だ。

　七峰の奴、昨日見せたナルシストっぷりを全然見せないな。

　気遣いのできる普通の女子だ。

　まあ、あんな強烈な性格を普段から周りに披露していたら、嫌でも噂くらいは耳に入るはずだし、それがなかったということは当たり障りなく取り繕っているんだろう。

「……随分と上手うまく猫を被るもんだな」

　俺は溜め息を一つ吐くと、イヤホンを耳に付けてＢＧＭを流し始めた。







　そうして迎えた運命の放課後。

　俺はクラスメイトが全員下校するまで教室で粘った後、本当に行くかどうかしばらく逡しゆん巡じゆんし、最後には諦あきらめて約束の場所へ向かうことにした。

　体育館からは部活に励む生徒の声とボールが床に弾む音が響き続け、波風一つ立たない青春を望む俺とは対照的な活気に溢あふれている。

　そんな活気の塊のような施設の裏に、その女はいた。

「……よう」

　声を掛けるとその女──七峰はこっちに気付いたらしく、怒ったように睨にらんできた。

「おそーい！　いつまで待たせるのさ！」

「すまんな、帰りのホームルームが長引いて」

「同じクラスなんだけど！」

　一パーセントくらいの確率で騙だませるかと思ったが、案の定バレた。

「……クラス一の超絶美少女にラブレターなんかもらったもので、心の準備に時間が必要だったんです」

「うん。ならば許す」

「許すのかよ」

　超棒読みで告げた言い訳その二は、意外なほどあっさり通った。

　思わず拍子抜けする俺に、七峰はさっきまでとは打って変わった上機嫌な様子で胸を張ってみせる。

「まあね！　私に告白されるなんて、そりゃあもう青春の一大イベントだし！　誇っていいよ？」

「わあい、感激だな。で、用件は」

　そろそろ無駄話が苦痛になってきたので、さっさと本題に入る。

　七峰も頃合いだと思っていたのか、一つ頷うなずくと、鞄から紙袋を取り出した。

「これ、開けてみて」

「……なんだよ」

　警戒しつつも、俺は差し出されたものを受け取った。

　味気ない茶色の紙袋に包まれた物体。この包装のセンスだけで、七峰が用意したものではないと分かる。

　恐らく、今朝教室で男子生徒から受け取っていたものだろう。

「ほら、開けて開けて」

　悪戯いたずらを仕掛ける子供のようにわくわくした様子で勧めてくる七峰。

　俺は恐る恐るその指示に従い、中にあったものを取り出す。

　そして次の瞬間、思いっきり目を見開いた。




「こ、これは……！」

　レトロなケースにアニメ調の絵が描かれたパッケージ、何度も見たタイトルロゴ。

「『ロボバス弐Ｒ』……だと……!?」

　俺が欲してやまなかったレトロゲーの傑作が入っていたのだった。

　動揺しながらも、ケースを開けて中身を確認する。

　すると、中に入っていたのは本物のロボバスのソフトだった。

「な、何故お前がこれを……」

　まさか、俺と同じＲＰＧ愛好家なのか……!?

　思わぬところで同好の士を見つけたかと思う俺であったが、七峰から返ってきたのは、その期待を裏切る言葉だった。

「ふっふっふ、友達のコネを辿って用意してもらったんだよ。どう、びっくりした？　この私の顔の広さに」

　自慢げな七峰。そのちょっと憎らしい顔のおかげで驚きから醒さめた俺は、一つ深呼吸して詳しい事情を聞くことにした。

「……おい、どういうことだ。詳しく聞かせろ」

「いいでしょうとも」

　俺が話し合いのテーブルに着いたのを理解したのか、満足そうに笑って頷く七峰。

「まず、昨日君にフラれた後、私は君のことを本格的に調べ始めたのです。といっても、友達に色々と君の情報を聞いただけだけどね。いや、苦労したよー。大和君、人間関係疎おろそかにしすぎ。おかげで君のことを知っている人間を探すの、すっごい大変だった」

「大きなお世話だ」

　心の底から吐き捨てるも、七峰は気にしたふうもなく話を続ける。

「で、なんとか頑張って大和君と同じ中学だった子を見つけて話を聞いたら、君がこのゲームに執着してるって話を聞けてさ」

「……なるほど」

　何人か心当たりがあるな。受験の時にそこそこ会話した気がする。

「それからは簡単。更に色々とコネを辿たどって、このゲームを持っている人を探し出して譲ってもらったのです。以上、説明終了」

　自分の成果を誇るように言葉を結ぶ七峰。

　なんつーか、さすがリア充様だ。俺がまるで解決できない問題を一晩で解決するとは。

　ＲＰＧだって一人でボスに挑むより、きちんと仲間を揃えたほうが勝率も上がる。

　動かせる人間が多いというのは、それだけで大きな力なのだ。

　だから世の中ではコミュ力の高さが正義とされるんだろうけど。

　俺は一つ溜ため息を吐くと、その正義の中の正義である少女をじっと見つめた。

「……で、俺の鼻先に人参ぶら下げて何をさせようって？」

　仏頂面でロボバスを突っ返しながら、もう一度訊たずねる。

　すると七峰は、一度失敗したにもかかわらず自信たっぷりの笑顔で、再び口を開いた。

「もちろん要求は昨日と同じだけど」

　つまり、リア充レベルを下げるために自分と付き合えってか。

　理屈は分かるが、どうしても疑問がある。

「……どうして俺を選んだんだ？　もっと簡単にＯＫしそうな奴なんて山ほどいただろう。こんな手間を掛けるほど俺に執着する理由はなんだよ」

　それだけが解せなかった。

　七峰と付き合いたい男は山ほどいる。たとえそれが形だけだとしても、だ。

　なのに、こんな手間を掛けてまで俺に白羽の矢を立てた理由がどうしても分からない。

　七峰の真意を探ろうとその顔を観察すると、彼女は誠意のつもりなのか、珍しく真面目な表情を作って答えた。

「理由はいくつかあるけど……まずなにより、大和君があんまり深く他人に関わらない人ってことかな。だから一番面倒事が少ないだろうって。ほら、友達に自慢するために連れ回されたりしなそうじゃん」

　それに、と七峰は続ける。

「もし本当に私のこと好きな人にこんなこと頼んじゃったら、すごく残酷なことになるでしょ？　だから一番私に興味がなさそうな人がいいなって。正直、昨日断られた時にはむしろ理想の人材を引き当てたと思ったくらいだよ」

　まあ、なるほど。確かに七峰くらいになると、自分を好きじゃない、好きにならない相手を探すほうが難しいのかもしれない。

　となると、自然と候補は限られてしまう。

　その説明で俺の納得が得られたと思ったのか、七峰はコホンと咳せき払ばらいをすると、再び笑みを浮かべた。

「というわけで改めて。不本意ですが、付き合ってください」

　またいらない一言を付けて、同じ告白をしてくる七峰。

　……正直、嫌だ。

　別にこいつに不満があるとかではなく、クラスでも一、二を争うリア充女子の彼氏が俺みたいなのなんて、百パーセント奇異の視線で見られる。

　だが──だが、だ。

　この機会を逃したら、このゲームは二度と俺の手元に転がってこないかもしれない。

　……………………………………………………よし、バイトだと思おう。

　たっぷり時間を掛けて気持ちを整理してから、俺は溜め息とともに彼女に言葉を返した。

「……不本意ですが、よろしくお願いします」

　──こうして、愛情０パーセントのカップルが誕生したのだった。







　噂はあっという間に広がった。

　当然だ。クラスの男子の二割が片想いし、七割が告白されたらもちろんＯＫし、残りの一割も葛かつ藤とうの上にどう転ぶか分からないと言われる七峰結朱に、彼氏ができたのだから。

　しかも、その相手は和泉大和。

　クラスメイトの二割が『誰だっけ？』と首を傾げ、七割が『あーいたな、そんな奴』と無関心さを見せ、残りの一割が『なんかいつも一人でスマホ見てるよね、あの人』と容赦のない事実を突きつける、陰キャの中の陰キャなのだ。

　このギャップが、話題にならないはずがない。

　おかげで平穏だった俺の学校生活は、一気に針の筵むしろになってしまった。

「はー……学校行きたくねえ」

　朝の登校時、俺は思わず呟つぶやく。

　こんな気持ちになるのは、五月病に罹り患かんした時以来だ。

　告白を受けてから二日が経つ。

　昨日のうちに、七峰はあっさりと俺たちの関係を周囲に暴露し、クラス中をパニックに陥れた罪で質問責めの刑に処されていた。

　俺は影が薄すぎたのと、うまいこと逃げ回ったことで標的になることを逃れたが、さすがに今日はそういうわけにもいかないだろう。

「……七峰は出で涸がらしになるまで質問責めにされたしな」

　自然と、新たな刺激を求める大衆の矛先は俺に向かうはず。

「おはよ、大和君！」

　思わず鬱うつな気分になっていると、不意に前方から明るい挨あい拶さつが聞こえてきた。

　そこにいたのは、やはりというか七峰。

「……おはよう」

　テンション低く挨拶を返す。

　驚きはない。なんせ二人で予あらかじめ待ち合わせしていたんだもの。

「なんだよー。彼女に会ったんだから、もっと嬉うれしそうにしろよー」

　七峰は唇を尖とがらせると、軽く拳こぶしを作ってぺちぺちと俺の腹を叩たたいてくる。

　これも傍はたから見たら、カップルらしいじゃれあいに見えるのだろうか。

「はいはい。今日も朝から可愛い彼女の顔が見れて僕は幸せ者ですよ」

　一応リクエストに応えて言葉だけ喜ぶと、七峰は憮ぶ然ぜんとした様子で俺と距離を詰めた。

「……ちょっと。ちゃんと報酬出すんだから、真面目にやってよね。あれ成功報酬なんだから、失敗したら渡さないよ」

　耳に息が掛かるほどの距離で囁ささやいてくる七峰。

　その唐突な近さと、ふわりと漂うシャンプーの香りに、思わずドキリとする。

「わ、分かったから離れろ、七峰！」

　上擦った声で距離を開けようとする俺に、七峰はきょとんとした後、すごく悪い笑みを浮かべて詰め寄ってきた。

「ほう……ほうほうほう。どうにも私に興味がなさそうだったけど、しっかりドキドキしてるじゃん。ねえねえ私可愛い？　ドキッとした？　本気になっちゃいそう？」

「思いのほかウザいんだけど！」

　至近距離でわざとらしい上目遣いをしてくる七峰から、無理やり一歩遠ざかる。

「照れちゃってもー。ほれほれ、近ちこう寄れ」

　勝ち誇った顔で手招きしてくる七峰。絶妙に腹立つな、こいつ。

「言っておくが、お前の人格に興味とかないぞ。ただお前は見た目だけはいいから、急に近づかれると生理現象でドキッとするだけだ。俺がときめいてる対象はお前の顔と身体だけだと心に刻んでおけ」

「うわっ、自分の彼女に一番言っちゃいけない言葉だ！　最低だよこの彼氏！」

　さすがの七峰も、俺のモラルブレイカーな発言にドン引きしていた。

「とにかく、人目があるところではちゃんと取り繕うことにするから、あんまり必要以上にじゃれてくるな」

　言いながら、俺は七峰との距離を元に戻す。

　耳に息は掛からないが、肩と肩が触れ合うくらいの距離。

　これならまあ付き合っているようには見えるだろう。

「はーい。まったく……どうせやるなら楽しく過ごそうとは思わないんですかね？」

「思っているとも。だから必要以上に近づかないようにしてるんだよ」

「……それ、私と一緒にいるのが楽しくないって言ってるように聞こえるんだけど？」

　じろりと横目で睨にらんでくる七峰に、俺は無言で肩を竦すくめてみせた。

「失礼な男だね。とうっ」

　再び拳を作り、軽いワンツーパンチを俺の肩に当ててくる七峰。

「ギブギブ。俺が悪かったです。七峰さんと一緒にいるのは世界で一番楽しいです」

「うむ。分かればよろしい」

　俺の降参に、七峰は満足そうな笑みを浮かべる。

　べったりとくっついてカップルっぽくするのは気恥ずかしいが、このくらいの距離感で会話をするのは妙に心地よかった。

　相性が良かった……というわけではないのだろう。

　ただ、七峰が人に合わせるのが上手うまいのだ。

　こいつが人の輪の中心にいる理由が、少しだけ分かった気がする。

「あ、そうだ大和君。これから私のことは結朱って呼んでね。ただでさえ違和感の塊みたいなカップリングなんだから、ボロが出たらすぐに嘘ってバレちゃうし。少しでもラブを感じさせるよう努力です」

「ああ、確かに。気を付けるよ」

　頷うなずき、再び前を向く。

　……が、何故か隣からの熱視線が止まらない。

「じー……」

　しかも、わざとらしく口でオノマトペを言いやがった。

「……なんなんですかね」

　その妙な空気に耐えられずに問いかけると、七峰は誘うような上目遣いでこっちの顔を覗のぞき込んできた。

「こういう時は、実際に呼んでみるべきじゃないかなあって」

「必要か？　その流れ」

「大事な通過儀礼です」

　七峰があまりにも真顔で言うので、俺もそんな気になってしまった。

　通過儀礼なら仕方ない。

　俺は一つ深呼吸をすると、じっとこっちを見つめてくる七峰を見つめ返す。

「……結朱」

　たいしたことないと思っていたが、実際に呼んでみると思いのほか気恥ずかしい。

　が、七峰──じゃない、結朱は俺の言葉を聞いて、パッと表情を明るくした。

「うん！　いい感じだよ、大和君！」

「そりゃどうも」

　照れくさくて、ぶっきらぼうになりながら視線を逸らす。

　……まったく、女の子と付き合うというのは、想像以上に大変なことらしい。

　そのまま二人で一緒に教室まで登校すると、案の定、教室中の視線がぶっ刺さってくる。

「おはよー。じゃ、大和君。あとでね」

「ああ」

　ひらひらと手を振ってお互いの席に向かう俺と結朱。

　普段だったらその時点で俺への視線は途絶えるのだが、今日は席についてスマホを見始めても、突き刺さる視線の気配が消えることはなかった。

「よう、和泉。何見てるんだ？」

　それどころか、何者かが俺の机の前に来て話しかけてきた。

　顔を上げると、そこにいたのはいかにもコミュ力が高そうな男子生徒。

　結朱と同じグループにいる男子の一人で、名前は……えーと、生なま瀬せ？　とかだったはず。

　言うまでもなく、今まで一度も話したことのない相手である。

「……電子書籍だけど」

「へー。どんなの読むの？　小説？」

「今読んでるのは『フランケンシュタイン』」

「あー、あの有名なやつ！　そういやあれってどんな話なんだ？」

　全く会話をするつもりもなく、ぶつ切りの言葉だけで応じる俺に、上手く対応して会話を繋つなげてくる生瀬。手強いなこいつ。

「怪物が生みの親とかその身内を殺しまくる話だよ」

「え、そんなスプラッタなの？　マジか、楽しそう。俺も読んでみようかな」

　こういうこと言う奴は絶対に読まないのを俺は知っている。

　だから無理に食いつくことなく、彼が本題に入るのを待った。

「ところで和泉さ、結朱っちと付き合ってるってマジ？」

　さすがに会話が途切れるのを感じたのか、場が沈黙に包まれる前に切り込んでくる生瀬。

「ああ。結朱に聞いたのか？」

　さらっと頷いてみせると、生瀬は驚いたように目を見開いた。

「うわ、マジなんだ。結朱っちの冗談かと思ってたけど」

「ま、気持ちは分かるよ。全然接点ないように見えるもんな、俺たち」

　あえて生瀬が疑問に思っているところに触れる。

　半端に猜さい疑ぎ心しんを残されるより、全部吐き出させたほうが後々楽だ。

「そう、それ。二人ともどこでそんな親密になっちゃったわけ？」

「図書館でたまに会ってたんだよ。本の趣味が合ってさ、それでなんとなくというか」

　これは予め打ち合わせで作っておいた馴なれ初そめである。

「へー……図書館。だからクラスの奴らは知らなかったんだ」

「みたいだな。ま、わざわざ俺のことが話題に上ることもないだろうから、今まで知らなかったのも無理はないさ」

　そう答えたところで、朝のホームルームを知らせるチャイムが鳴った。

「あ、やべ。じゃあ和泉、またな」

「ああ」

　自分の席に戻っていく生瀬。

　俺へのインタビューを成功させた彼の話に他の生徒も興味津々で、彼と席が近い奴らは小声で何か訊たずねているようだった。

　ま、上手く説得力は出せたかね？

　一仕事終えたことに安あん堵どしながら、再び電子書籍に目を落とすのだった。







　そうして迎えた昼休み。

「大和君、お昼一緒に食べよう」

　自分の席でぐっと伸びをしていた俺の下に、結朱が昼食の誘いに来た。

　その腕の中には、可愛らしい弁当箱が二つ抱えられている。

「ああ、分かった」

　またも教室中の視線を一身に浴びているのを感じながら、俺は席から立ち上がって結朱と一緒に教室を出る。

　そうして廊下に出た途端、俺は思わず溜ため息を吐いた。

「……はあ、疲れる」

「こら。まだ人目もある場所なのに気を抜かないの」

　俺の脇腹をつっつきながら𠮟しつ咤たしてくる結朱。

「はいはい。人気者は辛いね」

「人気者は私だけだけどね」

「それを否定できないあたり、日陰者も辛いっすね」

　肩を竦めながらも、常日頃からこんな注目を浴びて生きているリア充の凄すごさを感じた。

「で、どこで食べるんだ？」

「とりあえず、中庭のベンチで食べましょう。あそこは半ばカップル専用ベンチだからね」

「そうかい。じゃあ購買でパン買ってくるから待っててくれ」

「おいこら彼氏。この手作り感満載のお弁当が目に入らぬか」

　結朱は自分の腕の中にある弁当を、これ見よがしにアピールしてくる。

「いや見えてたけど。お前、育ち盛りとはいえ弁当二個はさすがに食い過ぎだぞ」

「一人で食べるわけないでしょ！　あのね、彼女がお弁当二つ持ってきてるんだよ？　ちゃんと察しなさいよ」

　頬を膨らませる結朱に、俺は少し不安な視線を向けてしまう。

「……結朱、料理できんの？　家庭的なイメージ０なんだけど」

　途端に、結朱はさらに不機嫌の度合いを増した。

「失礼しちゃうね、もう。言っておくけど、これは味に自信があるからね」

「母親に作ってもらったのか？」

「な、何故分かった」

　動揺しているのか、引き攣つった顔で俺を見上げてくる結朱。

「図星なのかよ……」

　思わず呆あきれると、彼女はむっとしたように反論してくる。

「確かにお母さんに作ってもらったけども！　私だって手伝ったんだからね！」

「ほう。具体的にはどんな作業を？」

「味見！」

「それだけ!?」

「あと、お弁当箱のチョイスも私です！」

「味への貢献度ないよねそれ！」

「お弁当を学校まで運搬したのも私！」

「だろうね！　お前しか登校しないもんね！　そこを自分の役割として持ち出しちゃうあたりもう終わりだよ！」

　一通り正論をぶつけてみると、もう言い返せなくなったのか、ぐぬぬと呻うめく結朱。

「……ふん。別に本当に手作りである必要なんかないしー。周りから見れば立派な私の手作り弁当だしー」

　あ、拗すねた。

「いや悪かったよ。ご飯用意してもらったのに文句言う俺が失礼でした。機嫌直してください」

　さすがにこの雰囲気のまま昼食に突入は勘弁してほしかったので、俺が折れることに。

「うむ。きちんと私を崇あがめてからいただくように」

　と、結朱もあっさりと機嫌が直ったらしく、すぐに俺を許してくれる。

　そうして昇降口を抜けて、二人で中庭へと向かう。

　その時だった。

「……あの、ずっと前から好きでした！　私と付き合ってください！」

　中庭の側にある渡り廊下のほうから、上擦った少女の声が聞こえてきた。

　思わず足を止め、結朱と目を見合わせる。

　息を潜めて様子を窺うかがってみると、ちょうど校舎からの死角になる位置に、一組の男女の姿が見えた。

　どうやら告白の場面に出くわしてしまったらしい。

　まずいね、これじゃのぞき見だ。趣味が悪いし、ちょっと離れよう。

「……悪い。俺、好きな子いるから」

　が、俺が踵きびすを返すよりも早く、男のほうが結論を出してしまった。

「そ、そっか。うん……ごめんね、急に」

「いや……」

　気まずい雰囲気。

　だが、女子のほうは最初からこの結果を覚悟していたらしく、何度か深呼吸をしてから、強がりの混じった明るい声を出した。

「そうだよね。あはは、まあダメかなとは思ってたし。えと、これからも友達ではいてくれる……かな？」

「ああ、それはもちろん」

「……ん。ありがと。じゃあ私、行くね」

「うん」

　そうして、女子のほうは渡り廊下から校舎の中へと戻っていった。

　軟着陸、といったところか。

　告白に失敗した以上、傷付かないというのは無理な話だが、それでも体面を取り繕うくらいの余裕は残していたらしい。

　それはともあれ、さっさとこの場から離れたほうがいいだろう。

　結朱に目配せして、早く中庭に移動するよう促そうとする。

　が、それより早く、結朱は渡り廊下のほうに歩き出してしまった。

「やー、中庭のベンチがカップル専用って話でさー。私も彼氏が出来たら一度は一緒に座ってみたかったわけですよ」

　しかも、わざとらしく声を張り上げて。

　何考えているんだこいつ、と思ったものの、時既に遅し。

　男のほうも俺たちの存在に気付いたらしく、驚いたようにこっちを見た。

「あれ、颯太じゃん。なにやってるの、こんなところで」

　何事もなかったかのように、朗らかに挨あい拶さつをする結朱。

　白々しいことこの上ないが、コミュ力が高い奴は作り笑いも上手うまい。

　まるで今来たところですよと言わんばかりの笑みは、完かん璧ぺきに仕上がっていた。

「……結朱。それに、和泉も」

　男は俺たちを見て、少しだけ動揺を見せた。

　きっちりセットされた黒髪に、すらりと足の長い長身。それでいてしっかり筋肉がついていて、顔の造作ももちろんいい。

　こいつこそクラス一のイケメンにして、結朱のいるリア充グループのボス、桜さくら庭ば颯太だ。

「ちょっと野暮用で。そういう二人こそ、どうしたんだ？」

　桜庭もまたリア充らしく取り繕うのが上手いようで、さっきの告白などまるでなかったような気さくな態度で接してきた。

「や。せっかく彼氏ができたので、中庭のベンチを使ってみようと思って。そしたらたまたま颯太を見つけたから」

　俺との距離をさりげなく縮めながら、機嫌良さそうに惚のろ気ける結朱。

　桜庭は俺の顔と結朱の持つ弁当箱を見比べて状況を悟ったらしく、苦笑しながら頷うなずいた。

「そっか、羨うらやましいね。邪魔しちゃ悪いし俺はもう行くよ。じゃあまた、二人とも」

「うん、じゃーねー」

「……おう」

　最後に一言だけ挨拶を交わすと、桜庭は颯さつ爽そうと去っていった。

　その後ろ姿が校舎の中に消えたところで、俺はじとっとした目を彼女さんに向ける。

　結朱も俺の視線を感じたらしいが、詰問を制するように手のひらを向けてきた。

「待った。言いたいことは分かるので、ベンチに行ってからお話ししましょう」

「分かった」

　お互い居心地の悪い妙な緊張感に包まれながら、少し早足で中庭のベンチに向かう。

　学校の校則では誰が座ってもいいベンチだが、コの字に作られた校舎の真ん中にすっぽり入るような位置に中庭があるためか、このベンチに座るととにかく目立つ。

　そのせいか、いつの間にかカップルが座って自分たちの付き合いをアピールする場所という伝統が生まれたらしい。

　卒業まで縁がないと思っていた場所に、俺はクラス一の美少女と一緒に腰を下ろした。

「いやー、初めて座ったけど緊張するね」

　口調こそ明るいものの、少し笑顔が硬い結朱。

　俺も微妙に落ち着かないというか、校舎の窓が気になるというか。

「……まあな。だから、手早く用件を済ませてもらいたいものだけど」

「あ、そうだね。はいお弁当」

　結朱は俺の膝ひざの上にちょこんと弁当箱を置いてくる。

「いや、そうじゃなくてね？」

　わざと話を逸らした結朱に、俺は咎とがめる視線を送った。

　それでもう先延ばしにはできないと悟ったのか、結朱は気まずそうに溜め息を吐いてから、観念したように本題に入った。

「……まあ、告白直後に踏み込んだのは無粋だったと思うよ。けど、絶好の機会でもあったから」

「何の機会だ？」

「私と大和君の仲を、颯太に見せつける機会」

　意図の分からないその答えに、俺は眉まゆを顰ひそめる。

　と、さすがに説明が断片的すぎると思ったのか、結朱は思考を切り替えるように一度頭を横に振ってから再び話し始めた。

「まずは私が大和君に告白した理由から話したほうが分かりやすいかもしれないね。大和君は、私が普段よく一緒にいる友達が誰か知ってる？」

「ああ。小谷と生瀬と桜庭だったよな」

「うん。他にも何人か出たり入ったりしてる感じだけど、基本的にこの四人で行動してる。で、その中で一番モテるのは誰だと思う？」

「桜庭」

　とりたてて何か事情を知っているわけではなく、単に今告白された場面を見たからという理由で即答する。

　が、たまたまそれが正せい鵠こくを射ていたのか、結朱はこくりと頷いた。

「うん、正解。あいつはすごくモテるんだよ。かっこいいし、性格もいいからね。だから……近くにいる子は、やっぱり惹ひかれちゃうものみたいでさ」

「あー……なるほど」

　曖あい昧まいな言い回しだったが、なんとなく事情を理解した。

　つまり小谷の奴が、桜庭に惚ほれているということなのだろう。

　なんとなく分かっていた事実だったので、このこと自体には特に驚きもない。

　問題は、そんな桜庭に対して、結朱が俺と付き合っているところを見せつけたがったということ。

　それはつまり──。

「三角関係ですか」

「端的に言えば」

　俺の予想を、微妙な表情で肯定する結朱。

　小谷は桜庭が好き。桜庭は結朱が好き。結朱は小谷の友達。

　……うん、お手本のような三角関係だ。

「一応聞くが、桜庭の気持ちは間違いないんだな？」

「うん。颯太が部活の仲間と好きな子の話をしているのをうっかり聞いちゃって……」

　苦い表情で過去を振り返る結朱。モテる女も大変だね。

「で、結朱は小谷の恋を応援するために俺なんかと付き合ったと」

　先回りして結論を口にするが、意外なことに結朱は首を横に振った。

「ううん。私はそこまで自己犠牲に溢あふれた善人じゃないよ。あくまでこれは、私のための計画だから」

　妙にドライなその言葉に、俺は思わず彼女の目をじっと見た。

　それを見つめ返しながらも、結朱は表情一つ動かすことなく言葉を続ける。

「亜妃の恋を応援するだけなら、単に颯太の告白を断ればいい。けど──それじゃあ私の立場がなくなるんだよ。颯太のファンは多いし、私は普段から隙がなくて鼻につく女だからね。ほら、私って可愛いし成績もいいし運動もできるし友達も多いから」

「いちいち強めの自画自賛入れてこなくていいから。でもまあ分かった。『私の王子様をフるとかあの子何様？』ってされるのが怖いと」

「そういうこと。しかも女子に一番影響力のある亜妃との関係にもヒビが入る可能性が高いから、下手したら一気に私の立場が弱くなる」

　だから告白されないように予防線を張った。

　あるいは、桜庭をフる時に周りを納得させられる正当な理由が欲しかった。

　まあ、俺みたいなレベルの低い男のために桜庭の告白を断るとなれば、反感を通り越して選択を間違えた馬鹿な女というレッテルを貼られることになる。

　それはそれで負の感情だが、下手にイケメンの彼氏を作って、『イケメン二人にモテモテの鼻につく女子』にレベルアップしてしまうよりは平和かもしれない。

　こいつが最初に言っていたリア充レベルを下げるというのは、そういうリスクヘッジのためなのだろう。

「いっそ桜庭と付き合っちまえばいいのに」

　あまりに面倒な計算をしながら人間関係を維持している結朱に、思わず投げやりな言葉が出てきた。

「馬鹿言わないで。それはそれで亜妃との関係が真っ二つに決裂して戦争状態に突入するし。なにより、好きでもない人と付き合ったりできないでしょ」

「え、この状況で、よりにもよって俺に対して言う？」

　言葉と行動が矛盾しまくってるんだけど。

　が、結朱としてはその矛盾は許容範囲だったのか、慌てることもなくどこか悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら弁当箱を開けた。

「いやいや？　だから私は大和君のこと大好きだよ。ほら、カップルらしくあーんしてあげる」

　すちゃっと箸はしを構えると、彼女の母親が作ったという卵焼きを俺の口元に寄せてきた。

　断りたい……が、このベンチに座った時点で校舎の窓からいくつか視線を感じている。

　人前ではちゃんと取り繕うと約束してしまった手前、断りづらい。

「ぐっ……あーん」

　からかわれていると理解しながらも、俺は渋々この状況を受け入れることに。

　結朱の家庭は卵焼きを甘く仕上げる派閥らしく、ふわふわの生地にほんのり砂糖の甘味が広がっていった。

「どう？　美味おいしい？」

「……ああ。絶妙なさじ加減だ。味見役の貢献が大きかったんじゃないですかね」

　皮肉をかましてみるが、自信に満ちあふれている人間にそういう類のものは効かないのか、結朱は満面の笑みで頷いた。

「そうでしょう、そうでしょう。味覚も優れてるなんて、隙がないにも程があるね、私は」

　もはやこいつの自己陶酔にも慣れてきたので、さらっとスルーする。

「はいはい。で、完かん璧ぺき超人な上に俺のことが大好きな結朱ちゃんには悪いんだけど、俺たちが別れる時期について具体的に教えてほしいもんだね。お前の周りの人間関係がどうなったら俺は解放されるんだ？」

　自分の分の弁当箱を開きながら、今後のことについて問い合わせる。

「うーん。理想は颯太が私のことを諦あきらめて、亜妃とくっついてくれること。それが駄目でも、亜妃が告白するところまで持っていけたらお役御免かな。あとはこっちでなんとかするよ」
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　結朱ももう俺をからかうことなく、自分の弁当を食べながら当面の予定を答えた。

「告白ねえ……まあリア充なんて息を吸うように告白したり付き合ったりする生き物だし、そんなにかからなそうだな」

　率直な感想を漏らすと、何故か結朱は白い目で俺を見てきた。

「君は私たちをなんだと思ってるのさ……言っておくけど、亜妃は結構奥手だよ。だからこうして苦労してるのに」

「え、あの見た目で？」

　すごく意外な情報だ。

　リア充の女王様ともなると、もっと気軽に付き合ったり別れたりしているものだと思っていたのだが。

「人は見かけによらないものですよ。まあ私は見かけ通り完璧なんだけども」

「ふうん……じゃ、俺たちで背中押してやるか？」

　台詞せりふの後半部分を根こそぎ無視して提案すると、結朱も笑顔で頷うなずいた。

「そのほうがいいかもね。よーし、これから作戦会議だよ」

「りょーかい」

　何事も楽しむ方針なのか、やたらと乗り気な結朱と、仕事をさっさと終わらせて報酬をもらいたい俺のモチベーションが一致した瞬間だった。







　──やっぱりね、私たちがいちゃついているところを見せつけるのが、颯太を諦めさせるのに一番手っ取り早いと思うの。

　昼休みをたっぷり使って会議した末に、結朱のそんな一言で俺たちの方針は決まった。

　そうして迎えた放課後。

　バスケ部の練習に出ているという桜庭を狙い撃ちするため、放課後の教室に二人で待機し、ぼんやりと時間を潰つぶす。

「……帰ってゲームしたい」

　既に放課後になって一時間。

　全く無益な待機時間を消費させられている俺の口からは、思わず溜ため息が零こぼれた。

「こらこら。せっかく私と二人っきりなのに、なんて色気のない愚痴を言うのかね君は。せっかく放課後の教室に可愛い彼女と二人っきりなんだよ？　もっとこの青春シチュエーションを楽しみなさいよ」

　そういうのに興味ない奴だからこそ俺を選んだというのに、勝手な要求を突きつけてくる結朱。

　廊下を通る教師の死角に入るよう、窓際の狭い空間に二人並んで座り込んでいるという状況なため、微妙に肩と肩がぶつかる密着度だった。

　まあ全く意識しないというと嘘になるが、それよりも結朱相手にドキドキするのはなんか悔しいという気持ちが強く、妙に気疲れする緊張感がある。

　それもあって愚痴が零れたわけだが、我が最愛の彼女さんはご立腹のようだった。

「はいはい。可愛い結朱ちゃんと一緒にいられて幸せですよ。古文の授業の時くらい幸せ」

「それ退屈すぎて眠くなってるよね!?」

「つーか、桜庭は本当に教室に戻ってくるのか？」

　作戦の根幹部分を確認すると、結朱は自信ありげに頷いた。

「うん。ほら颯太の机の中見て。あいつ、机の中にスマホ置きっ放しでしょ。だから絶対取りに戻るはず」

　結朱の指差したほうに目を向けると、確かに桜庭の机の中にスマホが入っているのが見えた。

　帰りのホームルーム前にスマホを見ていたものの、教師が来たので慌てて机の中に入れたらそのままになったってところか。

「そこで、ちょうど颯太が戻ってくるタイミングを見計らって、二人でいちゃついている演技をすれば完璧ですよ」

「ま、それならいいけど」

　話を切ると、俺は自分のスマホを取り出して電子書籍のアプリを立ち上げた。

「あ、二人で話してる時にスマホとか感じ悪いんですけどー。そんなんじゃ女の子にモテないよー大和君」

「生あい憎にくと俺にはもう最高に可愛い彼女がいるので、他の子にモテなくても支障ないです」

　結朱のクレームを受け流しつつ、電子書籍で漫画を読み始めた。

　昨日発売されたばかりの少年漫画である。

「ねえ、何見てるの？」

「昨日発売された漫画」

　ちらりと画面を見せると、結朱は興味を持ったのかじっと覗のぞき込んできた。

「あ、それもう新刊出てたんだ」

「知ってるのか？」

　少年漫画をたしなむタイプには見えなかったので意外だったが、結朱は画面に目を向けたまま頷いた。

「うん。啓吾に借りて読んだことある」

　啓吾……謎の登場人物が出てきたな。誰だそいつ。

「一応言っておくけど、生瀬のことだよ？」

　俺の困惑が見て取れたのか、結朱が胡う乱ろんな目でこっちを見つめてくる。

「そんなこと言われずとも、俺が大事なクラスメイトの名前を忘れるわけないだろ」

「意訳すると、忘れるどころか最初から覚えてないということでよろしい？」

「……よろしいです」

　ぐうの音も出ないくらい見抜かれた。

「大和君は本当にもう……まあいいか。とりあえず早く漫画見せて見せて」

　ただでさえ密着状態だったのに、さらにくっついてくる結朱。

　肩とか二の腕とか、触れた部分は同じ人間とは思えないほど柔らかく、悔しいながらうっかりドキッとしてしまう。

　それを誤魔化すために、俺も漫画に集中した。

　結朱のペースに合わせてページをめくり、少しずつ物語に引き込まれていく。

　最初は隣で結朱がぽつぽつ会話を振ってきていたが、それもなくなるくらい物語が盛り上がってきた頃──『次巻へ続く』の文字が見えて、二人同時に息を吐いた。

「いやー、気になるところで終わったね」

「ああ。次の巻の発売日いつだろ」

　あとで調べておこうと心に決めている俺の横で、まだ結朱はじっとスマホを覗いていた。

「ちなみに、他はどんな本が入ってるの？」

「別に漫画とか小説だけど」

　そう言ってスマホを仕舞おうとする俺だったが、その手首を結朱がひしっと掴つかんできた。

「気になるなあ、見せて」

「嫌です」

　他人に本棚の内容を見せるのは微妙に恥ずかしい。こう、自分の趣味を全部さらけ出しちゃう気がして嫌なのだ。特に異性相手だと結構照れる。

　が、それに何を思ったのか、結朱が目を輝かせた。

「んー？　もしかして、えっちな漫画とか入ってたり？」

「んなわけあるか」

　そんな危険物を学校に持ち込むほど、俺は危機管理のできない男ではない。

　しかし、結朱は納得してくれなかったようで、俺のスマホを奪おうとしてくる。

「じゃあ見せてくれてもいいじゃん。とりゃ！」

「うおっ、させるか！」

　スマホを奪取しようとしてくる結朱から、なんとか逃れる。

「おのれっ、大人しく渡すがいいさ！」

「誰が渡すか！」

　床に座ったままスマホを持つ手を上げて抵抗する俺に、結朱は上から覆い被さるような形でスマホを取ろうとしてきやがった。

「うむむ……しぶといなあ！」

「重い！　下りろ！」

「女の子に重いとか言うな！」

　上体を反らしながら、左腕一本をつっかえ棒にして身体を支えている体勢なのに、結朱は隣から俺の肩に手を置いて思いっきり体重を乗せてくる。

　実質、左腕一本で二人分の体重を支えている状態だ。

「ちょ、マジで無理無理無理──あ、終わった」

「え……きゃっ!?」

　唐突に体勢を崩して仰向けになる俺と、それに巻き込まれてうつぶせに倒れ込む結朱。

　当然、お互いの密着度は究極まで高まる。

　ほとんど抱き合っている状態に近い──いや、実際抱き合っているとしか言えない状態。

　俺の胸の中にすっぽりと収まった結朱は、突然の事態に付いていけないように硬直していた。

　一方、状況をきちんと把握している俺は別の理由で硬直する。

　すっぽりと自分の腕の中に収まる結朱の華きや奢しやな肩と、甘い匂い、俺より少し低い体温。

　それに何より、密着しているせいで意外と『ある』ことが分かった、柔らかい二つの膨らみの感触が──。

「きゃっ……!?　ちょ、くっつきすぎなんだけど！　いきなり倒れないでよ！」

　結朱もようやく我に返ったのか、俺の上に乗ったまま顔を真っ赤にした。

「お、お前が体重かけてくるからだろ！　ていうか下りろ重い！」

　俺も多分、真っ赤になってしまっている。

　くそ、こいつ至近距離で見るとすげえ可愛いな。いや可愛いのは最初から分かっていたけどね？　ていうか思ったよりエロい身体してるんだけど！

　混乱の極致に達しながらも身体の上からの退去を命じる俺だったが、何故か結朱は従わずに密着状態を続ける。

「おい、結朱？」

　不審に思って訊たずねると、結朱は真っ赤な顔のまま、引き攣つった表情を浮かべた。

「こ、腰抜けた……かも」

「はあ!?」

　俺が予想外の事態に声を張り上げると、それに負けずに結朱は混乱したまま声を張り上げた。

「だ、だって！　いきなり倒れてびっくりしたし！　気付いたらなんかめっちゃ恥ずかしい状態になってるし！　そりゃあ腰の一つも抜けますよ！　ばか！」

「リア充のくせにどんだけ男への耐性ないんだお前は！　あんだけモテるアピールしまくってただろ！」

「仕方ないじゃない！　私に見合う男が今までいなかったんだから！　私くらいの完かん璧ぺき超人になると、自分に釣り合う男を見つけるのも一苦労なんだよ！」

「この状況で自慢を入れてくる精神力だけは認めてやるわ！　だからその持ち前の精神力を総動員してさっさとどけ！」

「できたらやってるよ！　大和君こそ男の子なんだから持ち前の腕力で私をどけてよ！」

「できたらやってるわ！　こちとら虚弱なインドア派だっつうんだよ！」

　超至近距離で不毛な言い争いを繰り広げる俺たち。

　そんな状態に終止符を打ったのは、結朱の精神力でも俺の腕力でもなく──いきなり教室に入ってきた第三者だった。

「多分、教室だよなあ、俺のスマホ」

　現れたのは、今回のターゲットである桜庭颯太。

「まったく疲れてるのに、余計な……体力……を……」

　自分の席に向かって歩いてきた彼は、教室の真ん中までやってきたところで、床に寝そべった状態で重なった俺たちを発見したらしく、独り言を止めた。

「──────」

「──────」

「──────」

　三者三様の沈黙。

　そこから最初に立ち直ったのは、やはりというか桜庭だった。

「わ、悪い！」

　言うなり、彼は自分のスマホを回収してダッシュで去っていった。

「待って颯太!?」

　弁解しようと名前を呼ぶ結朱だったが、もう遅い。

　既に桜庭の背中は廊下に消え、どんな言い訳も通用しなくなってしまった。

　まさかこんなことになるとは……。

　二発目の衝撃で逆に腰が抜けた状態から立ち直れたのか、結朱はよろよろと俺の上からどいた。

　続いて上半身を起こした俺は、まだ教室の出入り口を呆ぼう然ぜんとした様子で見つめる彼女の肩をぽんと叩たたく。

「まあ……結果としては作戦成功だな。よかったじゃん」

　放課後の空き教室で、こっそり抱き合う……どころか押し倒しちゃっているカップル。

　誰がどう見ても行為に及ぶ寸前である。

　自分の好きな子が、彼氏とそういうことをしようとしている場面に出くわした桜庭の心情を思うと、非常に忍びない。

　が、結朱にそんな励ましは効かなかったらしく、涙目でこっちを睨にらんできた。

「よ…………よくないよ！　いいわけないじゃん！　ああもうっ、最悪！　ねえ、さっきの私たち、客観的にどう見えたと思う!?」

「彼氏を押し倒してコトに及ぼうとしてる超エロい彼女」

「だよね!?　よりによって私のほうが積極的だったように見えるよね!?」
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　まあ間違いなく。

「いやでもほら、当初の目的は達成したし」

「達成しすぎだよ！　過ぎたるはなお及ばざるがごとしって言葉知ってる!?　明日あしたからどういう顔して颯太に会えばいいの!?　絶対『あ、学校でコトに及ぼうとしたエロい女だ』って目で見られるじゃん！」

　羞しゆう恥ちに堪えかねたのか、両手で顔を覆って足をばたつかせる結朱。

「あんまり気にするなよ。彼氏が出来た時点でクラスの男は、そういうことしてんだろうなあって目でお前のことを見てるし」

「キモい事実教えないでくれる!?　最悪、もう最悪……！」

　凄すさまじいへこみっぷりを披露する結朱。こいつ世間体とか超気にしそうだもんなあ。

　さすがにここまで落ち込まれると、こっちも申し訳なくなってくる。

「元気出せって。な？　明日ちゃんと釈明すればいいじゃん。俺のほうからも話す機会があったらそれとなく言っておくから」

　そう慰めると、結朱はようやく頭の整理が出来てきたのか、深呼吸を何度かして自分を落ち着かせていた。

「…………そうだね。とにかく、颯太への言い訳はあとで考えるとして、私たちはこの失敗を次に生かさなければなりません」

「お、おう？」

　妙に改まったテンションの結朱に、俺も反射的に背筋を伸ばす。

「私たちの問題点は、お互いのコミュニケーションに不備があること……ぶっちゃけ、あんまり仲が良くないことです」

「偽物のカップルだし、今まで接点もなかったしな」

　そもそも住んでいる世界も違うのだ。いきなり意気投合というわけにもいくまい。

「今まではそれでも最低限の仕事をこなしてくれればいいと思ってたけど……今回みたいな事故が起きるなら話は別。大和君、私たちはきちんとお互いのことを知って仲良くならなきゃいけないよ」

「うーん……一理ある、かな」

　正直、面倒な予感しかしなかったが、こんなふうに結朱にへこまれるのもごめんだし、解決策があるなら乗る姿勢を見せるのが誠意というものだろう。

「というわけで、遅きに失した感は否めませんが、まず私たちがちゃんとカップルの振りをできるよう、仲良くなる計画を立てます！」

　目が据わった結朱に若干の恐怖を抱きつつ、俺は小首を傾げた。

「具体的には、どうやって？」

　訊ねると、結朱はビシッと俺を指差しながら、自分のアイディアを披露した。

「仲良くなるには一緒に遊ぶのが一番。つまり──私たちでデートをします！」







　デートの日取りは日曜日に決まった。

　結朱はどうだか知らないが、俺にとっては人生初のデートであり、不本意ながらちょっと緊張している。

「ぬう……」

　約束の時間の十五分前に待ち合わせ場所である駅前へと着いた俺は、微妙にそわそわしながら周囲を見回していた。

　相手は本当に付き合っている奴でも、これから付き合おうとしている奴でもない。

　だから緊張しなくていい。

　そんな建前を自分に言い聞かせているのだが……いかんせん、落ち着かない。

「あいつに心を乱されるとは……不覚」

　一つ溜ため息を吐いたその時だった。

「誰に何を乱されるって？」

「うおっ!?」

　気付けば、すぐ側に結朱がちょこんと立っていた。

「い、いつの間に来たんだ……」

　動揺しながら問いかけると、結朱は俺の様子に不思議そうにしながらも答えた。

「ちょうど今だけど」

「そ、そうか……まあ気にするな、ゲームの話だ」

　なんとか話を誤魔化して自分を落ち着かせる。

　が、結朱は何か不満なのか、唇を尖とがらせてじーっと俺を見ていた。

「……なんだよ」

「なんだよじゃないよ。褒めなさいよ」

　結朱はバッと両手を広げると、自分を見せつけるようにくるりとその場で一回転してみせた。

「私は今日、大和君とだけ過ごすつもりなんですよ。つまりこのおしゃれも全部大和君を喜ばせるためにしたものなの。だから大和君はそれを褒めるべき。それが男としてのマナー。おーけー？」

「……なるほど。おーけー」

　結朱の言い分に素直に納得した俺は、そこで初めて結朱の格好を見る。

　鎖骨から胸元までが大きく開いたインナーの上からふわふわしたピンクのカーディガンを身に纏まとい、太ももが眩まぶしい白のミニスカートでまとめている。

　あざといほどに男受けを意識したファッションだ。俺を喜ばせるためというのはあながち大おお袈げ裟さではないかもしれない。

「……うん。まあ、可愛いんじゃないですかね」

　ついぶっきらぼうな言い方になってしまう。

　それを聞いて、結朱は楽しそうに笑った。

「大和君、褒めるのヘタ～。照れてるの？　ねえ、私の可愛さに思わず照れて言葉が出ないの？」

「うっせえ！　中身の可愛くなさは普段通りだな！」

　こっちの顔を覗のぞき込もうとしてきた結朱から逃げ、俺はさっさと歩き出した。

「あ、待ってよー」

　結朱もそそくさと小走りで近寄ってきて、俺の隣に並んだ。

　よく見れば靴も少しヒールが高いものを履いている。俺は少しだけ歩く速度を落とした。

「ところで大和君、どこ行くか決めてる？」

「いや全く」

「うん、予想通り男子として零点回答だね。素晴らしい」

「ほっとけ」

　腹が立つ評価だが、反論の余地がないので甘んじて受け入れよう。

　しかし、結朱はそこでさらに悪戯いたずらっぽく笑った。

「でも、私の靴を見て歩く速度を変えてくれたので加点です。おめでとう、十点です」

「ぐっ……」

　なんか見抜かれていたのが恥ずかしい。むしろ零点のほうがよかった。

「本当に照れ屋さんだなあ、大和君は。男のツンデレなんて需要ないよ？」

「やかましい」

　くそう、デートという場で緊張しているからか、やりこめられっぱなしである。

　そうやって結朱にからかわれながら歩くこと数分、彼女はある建物の前で足を止めて俺の腕を引いた。

「あ、ここ入ろうよ」

　そこにあったのは、巨大なボウリングのピンがぶっ刺さったビル。

　建物の中にはボウリングやダーツ、ビリヤードにカラオケ、その他諸もろ々もろの遊び場が広がっているという、有名な遊戯施設である。

　俺は結朱に腕を引かれるまま施設の中に入った。

　久しぶりだな、こういう場所に来るの。中学の頃はよく来てたんだけども。

「大和君、こういうところってあんまり趣味じゃない？」

　懐かしさにキョロキョロしているのが落ち着きなく見えたのか、結朱が気遣うように問いかけてきた。

「いや、懐かしいなって思ってさ。昔はよく来てたし」

「そうなんだ。じゃあその頃は何やって遊んでたの？」

「大体バスケだ。フリースローとか」

　俺の台詞せりふに、結朱は興味を惹ひかれたように目を輝かせた。

「ほう、もしかして経験者？」

「中学の時にな。部活動強制だったし」

　今ではすっかりインドア派だが、中学の頃は否応なしに体育会系の社会に放り込まれていたのだ。

　まるでライオンの群れに投げ入れられた子鹿である。昔の俺、可哀想。

「そっか。じゃあせっかくだし、大和君のかっこいいところ見たいなあ？」

　からかっているように見えるが、俺の得意なことをさせてくれようとする結朱。

　一応、デートというお題目だし、俺を立てようとしてくれているのだろう。

「ま、いいけど。ブランクあるから期待するなよ？」

　その心遣いを無下にする気にもなれず、俺は結朱の提案に乗った。

　そうしてエレベーターに乗り、バスケコートのある階で降りる。

　狭い室内でバスケコートをフルに再現するのは無理なのか、バスケコーナーの名前は『バスケットボール』ではなく『３ＯＮ３スリーオンスリー』となっており、コートも半分しかない。

　が、フリースローを打つだけならこれで十分である。

　俺は店が貸し出していたバスケットシューズを履くと、久しぶりに触るボールの重さに妙な感慨深さを覚えていた。

「大和くーん。頑張って！　３Ｐスリーポイント見たい！」

　コートの外から応援してくる結朱。

「また難易度高いものを……」

　厄介な要求に渋い表情を浮かべそうになったが、引っ込める。

　まあ彼女の前だし、少しくらい頑張ろう。

　俺は３Ｐシュートのラインに立つと、何度かボールをバウンドさせ、少しずつ当時の感覚を思い出していく。

　それがある程度整ったところでボールを両手に収めると、ゴールを見据えた。

　ぐっと膝ひざを曲げ、上体を沈ませる。

　十分な溜ためを作ってから、俺はそれを解き放った。

　膝を伸ばし、上体をピンと張って下から上へと力を伝えていく感覚。

　それがボールに集まったところで手首を返し、指先でスピンを掛けた。

　放物線を描いて飛ひ翔しようするボール。

　昔だったらすぱっと直で入ったところだが、やはりブランクのためか、ボールは一度リングにぶつかり、輪の内側で少し転がってからネットを揺らした。

「おー！　すごい、ちゃんと入ったね！　大和君！」

　パチパチと大袈裟に拍手してくれる結朱。特技を褒められるのは悪い気分じゃない。

「結朱もやるか？」

「うん！」

　俺が呼ぶと、結朱は楽しそうに小走りで近づいてくる。

　その手にボールを載せてやると、驚いたように目を見開いた。

「わ、重いね。ちゃんとゴールまで届くかなあ？」

「両手打ちなら大丈夫だろう。やり方教えるから構えてみな」

「押お忍す！　よろしくです、師匠！」

　楽しそうな結朱に、俺も自然と笑みが零こぼれる。

　最初に覚えていた緊張はすっかり解け、いつの間にか普通に楽しんでいる自分がいた。

　明るく楽しく、そして見た目もいい。

　ちょっと腹立たしい一面もあるが、今こうして俺とデートなんかしているのが不思議に思えるほど、人気者の素質を兼ね備えている奴だ。

「ほら、それで下から上に力を伝える感じで打ってみな」

「よし……いくよ！　とう！」

　結朱は全身でぐっと溜めを作ると、胸の前に構えたボールを両手で打ち出した。

　が、やはり難しかったらしく、ボールはゴールまで届かずコートにバウンドする。

「む、無念……」

「惜しい惜しい。ほら、もう一回やってみ」

　俺はボールを拾ってくると、ワンバウンドのパスで結朱に渡す。

「力が足りないみたいだな。もっとしっかりジャンプしたほうがいい」

　３Ｐはかなり遠距離から打たなければいけないので、しっかり全身の力を使わないと届かない。

　なので、純粋な善意でアドバイスしたのだが……何故か結朱はじとっとした目でこっちを見てくる。

「大和君、それ今日の私の格好を見た上で言ってる？」

「あ」

　そこで初めて、結朱がスカート、それも結構短めなのを穿はいていることに思い至った。

「大和君のえっちー。シュート教える振りしてパンチラ狙ってたんだー」

　ここぞとばかりにからかってくる結朱。

　しかし、もう緊張から立ち直った俺に隙はない。

「おいおい、俺は純粋な気持ちでバスケに取り組んでただけだぞ。むしろそんな発想が浮かんでくる結朱のほうがエロいんじゃないか？　なんせ俺のことを教室で押し倒す女だし」

「そ、それは忘れて！」

　トラウマを抉えぐる完かん璧ぺきなカウンターを決めると、効果は覿てき面めんだったらしく、結朱はバスケットボールで顔を隠した。

　だが、赤く染まった耳が見えている。よし勝った。

「はいはい、忘れますよ。だから今度はフリースローから打とうか。それならジャンプしなくていいしな？」

「うぅ……押忍」

　ボールの陰からちょこんと顔を覗かせた結朱は、不覚にも可愛かった。







　さすがに運動神経がいいと自負するだけあって、結朱はほんの二、三回練習しただけであっさりフリースローを決めてみせた。

　そうして時間いっぱいまで遊び、満足げな結朱とともに違うコーナーに移動しようとした、まさにその時だった。

　エレベーターの前で、そいつらと遭遇したのは。

「あれ？　結朱じゃん。何やってんの、こんなところで」

　そう言って俺たちに……いや結朱だけに声を掛けてきたのは、私服姿の小谷だった。

「え、亜妃。偶然だね」

　結朱は一瞬だけ俺を見てから、友人に応対した。

　すると、小谷の後ろからひょっこりと男が現れる。生瀬だ。

「え、なに？　結朱いんの……っと、和泉もか。邪魔しちゃったかな？」

　結朱の隣にいる俺を見て事情を察したらしく、彼は少し気まずそうにする。

　彼の側には、他にもクラスメイトの女子が何人かと──桜庭がいた。

「やあ、二人とも」

　あの放課後のことを（表面上は）すっかり忘れたように気さくな挨あい拶さつをしてくる桜庭。

「……よう」

　俺も軽く挨拶を返す。

　一応、結朱がフォローを入れたはずだが、あの件の後、俺は桜庭と話す機会を得られず、これがあれ以降初めての会話だ。

　そんな気まずさもあって言葉少なになったのだが、沈黙が生まれるより先に生瀬が割って入る。

「二人ともバスケやってたの？」

「うん。大和君が経験者だったから、ちょっと教わってたの」

　生瀬の問いかけに、俺より早く結朱が応じた。

　それを聞いて、小谷が一瞬だけ俺を見た後、桜庭に目を向ける。
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「ちょうどいいじゃん。颯太、和泉に相手してもらったら？　せっかくバスケやりに来たのに、他に経験者いないから本気出せないの嫌っしょ？」

　その提案に、桜庭は苦笑しながら首を横に振る。

「いや、さすがにデートを邪魔するわけにはいかないよ」

　好きな子が彼氏といるのにそう言えるのは、さすがに人間出来ている。あるいは結朱のように取り繕うのが上手うまいだけかもしれないが、だとしても立派なもんだ。

「ごめんね、亜妃。もう予定も立てちゃってるから」

　結朱も両手を合わせて、小谷に断りを入れる。

　だが──ここは受けるべきだ。

　あの二人をくっつけるためには、桜庭に結朱のことを諦あきらめさせるだけじゃ足りない。

　小谷と桜庭の距離を縮めることも大事である。

　そのためには桜庭がかっこいいところを見せて、小谷がそれを褒めるなりなんなりするのが手っ取り早いだろう。

　たった今、結朱にそれをやられてちょっと嬉うれしかった俺が言うのだから間違いない。

「いや、少しくらいいいんじゃないか？　俺も久しぶりに経験者とバスケしてみたいし」

　カチリ、と自分の中でスイッチを入れるように笑みを浮かべた。

「大和君……」

　結朱が驚いたように目を見開く。

　きっとこいつなら俺の意図を分かっているはずだが……どこか乗り気じゃないように顔を曇らせていた。

　そんな結朱を置き去りに、小谷は桜庭に声を掛ける。

「よかったね、颯太。和泉もいいってよ。あたしも颯太がバスケしてるとこ見たいし、やろうよ」

　その誘いに、桜庭は困ったような表情で俺と小谷を見比べた。

「……和泉、いいのかい？」

　遠慮がちな確認に、俺は完璧な作り笑いで応じる。

「ああ。むしろこっちも久しぶりのバスケでテンション上がってたところだからラッキーだよ。結朱にいいところも見せたいしね」

　結朱の名前を出すと、一瞬だけ桜庭の顔が変わった。

　こいつにとっては恋敵である俺を、結朱の前でコテンパンにする最高の機会。

　それに気付いたのかもしれない。

「……分かった。やろう」

　乗り気になった桜庭と二人、コートに入る。

　軽く準備運動をしてから、１ＯＮ１ワンオンワンの定位置についた。

「とりあえず三本先取くらいでいいかな？」

「ああ。よろしく」

　先攻は俺。

　一度桜庭にボールをパスすると、すぐに向こうもパスを返してくる。

　１ＯＮ１の始まりの合図。

「颯太ー！　頑張れ！」

「かっこいいとこ見せてねー！」

　生瀬や他の女子たちが笑いながらはやし立てる。

　その一方、言い出しっぺの小谷はじっと見ているだけで声を上げようとはしなかった。

　なるほど……奥手ってのもあながち嘘じゃないらしい。

　そんなギャラリーから目を切ると、俺はドリブルを始めながら桜庭の様子を窺うかがった。

　高校でレギュラー奪取の位置にいるだけあって、隙がない。

　身長も俺より高いし、動きにキレもある。

　これはわざと手加減するまでもなく、普通にボコボコにされそうだな。

「ふっ──！」

　俺は視線でフェイントを掛けてから、思いっきりドリブルで突っ込んだ。

　が、桜庭はピッタリと付いてきており、ゴールにまるで近づけない。

「くそっ」

　仕方なく、俺はドリブルを急停止してミドルシュートを放つことにした。

　しかし、身長が高い桜庭は腕も長く、あっさりと俺のシュートに触ってくる。

「ありゃ？　行けたと思ったんだけど」

「いや危なかったよ。上手いね、和泉」

　驚き半分、納得半分で攻撃を終了する俺に、桜庭は労ねぎらいの言葉をくれる。

　攻守交代。

　パスを交換すると、すぐに桜庭はドリブルで切り込んできた。

　速い──だが、追いつける！

　俺は桜庭の進路上に先回りし、攻撃を防ごうとした。

　しかし、その寸前で桜庭が軽やかに身を翻して進路を変える。

　──回転抜きロールか！

　慌てることなく、桜庭とゴールの間に割って入ろうとする俺だったが、パワーの差か全く押し止とどめられない。

「ぐっ……重っ……！」

　全身の力を使っているというのに、まるで岩を押しているような感覚だった。

　ファウルすれすれの攻防。

　それを制したのは、やはりというか体格で勝る桜庭だった。

　彼は俺をあっさりと振り切ると、いとも簡単にレイアップシュートを決めてみせる。

「おー！　颯太かっこいいぞ！」

「よっ！　バスケ部次期主将！」

　シュートを決めたおかげで、更にギャラリーは盛り上がる。

　……これは勝てないな。

　一つ溜ため息を吐いてから、俺はまた１ＯＮ１の開始地点に戻るのだった。







　ＲＰＧには負けバトルというものがある。

　ストーリーの進行上、どうやっても勝てないバトルのことだ。

　たとえば敵のＨＰヒツトポイントが無限だったり、ダメージが全く通らなかったり。

　そういうどうやっても勝てないバトルをすることで、敵の強さやかっこよさを表現する技法なのだ。

　俺と桜庭の１ＯＮ１もまさにそれ。

　桜庭というキャラの魅力を表現するための、絶対に勝てないバトルだった。

　あっさりと三本先取され、早々に桜庭たちと別れた俺と結朱は、娯楽施設を出て、目的もなくふらふらと歩いていた。

「あー、久しぶりにバスケやったら疲れたなあ。慣れないことはするもんじゃないね」

「……うん」

　隣を歩く結朱のテンションは、何故か低い。

　今急にじゃない。俺と桜庭の試合の時から、ずっとこの調子だ。

「おい、どうしたんだよ。試合の後、桜庭と小谷いい感じだっただろ？　いいことばっかりだったじゃないか」

　好きな人の圧勝に気をよくしたのか、小谷もはしゃいだ様子で桜庭を褒めており、桜庭もそれに満更でもなさそうだった。

　奥手だという彼女がそういう姿勢に出て、少しでも距離を詰めたのは、俺たちの目的としても一歩前進のはず。

　なのに、なんで結朱は不機嫌なのか。

「……いいことばっかりじゃないよ。だって、大和君が恥かいたじゃん」

　結朱は怒っている……というより、どこか拗すねたような口調で俺の意見を否定した。

「そんなことでふてくされてるのかよ。まあ、彼氏が一方的にボコられたら、彼女としては体面よくないのかもしれないけど──」

「そうじゃないよ！」

　結朱は俺の言葉を遮って叫んだ。

「私ね、今日は大和君に楽しんでほしかったんだ。デートを……ううん、私といることを楽しいと思えるようになってほしかった。なのに、得意なことで負けて、恥かかされて……そんなんじゃ、私といるのを楽しく思うなんて無理じゃん」

「………………」

　その気持ちに、俺は思わず言葉を失った。

　元々、俺と結朱には何の接点もないし、今だって浅い付き合いだ。

　ただ、ゲームを餌にバイトをしているだけの関係。

　そんなことを分かった上で、こいつはそれでも俺を楽しませようとしてくれていた。

「…………なんつーか」

　俺は溜め息を吐いてから、どうにか言葉をひねり出した。

「自分に興味ない奴だから選んだって言ったのに、今度は自分と一緒にいることを楽しんでほしいなんて、矛盾してるぞお前」

「む……分かってるよ」

　結朱は子供みたいに口を尖とがらせて目を逸らす。

　そんな仕草を見て、俺は微笑ましくなった。

　ナルシストなのに自己中じゃなく、腹黒なのに気遣い屋。

　色々と策を巡らせるくせに、結局のところ、こいつの気持ちは自分と一緒にいる人間には笑顔であってほしいという、ささやかな善意だったのだ。

　そんなアンバランスな彼女の在り方が、何故だか妙に魅力的に見えた。

「それにね、結朱。お前は一つ勘違いしてる。俺は今日、十分楽しかったぞ」

「……うそ」

　俺が無理していると思っているのか、探るようにこっちの顔色を窺ってくる結朱。

「嘘じゃねえよ。考えてみろ、好きなバスケもやって、ロボバスへの道が一歩前進して、しかも隣にはずっと最高に可愛い彼女がいるんだぞ。楽しめない要素がどこにあるんだよ」

「颯太と勝負してた時、作り笑いしてたくせに？」

「目標達成のために笑顔で本心を隠す俺ってかっこよくない？」

「……ナルシスト」

「お前が言うな」

　思わずツッコミを入れる。

　と、それでようやく空気がほぐれたようで、結朱は脱力したような苦笑を浮かべた。

「もー。変なこと言わないでよ、ばか」

　立ち直ったのか、ちょっと拗ねた言葉を吐く結朱。

「お前が変なへこみ方するからだろ」

　それに合わせて、俺も自然と笑みを浮かべた。

「ま、とにかく俺は気にしちゃいないってことだよ。なのに、お前に勝手にへこまれると、そっちのほうが気になる」

「……うん。ありがと」

　はにかむように笑う結朱。

　彼女は完全に立ち直ったらしく、すぐに胸を思いっきり張ってみせた。

「まあ、よく考えたら私と一緒にいるのに楽しめないなんてことはないよね！　いや、私もまだ自分の魅力を過小評価してたようだよ、不覚！」

「あー……ミスった。こいつ絶対へこんでる時のほうが可愛かった。なんで立ち直らせちゃったんだろ、俺のばか」

　あまりの失策に頭を抱えていると、結朱は不満そうに俺の肩を揺すってきた。

「なんだよー、無粋なこと言うなよ。ほらほら、可愛い彼女の元気な笑顔が見られて嬉うれしいですって言ってごらん？」

「誰が言うか」

　完全復活してしまった結朱のテンションに疲れながら、俺は彼女と歩調を合わせて歩き続ける。

　肩を竦すくめ、時に呆あきれ、それでも会話は途切れない。

　全くもってひねくれた話だが、どうやら最初の目的だけは達成できたようだった。
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　結ゆ朱ずの彼氏になってから十日が経った。

　この間、特に小こ谷たにと桜さくら庭ばの関係に進展もなく、また俺と結朱が付き合っているという事実に周囲も慣れ始めたため、割と平穏な日常が訪れている。

　とはいえ、放課後の拘束が長く、ゲームをする時間が減ったのはゆゆしき問題だが。

「……以上でホームルームを終わる。起立、気を付け、礼」

　ぼんやりと考え事をしていると、ホームルームが終わった。

　途端に、教室に放課後特有の弛し緩かんした空気が流れる。

　部活動に赴く奴、さっさと帰る帰宅部、教室で友達とだらだら会話を楽しんでいる奴。

　俺は少し前までさっさと帰る帰宅部に属する生徒だったのだが、今は違う。

「大和やまと君、行こうか」

　しばらく自分の席でぼーっとしていると、帰りの準備を済ませた結朱が声を掛けてきた。

　そう。今の俺は可愛い彼女と一緒に帰って放課後デートするリア充である。

　……自分で言ってて虚むなしくなるほど偽物だけども。

「ああ。分かった」

　鞄かばんを持つと、結朱と一緒に教室の出入り口に向かう。

　その際、やっぱりいくつかの視線が俺たちに突き刺さったが、もはやそれにも慣れた。

　無視して教室を出ると、昇降口へ向かおうとする。

「あ、大和君。待って」

　その途中、結朱が俺の袖そでを引いて制止してきた。

「なんだ？」

　首を傾げる俺に、どこか悪戯いたずらっぽい笑みを見せる結朱。

「ちょっと行きたいところがあるんだけど、付いてきてくれる？」

「……いいけど」

　なんとなく警戒しながらも、断る理由がなかったので結朱に従うことに。

　すると、彼女は昇降口ではなく部活棟の方へと歩き始めた。

　結朱って部活やってたっけかな、と思いつつ付いていくと、彼女はある部室の前で足を止める。

「じゃん。目的地に到着です」

　そうして結朱が誇らしげに示したのは、『文芸部』と書かれた一室だった。

「文芸部……？　なんだ結朱、文芸部に入ってたのか？」

「ううん、入ってないよ。ていうか文芸部とかもう廃部になってるし」

　そう言いつつも、何故か結朱は鍵かぎを使って文芸部の部室へと入っていった。

　驚きながらも、俺は後に続く。

　室内は少し埃ほこりっぽいものの本棚や机にパイプ椅子、古いテレビなどが揃そろっていて、思いのほか立派だった。

「なんで廃部になった部室の鍵をお前が持ってるんだよ」

　当然の問いかけをすると、結朱は鍵を見せびらかしながら得意げに笑った。

「まあちょっとしたコネでね？」

　またそれかい。随分と便利なコネ持ってんなリア充さんは。

　で、いったい何のために俺をここに連れてきたのか。

「ここはね、先輩たちの間で有名なサボりスポットだったらしいんですよ。まあここに入り浸ってた先輩が鍵を持ったまま卒業しちゃって、自然と風化したらしいんだけど」

　結朱は本棚をごそごそと漁あさりながら、そんな説明をしてきた。

「その鍵をお前がコネで手に入れたってことか」

「そういうこと。合あい鍵かぎももらったからあとで渡すね……っと、あった」

　結朱がいくつかの本をどかすと、中から四角い箱が出てきた。

　いや、よく見ると箱じゃない。

　これは俺が生まれる前に普及していた据え置きのゲーム機だ。

　そのサイコロのようなボディと、トラックに引きずられても壊れないという異常な頑丈さから『遊べる凶器』とすら呼ばれた、伝説のゲーム機である。

　恐らく、例の先輩が現役だった頃に流行はやっていた機種なのだろう。

「おお……まさかこんなところでこんなものと巡り合うとは」

　思わぬ出会いに震える俺に、結朱は演説でもするかのような堂々たる態度で口を開いた。

「私は常々思っていたのです。私たちは人に知られてはいけない関係。だから秘密の話ができる、秘密の場所が欲しいと。そして話し合いをする度に『帰ってゲームやりたい』と言う大和君がちょっとウザいと」

「悪かったな」

　微妙なクレームにイラッとしながらも、大人しく結朱の話を聞く俺である。

「そこで、だよ。誰にも見つからずに話し合いが出来て、しかもゲームも完備という場所を探したのです。そこがここ！」

　どーん！　と効果音が鳴りそうな勢いで自分の成果を披露する結朱。

　とりあえず事情は分かった。確かに、こういう場所はあったほうがいい。

「どう？　この私の努力。褒めて褒めて」

「たいへんよくがんばりました」

「なんか適当なんだけどー」

「人を褒めるのが苦手なんだよ。陰キャだからね、俺」

　不満そうな結朱を受け流しつつ、俺は本棚の奥に隠されていたゲームのソフトを物色し始める。

「……よし、やったことのないＲロールＰプレイングＧゲームが何本かある。やるなあ先輩、いいセンスだ。こんな先輩を持って俺は誇らしいわ」

「ねえ、私の時より明らかに褒め力が高いんだけど」

「褒め力ってなんだよ」

　脇腹をつっつきながら抗議してくる結朱。非常にウザい。

　俺はそこから逃れつつ、ゲーム機本体を古き良きブラウン管のテレビに繋つなぎ始める。

「それより、こんな場所見つけたんだから、さっさと話し合い進めようぜ。桜庭と小谷、今はどうなってんのさ」

「うむむ……納得いかない。まあいいけど」

　結朱は俺の側にパイプ椅子を広げて座ると、進しん捗ちよくの報告を始める。

「今までとまるで変わらず……って感じかな。身近な私に彼氏が出来たことで、釣られて一気に恋愛モードに入るかと思ったけど、全然そんなことなかったね。やっぱり友達の彼氏自体に『羨うらやましいなあ、自分も彼氏欲しいなあ』って思わせるほどの魅力がないと、そういう効果は生まれないみたい」

「微妙に腹が立つ報告だが、まあそんなもんだろ。まだ俺たちも付き合って十日だし、影響力なんてないに等しいからな。あの二人、会話は普通にしてるんだろ？」

「うん。友達としては普通に話せるけど、ちょっと踏み込んだことは言えない、みたいな感じ。いじらしいよね」

「そうだな。まともに話したことない相手に、『不本意ですが付き合ってください』とか言える女の図太い神経を、少し移植してやりたいくらいだ」

「なんだとコノヤロウ」

　いつも通り無益なののしり合いをしながら、俺はゲームのセッティングを終える。

　プレイするソフトは、有名なＲＰＧシリーズの一作だ。

　部室の外に音が漏れないようイヤホンを付けてから起動する。

「……むぅ。話し合いの途中なんだけど」

　さっさと遊ぶ姿勢に入った俺に、結朱は不満そうに抗議してきた。

「ちゃんと聞いてるよ。それで、この先はどうするつもりなんだ？」

　結朱の話が聞けるよう片耳だけにイヤホンを付けた俺は、画面を見ながら会話を続けた。

「ひとまず様子見かなって。結局、心の準備が出来てないところをせっついてもうまくいくとは思えないし。大和君はどう思う？」

「俺も同意見だ。本当に桜庭がお前のことを好きなら、まだ気持ちが割り切れてない可能性も高い。そこで告白しても無意味だろうし、もう少し待とう」

　ましてや結朱の彼氏は俺である。

　桜庭ほどのイケメンからすれば、頑張ればまだ奪えるかもと思える程度の男にしか見えないだろうし、未練を断つには時間が掛かるだろう。

　というわけで今日の会議は終了。ここからは遊ぶ時間だ。

「……ねー。話は終わりだけどさー、せっかく一緒にいるんだから構ってほしいんだけど」

　結朱の隣にパイプ椅子を並べて座ると、彼女は俺の裾すそを引っ張ってきた。

「構ってと言われてもな。共通の話題とかないだろ俺たち」

　唯一の話題である小谷と桜庭の件はもう片付いてしまった。

　正直、もう喋しやべることがないのである。

「そうだけど……あ、そうだ。じゃあ私も一緒にゲームやるよ」

「えー……」

　思わず渋い顔をすると、結朱は眉まゆ根ねを寄せて俺の脇腹を突っついてきた。

「こら。せっかく彼女がコミュニケーション取ろうとしてるのに、露骨に嫌な顔しないの」

　正直、ゲームは一人でじっくりやりたい派である。

　基本的にネットで人と楽しみを共有とか一切しない男だ。他人の感想など知らん、俺が面白いと思えるかどうかが全てである。

　一応、戦闘時のマルチプレイに対応しているゲームではあるが、基本的にＲＰＧは一人向けのジャンルだし。

　とはいえ、ここで突き放せない程度には、俺も結朱に対して親密さを覚え始めているらしく、一つ溜ため息を吐いてからコントローラーをもう一つセットした。

「分かったよ。ほら、隣で手伝ってやるから、やってみ」

「わーい。彼氏の趣味を理解して自分も染まってあげる完かん璧ぺきな彼女ムーヴに、感激してもいいのよ？」

「はいはい。完璧な彼女を持って僕は幸せですよ」

　肩を竦すくめてから結朱のほうにパイプ椅子を少しずらし、イヤホンの片方を彼女に渡す。

　一人用のイヤホンを二人で片方ずつ付けている状態なので窮屈だが、まあこればっかりは仕方ない。

「えーと、この赤い服の男の子が主人公？」

「そう、結朱が操るのがそれ。俺はこっちの青いほうな」

　赤い服を着た二刀流の男を操る結朱と、けん玉を武器に戦う青い服の男の子を操る俺。

　そこに白い服のヒロインを加えた三人パーティで物語が進んでいく。

　初心者だけあって結朱の操作は非常にたどたどしく、俺がフォローに回らなければ何度死んでいるか分からないレベルだった。

「わっ、あぶなっ！　え、ああこれ大和君の魔法か……なんだもー」

　が、結朱はそれでもそこそこ楽しんでいるらしく、新鮮な驚きに満ちたリアクションをしていた。

　ＲＰＧは他人と競うゲームじゃない。自分がどれだけ楽しめたかが大事だ。

　だから俺も彼女を急せかすことなく、サポートに徹して彼女の冒険を支えていく。

　そうして、気付けば最終下校を告げるチャイムが鳴り響いた。

「もうお開きだな。セーブするぞ、結朱」

「うぅ……でもこの非道な人間牧場を潰つぶさないと」
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　結朱は相当楽しんでいたらしく、まだゲームの中に未練たらたらだった。

「また明日あしたやればいいだろ」

　彼女の気持ちが痛いほど分かる俺は、苦笑しながらもそう宥なだめた。

　結朱はそれでもまだ未練ありげだったが、一つ溜め息を吐くだけで気持ちを切り替えたようで、すっきりとした笑みを浮かべる。

「ま、そっか。せっかく大和君と一緒に遊ぶものが見つかったんだもの。毎日ちょっとずつやったほうが楽しいもんね」

　うむ。それもまたＲＰＧの醍だい醐ご味みである。

　俺たちは部室の鍵かぎを閉めると、教師に見つからないようにこっそりと学校を後にした。

「じゃ、また明日ね。大和君」

　ひらひらと手を振って別れようとする結朱。

　しかし、すっかり日は沈んでいて、女の子の一人歩きをさせるにはちょっと不安な時間帯だ。

「送ってこうか？」

　そう申し出ると、結朱は俺の言葉が意外だったのか、きょとんとした様子で黙り込んだ。

「……なんだよ」

　居心地の悪さを感じて訊たずねると、結朱はからかうような上目遣いでこっちを見てきた。

「なぁに？　大和君、もしかして私ともっと一緒にいたいの？」

　一瞬、反射的に否定したくなったが、それでは話が進まない。

　今日は結朱も俺の趣味に合わせてくれたのだ。こっちも歩み寄りを見せるべきだろう。

「まあ、そうだな」

「えぁ？」

　渋々ながら肯定すると、結朱が何故か間抜けな声を上げた。

「えー……あー、うん。そっか」

　そして視線を逸らすと、そわそわしながら要領を得ない呟つぶやきを零こぼした。

　その様子を見て察するものがあった俺は、ふむと一つ頷うなずいてみせる。

「もしかしてお前、照れてんのか？」

「なんで言葉にしちゃうかな!?」

　図星だったのか、顔を赤くして睨にらんでくる結朱。

　そんな彼女の謎の初々しさに、ちょっと呆あきれてしまった。

「お前モテるんじゃなかったのか？　耐性なさすぎだろ」

「モテる男にそういうこと言われるのは慣れてるよ？　でもね、そういう人たちは大抵ダメ元っていうか……失敗してもお互いダメージないように冗談めかして言ってくれるの！　大和君は全然そういうキャラじゃないじゃん。すっごい不意打ち食らったよ」

　自分を落ち着けようというのか、何度も深呼吸をする結朱。

　そこまで動揺されるとこっちとしても申し訳なくなるな。

「すまん。単純に夜遅いから送っていこうとしただけだ」

「じゃあ最初からそう言いなよ、もう。有り難い心遣いなのに、変なダメージ受けちゃったじゃん。まったく」

　怒ってみせるが、まだ耳が赤くなっていて、全然誤魔化せていなかった。

　こいつ、ナルシストな割に防御力なさ過ぎるよね。

　いや、防御力がないからこそ、それを取り繕うためにナルシストっぽく振る舞っているのか。

　そう考えると、意外と可愛らしいお嬢さんだ。

「……なにその生温かい視線は」

　つい微笑ましい気分で結朱を見つめていると、彼女もそれに気付いたらしく仏頂面で睨み返してきた。

「いやあ、結朱ちゃんは最高に可愛いなって。さすが普段から自分で言うだけはある可愛らしさだよ」

「他意を感じるんだけど！」

　ぽこん、と俺の肩を叩たたく結朱。

　ちょっと悔しそうな姿に悪戯いたずら心をくすぐられながら、俺は彼女との帰り道を楽しんだ。







　それから数日待ったが、やはりというか小谷と桜庭の間に進展はなかった。

　友達の距離感を保って、じりじりと時間を浪費していく。

　我慢の時間帯というのだろうか、打開策がないまま時間だけが刻まれていくのは、バスケをやっていた頃にもよく感じた現象だ。

「うぅ……まさかあの人が裏切るなんて」

　すっかり二人の隠れ家となった文芸部の部室で、結朱がコントローラーを握ったまま項うな垂だれる。

　本来の目的である小谷と桜庭の関係は一切進展しない中、ゲームだけは順調に進展していた。

　今は恐らく中盤に入ったと思われるあたりで、結朱が気に入っていたダンディな傭よう兵へいが敵に寝返ったところである。

「パーティから裏切り者が出ると中盤って感じがするな」

　一方でＲＰＧ慣れしていた俺は、薄々その裏切りを予想していたので、あまりダメージはなかった。

「……そろそろ本題の二人の関係も中盤まで行ってくれると助かるんだがね」

　俺はコントローラーを置くと、休憩がてら結朱にその話を振る。

「このくらいで動くなら苦労はしないよ。まあ、待ってる身からすると焦じれるけど」

　結朱も指の関節をパキパキ鳴らしてストレッチしながら、俺の話題に乗った。

「にしても埒らちが明かない……そうだ、いっそ考え方を変えてみるのはどうだろう？」

「考え方って？」

　思いつきで喋り出す俺に、結朱が小首を傾げた。

「要はお前と小谷が揉もめないように事を収めりゃいいんだろ？　なら、無理に桜庭と小谷をくっつけなくても、小谷を他の男とくっつけりゃいいんじゃないか？」

　逆転の発想である。

　いかに小谷とはいえ、桜庭くらいのイケメンに告白するのは勇気がいるし、失敗した時のリスクも大きい。

　が、もっと手頃な男をあてがって桜庭を諦あきらめさせてやれば、全ては丸く収まるのではないか。

「まあ、理屈の上ではそうかもしれないけど……具体的に男の子のアテはあるの？　颯そう太たへの気持ちを断ち切らせるような男って、相当のレベルじゃないと難しいよ」

「よし、とりあえず俺が行こう」

「相当のレベルじゃないと難しいって言ったばっかなんだけど！　レベル１の人が魔王に挑もうとしてるようにしか見えないよ！」

　勇者よろしく名乗りを上げた俺を全力で制止する結朱。

「誰がレベル１だ。お前が俺に告白した時に言ったように、可愛い彼女が出来たことで俺のリア充レベルは上がったはず」

「その彼女を捨てて他の女に走るんだから、またレベルは下がるよ!?」

「なんだ結朱、もしかして嫉しつ妬としてるのか？」

「そう聞こえたのなら次の現国のテストは赤点だよ！」

　とまあ、冗談は置いといて。

「実際のところ、生なま瀬せあたりはどうなんだ？」

　真面目な話に戻すと、結朱は微妙な表情を浮かべた。

「んー……亜あ妃きのタイプじゃないかな。そもそも啓けい吾ごも亜妃の気持ち知ってるし、そういう目では見てないと思う」

　じゃあ難しいか……思いつきだけあって、穴だらけのアイディアだった。

「となると、現状維持が一番いいってことか。ロボバスが手に入る日は遠そうだな……」

「溜ため息吐くのやめてほしいんだけどー。結朱ちゃんの彼氏でいられる期間が延びるんだから、むしろ喜ぶところじゃない？」

「はいはい、すっげえ嬉うれしいです。今日の夕食がすき焼きだと知った時くらい嬉しい」

「基準が子供！　あんまり喜んでないよね、それ！」

　その時、結朱のスマホが着信を知らせる振動を立てる。

「あ、噂をすれば亜妃からだ」

　スマホを手に取った結朱が、ひらひらとこっちに画面を見せてくる。

「何の用だって？」

「今日の数学の宿題一緒にやらないか、だって。これは断れないね。男にかまけて友達を蔑ないがしろにする奴なんて思われたら本末転倒だし。悪いけど、今日はここでお開きにして」

　そんな結朱の言葉に、俺は思わず顔をしかめた。

「なに、大和君。そんなにゲームの続きやりたかったの？」

　俺が露骨に不機嫌になったのが分かったらしく、探るように質問をしてくる結朱。

　しかし、俺が顔をしかめた理由はそこじゃない。

「今日……数学の宿題なんかあったっけ？」

　すっかり忘れてた。ていうか半分寝てた。

　すると、結朱は呆れたように溜め息を吐き、肩を竦すくめる。

「もちろんあったよ。彼氏が赤点で補習とかかっこつかないから、ちゃんとやってきてよね。じゃ、解散」

　結朱は釘くぎを刺すように言い残すと、一人でさっさと帰っていってしまった。

　俺は突如降って湧いた課題にがっくりと項垂れつつ、ゲームを片付けてから部室を出る。

「……帰ってからやるの面倒だし、図書室でも行って片付けてくるか」

　自宅に持って帰ったら、確実にゲームの誘惑に負けると悟った俺は、学校の図書室へと歩き出す。

　図書室はちょうど俺のクラスの教室の真上である三階にあるので、部活棟からだと少し遠い。

　気け怠だるさに負けて重い足取りで歩いていると、不意に俺のクラスの教室から、話し声が聞こえてきた。

「しかし、七なな峰みねが和泉いずみと付き合うとはなあ。いまだに信じらんねえわ」

　思わず、足を止める。

「それな。つーかどっちから言い出したんだか知らないけど、和泉も思い切ったよなあ。絶対釣り合ってないの分かるじゃん、普通」

「な。七峰の奴、和泉と付き合うようになってから女子の評判もちょっと悪いしな」

「え、マジ？」

「マジマジ。付き合い悪くなったっていうし、何より男の趣味悪すぎだし」

「ま、あの陰キャが相手じゃな。さっさと別れてくんねえかなあ。そしたら俺にも可能性あるのに」

「いや、お前にはない」

「んだとコラ」

　くだらない会話に笑い声が混じる。

　それを聞きながら、俺は再び歩き出した。

　こんなふうに言われるのは、結朱にとっても俺にとっても計算のうちである。

　なんせ、あいつはリア充レベルを下げることで嫉妬の視線から逃れようとしているのだから。

「………………」

　ただ、まあ。

　小谷と桜庭の件が早く片付けば、その分だけ俺たちが付き合っている期間が短くなって、結朱のダメージが少なくなることも事実ではある。

「さて、どうするかね」

　早足で図書室に向かいながら、俺は小さく呟つぶやいた。







　結朱が待ち合わせのファーストフード店に入ると、亜妃の姿はすぐに見つかった。

　軽くウェーブのかかった亜麻色の髪と、意志の強そうなはっきりとした目鼻立ち。

　彼女の容姿は遠くからでも目立つ。

「おまたせー」

　ポテトとコーラの載ったトレーを両手で持った結朱が声を掛けると、既に宿題に取りかかっていた亜妃が顔を上げた。

「ん、悪いね。急に呼び出して」

「別にいいよー。私も亜妃と遊びたかったし」

　笑顔を作って、亜妃の前に座る。

　鞄かばんから数学のノートと教科書を出して広げると、亜妃がどこかそわそわしていることに気付いた。

「どうしたの、亜妃。どこか分からないとこでもあった？」

「んー……そういうわけじゃないけど」

　どこか歯切れの悪い亜妃。

　彼女は自分の意見をはっきり言うタイプだ。

　にも拘かかわらず、こういう態度を取るのは、とある案件が絡んだ時だけである。

「もしかして颯太も誘ったの？」

　いきなり核心に触れると、亜妃の肩がビクッと跳ねた。

「うん……まあ。部活もうすぐ終わるから来るって」

　落ち着かなそうに毛先をいじりながら肯定する亜妃。

　些さ細さいな一歩とはいえ、彼女なりになんとか関係を進展させようとしているらしい。

「そっか」

　笑顔で言いながら、結朱は自分がここに呼ばれた理由を悟った。

　要するに一対一で颯太と会うことに怖おじ気づいたから、緩衝材として呼ばれたと。

　……まあ、実は緩衝材どころか二人の関係を脅かす爆弾なのだが。

　とはいえ、結朱もそれは口にしない。

「うーす。亜妃、結朱っち」

　と、その時、背後から名前を呼ばれる。

　振り向くと、啓吾と颯太が揃そろってこっちに来ているところが見えた。

　どうやら、颯太が啓吾を誘ったらしい。

　亜妃が安あん堵どしたような、あるいは残念がるような、複雑な溜め息を吐いたのが分かった。

「やっほー、二人とも」

「遅れてごめん。もう始めてた？」

　自然に答えながら、颯太が結朱の隣に座る。

　その途端、微妙に……本当に微妙にだが、張り詰めた空気がその場に流れた。

　結朱と亜妃の隣が両方空いていたのに、あえて結朱の隣に座ると。

　些細なことだが、亜妃の身になってみれば、決して面白くないことだ。

　そして、颯太の気持ちを知っている結朱からしても、あまりいい状況じゃない。

「けど、今日は助かったな。最近、私ちょっと数学に付いていけてなくてさ。誰かに教えてもらいたいとこだったんだ」

　結朱が内心を隠して話題を振ると、亜妃の隣に座った啓吾が手を挙げた。

「あ、じゃあ俺が教えようか。これでも数学はめっちゃ得意だからな」

　ぐっと親指を立てる啓吾。

　思った通りのリアクションをしてくれた彼に安堵しつつ、結朱は笑顔で頷うなずいた。

「うん、お願い。でもこの位置からだと斜めになって見づらいね……ねえ亜妃、ちょっと席替わってもらえる？」

「あ、うん。いいけど」

　なんとか自然な流れで席替えすることに成功する。

「じゃあ、俺たちも始めようか」

　席替えに対して表面上は何の反応も見せず、数学のノートを広げる颯太。

「じゃあ結朱っち。どこが分からないか教えてくれるか？」

「えーとね、ここがちょっと」

　ちゃんと教えてくれようとする啓吾に応じる結朱。

　席替えの口実ではあったものの、コミュニケーション能力の高い啓吾の教え方は普通に上手うまく、思った以上に勉強になった。

「どう、分かった？」

「うん。すごい分かりやすかった。ありがと、啓吾」

　にこりと笑みを見せると、啓吾は照れる様子もなく頷いた。

「はっはっは。どういたしまして。どう、結朱っち。俺に惚ほれた？　和泉から乗り換える？　俺はいつでも歓迎だけど」

　冗談めいた口調で好意を伝えてくる啓吾。

　それに対して、結朱は肩を竦めて答えた。

「残念だけど、私は大和君一筋なので」

　すっぱりと断ると、啓吾は肩を落とした。

「うぅ……無念。でもうまくいかなくなったらいつでも言ってね。俺、すぐに駆けつけるから」

　わざとらしく項うな垂だれる啓吾の言葉に結朱も笑う。

「でも、今更だけど結朱が和泉の奴と付き合うとか意外だったわ。結朱、ああいうのがタイプだったわけ？」

　二人の会話に興味を引かれたのか、亜妃が教科書から顔を上げて話に入ってきた。

「あはは……自分でも意外だったけどね。なんか好きになっちゃったんだよ」

　話の流れがちょうどいい方向に向かったので、少し惚のろ気けてみる。

　いかに結朱と大和の仲が良いのかアピールするのは、二人の目的のためにも重要だ。

「確かに和泉と付き合うのは意外だったな。図書室で仲良くなったんだっけ？」

　無口になるのも不自然と思ったのだろうか、あまり好ましい話題じゃないだろうに、颯太も話に入ってくる。

　顔を見ても、彼の内心は分からない。

　元々、偶然話を聞いてしまうまで、人の気持ちに敏さとい結朱ですら颯太の好意に気付かなかったのだ。彼のポーカーフェイスは完かん璧ぺきである。

「まあ、そんな感じ。本当に話していたらなんとなく気が合って……ってノリでさ」

　無難に答えたつもりだったが、そこで啓吾が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「話……普段二人でなんの話してんの？　和泉、超無口じゃん。一回喋しやべってみたけど、全然会話続かなかったし」

　ぶつ切りの会話で啓吾を拒絶する大和の姿が、結朱の脳裏に浮かんだ。

　それに思わず苦笑しながら、問いかけに答える。

「趣味の話とか色々かな。別に大和君は無口じゃないよ、二人の時はよく喋ってくれるし」

　そう。陰キャを自称する割に、大和は人見知りもしないし普通に会話が成立する。

　普段、教室で無口なのは、単純に好きでもない相手と話すことに楽しみを見み出いださず、ただただ面倒だと思っているからなのだろう。

　結朱が教室や今のこの場のように、友達と過ごす時間に大和を加えようとしないのは、それが彼にとって苦痛なのを理解しているからだ。

　そこを間違えてしまえば、妙に心ここ地ち好よい彼との関係は破は綻たんするだろう。

「へー、そうなのか。なんだ俺が心開かれてねえのかよ。半年も経ってるのに微妙にショックだわ」

　大おお袈げ裟さに胸を押さえてみせる啓吾。

　彼のようにフレンドリーな人間には、なかなか理解が難しい距離の取り方なのだろう。

「あはは、そんな気にしなくていいって。大和君は誰に対してもそういう感じだから。もったいないと思うけど」

　そう、本当にもったいない。

　第一印象とタイミング。これをミスしなければ、よほど性格がおかしくない限り友達は普通にできる。

　たとえば、新学年になって最初の昼休み。

　ここで一緒に昼食を摂とった人間は、自然とそのまま仲良くなるケースが多い。

　誰かと仲良くなりたいという目的を持つ人間が一番多く、友達になるのに一番簡単な時期なのだから、そこに名乗りを上げるだけで自然と友達はできる。

　結朱たちのグループも、そのタイミングで知り合い、仲良くなって自然と固定された。

　そういう、逃してはいけないタイミングを知っているか知らないかで、友達を作る難易度は大きく変わる。

「本当に、話してみると楽しい人だよ。まあ、私としては競争率が低いほうが安心するから助かるけど」

　メジャーリーガーでも打席に立たなければヒットを打てないように、どれほど性格がよくても友達を作るのに適した場面を逃してしまえば、友達を作ることは難しいのだ。

　結朱はそういう努力をすることが苦にならない人間だし、同じようにそういう努力をする人間のほうが好きだ。

　それは、言い換えれば人に好かれるための努力だから。

　その努力をちゃんとしている人間と、していない人間では、絶対に前者のほうが一緒にいて楽しいし、ストレスもない。

　──なのに、どうしてそんな努力を欠片かけらもしていない大和と一緒にいることを楽しいと思い始めているのか、自分でも不思議である。

「とにかく、みんなには分からない魅力があるんだよ、大和君には。とりあえずそれだけは知っておいてください」

「……そっか」

　結朱がうまく惚のろ気けられたからか、颯太のポーカーフェイスが一瞬だけ揺らいだ。

　酷な話だが、結朱としては颯太の気持ちに応えるわけにはいかない。

　仮にそうなれば亜妃との関係は完全に崩壊し、この居心地のいいグループは完全に崩壊する。

　正直、告白されるだけでもかなりのリスクなため、可能な限り避けたい。

　……まったく、どうしてこんな面倒なことになってしまったのか。

　誰一人として仲の悪い人はおらず、みんなこの四人でいることが好きで、誰もが仲間のことを大事に思っているのに。

　なのに、どうしてこのグループは崩壊しかけているのだろう？

　いつから、この四人はバラバラの方向を向いていたのだろう？

「………………」

　それでも──と結朱は思うのだ。

　自分が頑張ることで、この居場所を守れるのなら、それに越したことはないのだと。







　翌日、揃って教室を出て文芸部の部室にやってくると、ゲームを起動するより先に俺は本題を切り出すことにした。

「なあ、桜庭と小谷のことだけど」

「わ。大和君がゲームの準備より先にその話を始めるなんて珍しい」

　結朱がパイプ椅子を用意しながら、驚いたようにこっちを見てくる。

　普段はＲＰＧ第一な俺の異変に首を傾げながらも、話を邪魔する気はないのか、ちょこんと椅子に座って聞く姿勢を作った。

　俺も彼女の対面に座ると、話の続きを口にする。

「やっぱり、このままじゃ埒らちが明かないと思うんだよな。そろそろこっちで背中を押さないか？」

　そう提案すると、結朱は少し戸惑いを見せた。

「え、昨日は現状維持が一番いいって言ってたのに、急にどうしたの？」

　当然予想していた問いに、俺も表情を変えずに答える。

「あの後、色々と考えてな。変にだらだら引き延ばして関係が固定されると、逆に告白しづらくなるかもしれないし、早めに動いたほうがいいんじゃないかってさ」

　俺の答えに、まだ結朱は釈然としないようだったが、それでもちゃんと考えてくれる。

「うーん……まあ確かに、そろそろ何か仕掛けたほうがいいかもね。昨日一緒に宿題した時、亜妃もちょっときっかけを欲しがってるようだったし、一度背中を押してあげれば告白までいけるかもしれない」

　意外にすんなり同意が得られて、俺もほっとした。

「で、問題はどうやって背中を押すかだけど──」

　具体的な方策について話を進めると、結朱は途端に渋い顔に変わった。

「うーん……それが難しくて。あの二人、一対一で出かけたこととかないし。遊びに行く時も、必ず他に何人か付いてくるから」

「じゃあ、まずはデートまで持っていくところからだな」

　話をまとめようとすると、そこで結朱は何かを思い出したようにぽんと手を叩たたいた。

「それならいいものがあるよ。じゃん！」

　そう言って結朱が自慢げに鞄かばんから取り出したのは……遊園地のペアチケットだった。

「ふっふっふ。この間、新聞屋が洗剤と一緒に何枚か持ってきたのです。どう？　これをプレゼントすれば、二人でデート行くんじゃない？」

「口実としてはちょうどいいかもしれんな。ただ、問題が一つある」

　きょとんとする結朱に、俺は自分のことを指差してみせる。

「そんなデートにうってつけなものがあるのに、彼氏を誘わずに人に譲る理由がない」

「むぅ……言われてみれば」

　盲点だったと言わんばかりに唸うなる結朱。

「じゃあ彼氏が観覧車恐怖症で、遊園地に入ろうとすると蕁じん麻ま疹しんが出るっていうのは？」

「俺に変な設定背負わせるのやめてくれませんかね。そんな特殊なキャラ付けで学校生活送る自信ないわ」

　不思議ちゃんアイドルかと思うほど謎のキャラ設定を付けられかけ、すっぱり却下する。

「んー……じゃあ、どうしようかなあ」

　結朱は腕組みしてしばらく考え込んでから、やがて良い案が閃ひらめいたのか、電気が点ついたようにパッと表情を明るくした。

「そうだ！　なら、先に私たちがここでデートするっていうのはどう？」

「……俺たちが？」

　聞き返すと、結朱は自信ありげにこくりと頷うなずく。

「うん。私と大和君が二人でこの遊園地に行って、その写真を亜妃に見せる。そして『まだチケット余ってるから颯太と二人で行きなよ。私たちは一回行って満足したから』って言って渡す……どう？　自然じゃない？」

「なるほど」

　その流れなら、確かに小谷も受け取りやすいし誘いやすいかもしれない。

「よし。そうと決まれば今度の日曜日にまたデートだよ！　前のデートで百点満点中十点を叩き出した大和君！　挽ばん回かいのチャンスだからね！」

「いや別にお前を楽しませる必要性はないんだけど……」

「あるよ！　仮にもデートなんだから！」

　力強く断言する結朱。

「……まあ、努力はします」

　あえてつまらなくする理由もないので、承諾することに。

　そんな俺の言葉に満足したのか、結朱は楽しげに頷いてみせた。

「うん。期待してるよ？　自慢の彼氏なんだから」

「自慢にならない男だから彼氏に選んだんじゃなかったかね」

　いつも通り矛盾した結朱の言葉に溜ため息を吐きつつ、俺はようやくゲームの準備を始めるのだった。







　そうして迎えた次の日曜。

　前のデートでは不覚にも緊張した俺だが、さすがに二度目ともなるとそうはならず、時間前に待ち合わせ場所である駅に辿たどり着きつつも、きっちり平常心を保てていた。我ながら成長著しい男である。

「お待たせー」

　スマホを見ながら待っていると、すぐに結朱もやってきた。

　今日は遊園地を歩き回ると分かっているからか、前回と違ってパーカーとショートパンツ、スニーカーという動きやすい格好をしている。

「ああ。意外と早かったな」

「まあね」

　何気なく応じると、結朱はじっとこっちを見つめてくる。

　言いたいことを理解した俺は、渋々ながら応じることに。

「……今日の服もとても可愛いですね」

「よし、十点加点です」

　満足げに頷く結朱。

「そうかい。そりゃよかったです」

　ちょっと照れくさくなった俺は、駅構内に向かって歩き出した。

　ホームに入ると同時に滑り込んできた特急電車に乗り込み、目的地を目指す。

　ここから、だいたい三十分くらい電車で揺られれば遊園地である。そこまでのんびり行けばいいや……と思っていたのが、そううまくもいかないのが世の中というものだ。

「なんか……混んできたね」

　俺の隣に立った結朱が、居心地悪そうに周囲を見回す。

　通勤ラッシュ時ほどではないが、日曜ともなると俺たちと同じように出かける人たちが多いらしく、意外と電車の中は息苦しい人口密度をしていた。

　更に次の駅で停まると、もっと多くの人が乗り込んでくる。

「きゃっ」

「うわっ」

　当然のように背中を押され、俺と結朱はピタリと密着してしまう。

　離れようとするが、電車の揺れと背中から掛かってくる他の乗客の圧力のせいで、全く身動きが取れない。

　俺とドアの間で、結朱をサンドイッチするような形になってしまっていた。

「……っ」

「う……」

　一瞬、教室で押し倒された時のことを思い出してしまい、ちょっとドキッとする。

　結朱も同じことを考えているのか、俯うつむいたまま硬直していた。

　今日はずっと二人きりなのに、朝からいきなり気まずいスタートは勘弁願いたい……ていうか、こいつめっちゃいい匂いするしもう！

「よっ……と」

　俺はドアに両手を突き、無理やり結朱との間に空間を作った。

　すると、彼女もそれで落ち着いたのか、ほっとしたように息を吐く。

「ありがと。十点加点です」

「また腰抜かされても困るからな」

「……五十点減点です」

　余計なことを言って採点を辛くされる俺であった。

　そういった小さなトラブルはあったものの、しばらく電車に揺られた末に、俺たちは無事に目的地へと辿り着くことができた。

　電車の中が苦しかったせいか、外に出ると一気に解放感に包まれる。

「いやー、やっぱり外はいいね。出所した気分だよ」

　結朱もぐっと伸びをして、電車から解き放たれた喜びを全身で表していた。

　そうして少し歩き、遊園地の入り口が一番よく見えるところを見つけると、一つ頷いてからスマホを取り出す。

「よし、大和君。ここでひとまず一枚写真撮っておこうか」

「そうだな」

　今日は遊ぶことよりも、小谷の説得材料を集めることがメインだ。

　この写真撮影は疎おろそかにできない。

「っと、このくらいかな？」

　結朱は俺の隣に並ぶと、自撮りするためにスマホを掲げる。

「じゃあいくよ。人体における腎じん臓ぞうの数はー？」

「え、２？」

　パシャッ。

「よし撮れた」

「１＋１は？　とかでよかったんじゃないですかね！」

　謎センスな掛け声のせいで、写真を撮る瞬間にすごい動揺が走ったわ。

「む。大和君、すごい顔引き攣つってるんだけど。もしかして写真撮られ慣れてない？」

「明らかに違うとこに原因があっただろ！」

　結朱は写真の出来が気に入らなかったのか、スマホの画面を見て顔をしかめていた。

「うーん……大和君の表情のせいもあるけど、なんかいまいちぎこちないなあ。付き合ってる感が出ないというかなんというか」

「周りを参考にしてみたらいいんじゃないか？」

　首を捻ひねって画面を凝視している結朱に、俺は近くにいたカップルらしき二人組を指差す。

　彼らも俺たちと同じように写真撮影に挑んでいるが、偽物カップルの俺たちと違って、離れたところからでも仲なか睦むつまじいオーラが滲にじみ出ていた。

　そんな彼らの写真撮影と、俺たちがさっき撮った写真を見比べてみる。

　すると、一つ明確な差が見つかった。

「腕を組んでるね、あの二人」

　結朱も俺と同じところに気付いたらしく、静かに呟つぶやいていた。

　そう、周りのカップルはみんな俺たちと違い、密着に対する抵抗がないのである。

　腕を組んだり、頬と頬をくっつけたりと、遊園地の解放感のままにいちゃつきっぷりを迸ほとばしらせていた。

　一方、俺たちの写真はというと。

「……フレームに収まるギリギリまで距離を開けて、なるべくくっつくのを避けてる。これじゃあカップルとは呼べないな」

　俺の意見に、結朱もこくりと頷く。

「これを亜妃に見せても、不審な目で見られるだけだね……」

　写真の出来を二人揃そろってじっと見たまま、沈黙の時間を送る。

　やるべきことは二人とも分かっているのだが、踏ん切りがつかないというか。

　どっちが切り出すのか牽けん制せいするような間が場に満ちていた。

「……えと、とりあえずもうちょいくっついてみるか？」

　女子のほうからは言いづらいだろうと、勇気を絞り出して提案してみる。

　これで断られたらその時点で心が折れるところだったが、幸いにも結朱は理解を示してくれたようで、静かに頷いた。

「ちょ、ちょっとだけだよ？　くっついたからって色々と心を許したわけじゃないからね？」

「んな釘くぎ刺さなくても分かってるよ」

　自分の緊張を誤魔化そうとして、少しぶっきらぼうになってしまった。

　そうしてお互い覚悟を決めるための間を空けてから、ぐっと相手を見つめる。

「い、いくよ」

「お、おう」

　結朱は錆さびたブリキ人形のようなぎこちない動作で、俺の腕に自分の腕を絡めてくる。

　──ふにっ。

　自然と、結朱の胸が俺の腕に当たる形になる。

　いやもうめちゃくちゃ柔らかいし、やっぱり大きい。こう、腕が包まれるというか。

　結朱のほうを見る勇気はないが、多分彼女もこの状態に気付いている。だって自分の胸だし。

　恥ずかしいし、くらくらするが、だからと言ってここで硬直はしていられない。

　俺もなるべく結朱の頬に自分の頬を寄せ、無理やり笑みを浮かべてみせた。

「腎臓」

「２」

　パシャッ。

　極限まで短縮された掛け声に従い、オートマティックに撮影を終了する。

　そしてすぐにお互い一歩分、相手から遠ざかった。

　沈黙。

　気まずい。あまりにも気まずい。

　羞しゆう恥ちとか緊張とかが爆発寸前で、何を言ったらいいのか分からない。

　というか、何を言っても失敗な気がする。

　そうして少しの間、沈黙が流れた後──

「俺、そういや遊園地なんて久しぶりだな！」

「そうなの？　まあ誘う友達いなそうだもんね！　大和君は！」

「大きなお世話だ！」

　──お互い、この数十秒間の記憶をなかったことにした。

　素に戻らないよう、なるべくテンションを上げて遊園地に入っていく。

　傍はた目めからは、遊園地を楽しみすぎて大はしゃぎなカップルに見えているだろう。そういう意味では場所に助けられた。

　入園してある程度落ち着くまで歩くと、ようやく元の二人に戻ってくる。

「とりあえず各アトラクションを背景にしている写真がノルマかな」

「それとマスコットと一緒のも欲しいね」

　じゃあ、その辺をさっさと済ませてしまおう。

　周囲を見ると、遊園地の看板アトラクションであるジェットコースターが目に入った。

「あのでかくて分かりやすいやつから行くか」

「あーい」

　軽い調子で頷うなずく結朱を連れて、ジェットコースターが一番よく見える位置に移動する。

　が、写真を撮る段階になると、再び俺たちの間に微妙な緊張感が漂い始めた。

「……何も全部の写真で一緒に写る必要はないと思わないか？」

「同意します」

　一瞬で意思疎通を完了する二人。もしや俺コミュ力高いのでは？　と勘違いするほどのスムーズさだった。

「よし、撮るぞー」

「可愛く撮ってね？」

「大丈夫大丈夫。どう撮っても結朱は可愛いから」

　結朱の注文を雑に受け流しながら、彼女のスマホを借りてシャッターボタンを押す。

　俺も写真を撮り慣れているほうではないが、結朱は自分が可愛く写るコツをしっかり掴つかんでいるらしく、意外と様になっている写真が撮れた。

「ほい、ＯＫ」

「見せて見せて」

　自分の写り方が気になるのか、俺からスマホを返されるなりチェックを始める結朱。

　そうして全ての写真を見終わったところで、満足そうに頷いた。

「うむ。確かにどう撮っても私は可愛い」

「そーだな。それより次のアトラクションはどれにするかね」

　俺は結朱の妄言を軽く受け流しつつ、次なるターゲットを求めて歩き出そうとする。

　が、服の裾すそを不満そうな結朱に掴まれてしまい、立ち止まった。

「えー、せっかくだから乗っていこうよ。うん、写真撮ったアトラクションは全部遊ぶ縛りでデートしましょう」

「まあ、いいけど」

　楽しんでいる結朱に水をさすのも無粋かと思い、その提案を了承した。

　──それが地獄の始まりとも知らずに。







　そして数十分後。

　遊園地の片隅に設置されたベンチで、俺は空気の抜けた風船のようにぐったりと項うな垂だれていた。

「もー。情けないなあ、ジェットコースター乗ったくらいで。ほら、お茶買ってきたから飲みな」

　自販機で飲み物を買ってきた結朱が、俺の頬にペットボトルの冷たいお茶をぐりぐりと押しつけながら溜ため息を吐く。

　俺はそのお茶を受け取りながらも、彼女に感謝ではなく抗議の視線をぶつけた。

「……あのな。いくらなんでも六回連続でジェットコースターに乗ったら、大抵の人間はこうなるぞ」

　まさか結朱がここまでの絶叫マシン好きとは思わなかった。

　もはや終盤は怖いを通り越して、乗り物酔いの気持ち悪さのほうが強かったよね。

　俺の抗議に、結朱は申し訳なさそうな照れ笑いを浮かべた。

「あはは。いやあ他の友達と遊びに行く時は、さすがに気を遣ってこんなことはできないからさ。せっかくのチャンスだし、思いっきりはしゃいでやろうって思ったら……つい」

「俺にも気を遣えよ」

　冷たいお茶を飲みながら注文するが、結朱はまるで聞いていないように肩を竦すくめた。

「何を言うんです。一緒にいても気を遣わなくていいところが大和君の最大の長所じゃないですか。ほら、ナチュラルに人付き合いが悪いから、多少機嫌を損ねても態度が変わらないじゃん？　それはね、とてもすごいことだよ」

「それ、俺になら嫌われても別にダメージないから、気を遣う意味がないって言ってるように聞こえるんだけど」

「まあ、端的に言えば」

　さらっと肯定する結朱。腹が立つ女である。

「……ふん、まあいいや。別に俺も今更ご機嫌伺いしてほしいわけじゃねえし」

　元々、お互いに相手のことをどうでもいいと思っているからこそ、こうして偽カップルとして成立しているのだ。このくらいは受け入れて然しかるべきだろう。

　俺がそう納得していると、何がおかしいのか結朱は楽しそうに俺の頬をつっついてきた。

「ほら、そういうところだよ。こんなの他の友達には怖くて言えないもん。なので、一緒にいてとても楽です。洋服でいうならジャージだよね」

「楽な代わりにファッション性皆無じゃねえか」

　近くのコンビニに行くくらいならいいけど、知らない人に見せるのはちょっと恥ずかしいみたいな普段着。

　言い得て妙なほど俺の立ち位置だった。ジャージ系男子という新ジャンルを開拓してしまったかもしれない。

「まあまあ。それより、そろそろ回復した？　一日は長いようで短いんだし、色んなところに行かないと！」

　結朱はぴょこんとベンチから立ち上がると、子供のようにわくわくした様子で俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　そんな顔をされてしまったら、こっちも悠長に休んではいられない。

　ペットボトルのキャップを締めてから立ち上がると、彼女の隣に並んだ。

「よっしゃ。じゃあ次は定番のお化け屋敷だな」

　俺が近くにあったアトラクションを指差して告げると、結朱の顔が引き攣つった。

「えー……うーん。いや、それは飛ばさない？」

　歯切れの悪い結朱の態度に、俺は首を傾げる。

「なんでだ？　デートの定番みたいなアトラクションだし、避けて通るのは不自然だろ。ただでさえちぐはぐなカップルなんだから、王道は一通り押さえておかないと」

　完かん璧ぺきな正論で答えると、結朱は反論しづらいように目を泳がせながら、小さく呻うめいた。

「いやまあそうなんだけど……そうなんだけどさ。ほら、お化け屋敷って外観だとそんな見栄えよくないし、中で写真撮るわけにもいかないから、写真撮る意味がないっていうか」

「別にＳＮＳに上げるわけでもないんだし、見栄えなんて気にする必要ないだろ。小谷にデートを楽しんだって証拠を見せるだけなんだから」

　考えれば考えるほど、お化け屋敷を避ける理由はないというのに、何故かごねる結朱。不思議だ。

「う……それは、うん。けどほら、時間に限りもあるし、もっと楽しそうなスポットを優先するほうがね？」

「おいおい。ジェットコースターに六回連続で乗った奴が時間を気にするとか今更すぎないか？　どう言おうと、絶対お化け屋敷には入るからな」

「いやそのあの、う……えと」

　俺が笑顔で宣告すると、結朱の挙動不審はさらに露骨になった。いやあ、ほんっっっとうに不思議だなあ。

「俺、昔からお化け屋敷が好きでさあ──写真撮影ついでに六回くらい入ろうか」

　言いながら、結朱の腕を掴んで無理やり引っ張っていく。

「ごめん！　ほんとごめん！　ジェットコースターの件は謝るから！　完璧に気付いてると思うけどあえて言うね！　私、ホラー駄目なの！　せめて一回にしてください！」

「あはは、何言ってるんだよ。可愛くて成績もよくて運動もできて友達も多い完璧な結朱ちゃんに、苦手なものなどあるはずないじゃないか」

　まったく不思議なこと言うなあ、僕の彼女は。

「やーだー！　たーすーけーてー！」

　結朱の悲鳴は、賑にぎやかな遊園地の騒音にかき消された。







　──それから数時間後。

　お互いに苦手なアトラクションを押しつけ合い続けるという、戦争のような遊園地体験をした俺たちは、夕方になってからようやく休戦協定を結び、どちらも嫌いじゃないという観覧車に乗ることにした。

「…………疲れた」

「…………うん」

　誰も見ていない密室で、向かい合わせに座るという甘酸っぱい青春シチュなのに、俺たちの間には色気のようなものは一切なく、ただただ凄すさまじい疲労感と脱力感だけが満ち満ちていた。

「なあ結朱。一つ気付いたことがあるんだが」

「……なに？」

　結朱は背もたれに寄りかかったまま、億おつ劫くうそうに応じる。

　そんな彼女に、俺は今日一日を通して分かった驚きよう愕がくの事実を告げた。

「俺たち、デート下手じゃね？」

「…………確かに。ていうか、カップルが行う行動全般が下手だよね」

　今更ながら、とんでもなく致命的な部分に気付いてしまう俺たちだった。

　リア充と陰キャの組み合わせに違和感があるとか、そもそも接点なかったから不自然とかそれ以前の問題として、カップルとしての行動が下手すぎるとは。

　やはりというか、俺たちに恋愛は向いていないのかもしれない。

「なあ結朱」

「なに？」

　彼女のほうを見て再び名前を呼ぶと、今度はさっきより少しだけ居住まいを正して答えてくれた。

「今日は一日俺のために使ってよかったのか？　写真を撮るだけだったら午前中だけで用件も済んだし、午後から友達と遊びに行けただろ」

「急にどうしたのさ」

　俺の切り出した話題に、結朱は少し困惑した様子だった。

　けど、これは俺の中にずっとあった気持ちである。

「いや、本物のカップルじゃあるまいし、俺と一緒にいるのが本意ってわけじゃないだろ。ただでさえ評判の悪い彼氏のせいでお前の価値……っていうか、評価も下がってるんだから、友人関係を大事にしたほうがいいんじゃないかと思ってな」

「……ふむ」

　結朱は俺の言葉を推し量るように、じっとこっちの目を見つめてくる。

　それに居心地の悪さを感じた俺が目を逸らすと、それで何事かを納得したかのように小さく頷うなずいた。

「なに、大和君。もしかして私と付き合っていることに対して、誰かに何か言われた？」

「いや、そういうわけじゃ……別に世間話する相手もいないし」

「じゃあ、陰口を聞いたんだね。私と大和君じゃ釣り合わない、みたいな」

　僅わずかな会話だけで真実に辿たどり着く結朱のコミュ力に圧倒され、思わず黙り込む。

　と、その沈黙が答え合わせになってしまったのか、結朱は納得したような表情をすると、何故かからかうように笑った。

「まったく、そんな陰口を真に受けるなんて大和君は可愛いなあ。ピュアだね」

「うるせ」

　恥ずかしくなった俺は、窓の外に顔を向ける。

「そう照れなくていいよ。よしよし、辛かったね。ほらこっちおいで、お姉さんが頭撫なでてあげるから」

「同級生だろうが」

　ふざけた様子で手招きしてくる結朱を睨にらむ。腹立たしい。

　すると結朱は自重する気になったのか、少しテンションを落として言葉を紡いだ。

「大和君は友情というものが何で出来ているかご存じ？」

「さあな。生あい憎にくとここしばらくご無ぶ沙さ汰たな代物でね」

　そんなものが分かっていたら、俺はもっと上手に人間関係をこなしていただろう。

　まあ、それが楽しいかどうかは別として、だが。

「いい、大和君。友情というものはね？　共犯者意識と価値観の共有で出来ているんだよ」

　思いのほか黒い答えが返ってきて、少し驚いた。

　ついマジマジと結朱の顔を見てしまうが、彼女は冗談を言っているふうでもなく、静かに自分の言葉を続ける。

「人間っていうのはね、自分の醜い部分をお互いに晒さらし合うことで相手を信用するんだよ。『ここまで汚いところを見せてくれる奴なら自分を裏切らないに決まってる。弱みを握られた以上は裏切れない』って、お互いがそう思うことで信頼関係を成立させてるの」

「………………」

　結朱の言葉は今まで俺が考えていなかったことで、だけど不思議と説得力があった。

「陰口を言うのだってそう。お互いに同じ相手を嫌いになることで、価値観を共有してるんだよ。『私はあなたと同じ相手を嫌っている仲間です』ってアピールするために」

　普段、明るく気遣いができて、友達も多い結朱だからこそ、その言葉は重い。

「だから、今回大和君が叩たたかれたのも、きっとそういう手段に使われたんだよ。まあ、中には本当に大和君を嫌っている人もいたのかもしれないけども」

　結朱は冗談めかしたようにそう告げてから、俺を慰めるように優しい微笑を浮かべた。

「その周りで同意している人は、コミュニケーションの手段として頷いているだけ。まあ、話しているうちに本当に嫌いだと思い込んでしまうってこともあるから怖いものなんだけど。でもまあ、どちらにせよ、そんなに真に受けるほど価値のある言葉じゃないよ」

　結朱の言葉は重くて、黒くて、粘つくような醜さを感じる事実だったが──不思議と、心が軽くなった。

「……そんなことを理解しながら必死に人間関係を維持してるとか、お前は変わり者だな」

　さっきまでより少し明るい口調で告げると、結朱はいつものように胸を張った。

「まあね。人間関係を続けるコツは、相手に完璧を求めないことだよ。だって私のように完璧な人間なんて世の中にほとんどいないもの。相手の不完全なところを見たくらいで呆あきれてたらキリがないし」

「器でかいな、お前」

　素直に感心していると図に乗ったのか、結朱はもっと機嫌よさそうになる。

「ふふん、当然でしょ。でなきゃ大和君みたいなぼっち陰キャの彼女なんてやってられないからね。今日のデートなんかまた百点満点中十点だし？　お化け屋敷一回入るごとに十点減点されていったことを後悔するがいいさ」

「なんだ、まだ十点残ってんのか。せっかくだし綺き麗れいに零点にするために最後にもう一回くらいお化け屋敷入っておくか」

「はい、今の発言で綺麗に零点になりました！　よって二度と入らなくていいです！　以上！」

　お互いに火花を散らす睨み合いをしてから、馬鹿らしくなって同時に噴き出した。

「あはは！　もー最低のデートなんですけど！　大和君エスコート下手すぎ！」

「くっ……ははっ！　どっかの誰かがジェットコースターではしゃいだのが引き金だろ！　ったく、写真撮影がこんなに大変になるとは思いもしなかったわ」

　俺がそう答えると、結朱は何かを思い出したように手を叩き、バッグからスマホを取り出した。

「そういえば、観覧車の写真も撮らなきゃね」

「あー、忘れてたな」

　まあ、観覧車は中から撮ったほうが自然と言えば自然だから問題ないが。

　結朱は立ち上がると、少し揺れる足場に気を付けながら俺の隣に移動してきた。

　そして二人が画面に入るようスマホを構え、自撮りの体勢になる。

「はい、撮るよー」

「おう」

　自然と絡む腕と腕。

　最初はやたら緊張したものだが、一日掛けてお互いに慣れたらしく、もうぎこちなさは残っていない。

　ただ、一瞬だけ本物のカップルになったかのような楽しさだけを秘めて、俺はシャッター音を鳴らすスマホに笑顔を向けたのだった。
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　翌日の月曜日。

　移動教室の帰りの廊下で、俺は小谷と結朱が二人してスマホを覗のぞいている場面に出くわした。

「へー……こんなアトラクションあるんだ。あれ、なんかこの写真の結朱、涙目じゃない？」

「そ、それはお化け屋敷の後で」

　教室に帰る生徒の群れから遅れ、のんびりと歩く二人の後ろ姿を、俺は少し離れた位置で観察する。

「それでね？　そこのチケットがまだ余ってるから、亜妃にあげようと思って。颯太と一緒に行ったらきっと楽しいよ」

「は、はあ？　いきなり何？」

　目に見えて動揺する小谷。

　しかし、結朱はぐいぐい押して、友人の手に無理やりチケットを握らせる。

「大丈夫！　勇気出して！　みんなで遊ぶのなら何度だってやってるんだから、二人きりで遊ぶのくらい問題ないよ！」

「う……で、でも」

　もじもじする小谷。なんか新鮮で可愛いな。

「颯太が部活休みの日だって限られてるんだから、勇気出さないと！　ね？」

　優しく諭す結朱の言葉で覚悟が決まったのか、小谷は顔を赤くしながらも小さく頷いた。

「わ……分かった。頑張ってみる。ありがと、結朱」

「よし、善は急げだよ！　早速颯太のところに行かなきゃ！」

「う、うん」

　結朱がぐいっと背中を押すと、小谷はチケットを握り締めたまま、小走りで教室へ向かっていった。

「ふー……なんとか渡せたね。けど、うまくいってくれるかな？」

　そうして、結朱はくるりとこっちに振り返って話しかけてくる。

　静かにしていたつもりだったが、気付かれていたらしい。

「ま、大丈夫だろ」

　俺が楽観的な意見を述べると、結朱は不思議そうに小首を傾げた。

「ほう、どうしてそう思うのさ」

「さっきの小谷、かなり可愛かったからな。元々見た目もいいのに、あんなギャップまで持ってるなら、大抵の男は落ちるさ」

　うんうんと尤もつともらしく頷うなずいてみせると、途端に結朱がじとっとした目を向けてきた。

「……へえ、それは大和君も？」

「かもな。桜庭は幸せ者だよ」

「とうっ！」

　素直に認めると、次の瞬間、結朱は俺の脇腹の敏感なところをつまんできた。

「ふほぉ!?　な、なんだ急に！」

　謎の奇襲に驚く俺を、何故か結朱は頬を膨らませて睨んできた。

「『なんだ急に』じゃないよ！　なに彼女に対して他の女の魅力をこれでもかと語ってくれてるのさ！　今のは『……へえ、それこの言葉を否定しは大和君もて私を安心させろ？』ってルビ振ってある言葉だからね！　副音声だからね！　ちゃんと空気読みなさいよ！」

　えー……結朱が不安そうだったから、励ますつもりで言った善意百パーセントの言葉だったのに。

　まあ、人目があるところでは取り繕うという約束を忘れて、素の感想を漏らした俺に落ち度があるのは否めないけども。

　が、それにしても、

「女心難しすぎない……？」

「まだ初級編なんだけど！　はい、ともあれやり直し！」

　コホンと咳せき払ばらいをすると、結朱はさっきより五割増しで鋭い視線で俺を射い貫ぬいてきた。

「……へえ、それは大和君も？」

　あ、本当にやり直しやがった。

「俺には世界一可愛い彼女がいるので、他の子には興味ないです」

　棒読みで模範解答を口にすると、それでも満足したのか、結朱は機嫌を直したように首肯した。

「はい、合格！　次からは補習のテストはないので気を付けてください！」

「……はい、先生」

　何故か急に始まった女心講座に困惑しつつも、俺は結朱とともに教室へ帰るのだった。
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「むぅ……このピンクの子可愛いなあ。ねえ、私の操作キャラこの子にしていい？」

　いつも通りの放課後。

　すっかり慣れ親しんだ文芸部部室への侵入を果たした俺たちは、普段通りＲロールＰプレイングＧゲームの続きをコツコツと続けていた。

「いいけど、それだとパーティのバランス変わるなあ。俺も操作キャラ替えるか」

　ピンク髪のロリ木こりを操作キャラにする結ゆ朱ずを見て、俺も操作キャラを女エルフの魔法使いへと替える。

　今まではパーティバランスや操作キャラも自分中心で考えていたのに、結朱とプレイするようになってから、すっかり彼女のやり方に合わせる癖が付いた。

　結朱もすっかり操作に慣れたのか、戦闘も探索も中級者レベルに達している。

「もうだいぶ進んだね。あとどれくらいかな？」

「ディスクも二枚目に入ってるし、まあ長くて来週末？」

　このシリーズの他作品のボリュームを参考に見当を付けると、結朱は何故か困ったような顔をした。

「来週末かあ……」

「なんだ、何か問題あるのか？」

　訊たずねると、彼女は軽く首を横に振ってから、それでも困ったような表情を崩さなかった。

「このゲームに関してはないよ。ただ、ちょっと他の部分での問題がね……ほら、例の」

　曖あい昧まいに誤魔化した結朱の言葉でも、意味はちゃんと伝わってきた。

「小こ谷たにと桜さくら庭ばか？」

　その確認に、結朱は項うな垂だれるように頷いた。

「うん。実は亜あ妃き、まだ颯そう太たのことデートに誘えてないの」

「……え、あれからもう一週間経つぞ」

　結朱が小谷にチケットを渡したのは先週の月曜日。

　そして今はその翌週の火曜日である。一週間どころか八日経っている。

　なのに、渡せていないというのは、いったいどういうことか。

「亜妃の奥手っぷりを侮っていた……っていうのもあるけど、颯太がなかなか一人にならなくてさ。ほら、基本的に部活で忙しいし、そうでなくても人に囲まれてるし」

　なるほど。小谷の奥手っぷりから考えると、わざわざ桜庭を呼び出すというのも難しそうだし、自然に二人きりになるタイミングを探してるけど、一向にその時が訪れないと。

「部活があるから、颯太の休みは限られてる。このまま誘えないと、ずるずるこの関係が続くことになっちゃう」

　そうなればなるほど俺と結朱の関係も長引き、ロボバスが手に入る日が遠のく。

　ぬう……なんとしても避けたい事態だ。

「あんだけ美人なんだから、思い切ってどーんと誘っちまえばいいのにな。断られるわけないだろうに」

　見た目もいいし、クラスへの影響力も大きい女なんだから、結朱くらいの自信を……それは言い過ぎだな。結朱の十分の一くらいの自信を持てばいいのに。

「それができたら苦労しないもんなんですー。大和やまと君は本当に女心が分からないね」

　俺の台詞せりふが投げやりに聞こえたからか、途端に不機嫌そうになる結朱。

「ＲＰＧだって、自分よりレベルの高い相手に挑むのは準備がいるでしょ？　それと同じですよ。颯太はそこら辺の男の子じゃない。このクラスで一番人気があって、発言力や影響力の大きい奴だよ」

　桜庭をべた褒めする結朱にちょっともやっとしたものを感じながらも、俺は大人しく話を聞く。

「亜妃の……私たちのグループだって颯太を中心に回ってる。だから颯太と揉もめるということは、クラスでの立場をなくすことに等しい。亜妃が慎重になるのも分かるよ」

「…………なるほど」

　リア充同士の恋愛というのも、思ったよりリスクが大きいものらしい。

　あのグループでの居場所を失えば、小谷はもう一段下の、結朱たちの次に目立つ女子たちのグループに入るのかもしれない。

　けど、それは都落ちに等しい。人によっては失恋以上に屈辱的なことなのだろう。

　あるいは、今まで華やかだった彼女への嫉しつ妬とや萎い縮しゆくから、どこにも受け入れてもらえない可能性だってある。

　そうなれば、クラスの女子で一番のリア充だった彼女は、一気に俺と同じ最底辺まで転がり落ちることになるだろう。

「結朱は……」

「なに？」

「……いや、なんでもない」

　言いかけた言葉を、途中で飲み込む。

　──結朱は、その時どうするんだ？

　小谷が落ちた時、彼女を追っていくのか、あるいは小谷が今までいた王座に座るのか。

　そんなことを訊ねようとしたのだが、途中で答えが見えてしまった。

　結朱は、俺と付き合うことでリア充レベルを下げているのだから。

　そうすることで周りの嫉妬から逃れ、桜庭たちのグループから弾はじき出された後も、少し下のグループに違和感なく溶け込めるようにしている。

　結朱が先に他のグループに入って仲立ちをしてくれれば、小谷も馴な染じみやすいだろう。

　人間関係に敏さといこいつが、その保険を意識していないはずがない。

「まあとにかく、デートに誘わせなきゃ始まらないし、ちょっとこっちでも考えてみるか」

　俺は気付いたことを胸の奥に沈め、無理やりに話を変えた。

「そうだね。何もしなくても向こうのほうから超素晴らしい異性が近寄ってくるようなラッキーなんて、大和君くらいしか味わえないもんね」

　結朱としてもこれ以上話しても生産性はないと思ったのか、あっさり乗ってくれた。

　とはいえ、その内容には非常に疑問があるが。

「俺はこの状況をラッキーと思ったことなんてないんだけど」

「正気ですか、大和君。私と二人きりで毎日過ごせるなんて、宝くじで一等を当てるくらいの幸運ですよ」

「随分と微妙なものに幸運を使っちゃったな。だったら宝くじ一等当てたかったわ」

　そうすれば、どれほどのゲームが買えたことか。

　当たってもいない宝くじの皮算用を始める俺を、結朱は頬を膨らませて睨にらんできた。

「むぅ、何が不満なのさ……あ、分かった。さては大和君、そろそろ私との関係を進展させたくなってきたんでしょ」

「何も分かってないんだけど」

「いやいや、誤魔化さなくてもいいって。私ほどの美少女と一緒にいるのに、いつまでも進展なしだったら、そりゃあ不満も溜たまるでしょう。贅ぜい沢たくなんだからー」

「確かに。せめて意思疎通が出来るくらいには関係を進展させたくなってきたわ」

　まさか、まだ会話のキャッチボールが成立しないとは思いも寄らなかった。

「大丈夫。私は出来た彼女だもの、言葉にしてない気持ちでもちゃんと汲くみ取ってあげるから」

「お願いだから、言葉にした気持ちくらいは汲み取ってもらえませんかね」

　呆あきれる俺に、何を思ったのか結朱は自分の太ももをぽんぽんと叩たたいてきた。

「というわけで、今日は特別に膝ひざ枕まくらをしてあげましょう。どう、嬉うれしい？　いやまあ嬉しいに決まってるけども」

「『というわけで』じゃないよ。どういうわけだよ」

　何一つ会話が成立しない謎の状況に頭痛を覚えていると、結朱は唇を尖とがらせてみせた。

「えー。じゃあ大和君、私に膝枕してほしくないの？」

　言われて、ちらりと結朱の脚を見る。

　少し詰めた制服のスカートから見える白い太もも。細すぎず、太すぎず、健康的な色気を醸し出していた。

「……別にしてほしくないです」

「あ、今ちょっと間があった」

　微妙に心が動いてしまったところを、目敏く指摘された。

「ぐっ……」

「いやあ、大和君も思春期の男子だね？」

　うっかり弱みを見せた気まずさに顔を逸らす俺の顔を、容赦なく覗のぞき込んでくる結朱。

「ねえねえ、やっぱりくらっと来たでしょ？　ほらほら、無理しなくていいんだよー？」

「うぜえ！」

　俺の袖そでを引きながら、自分の太ももをぽんぽんと叩いて誘う結朱。

　正直、割と魅力的な話だが、結朱に膝枕される自分を想像すると、何かすごく精神的に屈した感じがするのでお断りしたい。

「そもそも、ちょっとくっついただけで腰抜かすような女が膝枕なんかできるのか？　してもらってる最中に腰抜けて俺ごと椅子から滑り落ちたりしたら嫌だぞ」

　精神力を総動員して反論の言葉を紡ぎ出すと、どうやら意外にも効果的だったらしく、結朱は軽く動揺を見せた。

「ま、また昔の話を持ち出して……！　私だってあの頃の私じゃないし！　あと不意打ちじゃなかったら割と大丈夫のはずだし！」

「まあ口だけならなんとでも言えるだろうさ。無理しなくていいんだぞ？　結朱ちゃん。俺は紳士だからな、彼女の見栄くらい笑顔で受け流してやろう」

　なんとか自分のペースを取り戻す俺に、結朱は悔しそうに歯は噛がみをする。

「いいよ！　そこまで言うんなら試してみればいいさ！　さあ、欲望のままに私の太ももにダイブしなさいよ！　へたれの大和君にそれができるのならば！」

「上等だコラ！　今度は腰抜かして俺を下敷きにするような真似するなよ！」

　売り言葉に買い言葉とはこのことか。

　膝枕を避けるはずが、何故かお互いにやる気満々になってしまった。

　一瞬、冷静になりかけたものの、こうなったら自分から退ひくことはできない。

「よ、よし。いくぞ！」

「う、うん！」

　二人とも微妙に緊張しつつも、俺はゆっくりと結朱の太ももに自分の頭を乗せた。

　適度に柔らかい感覚と、生々しい体温。近くに感じる結朱の甘い匂い。

「………………」

「………………」

　お互い、ひたすら無言。

　そのせいで微妙に速い息遣いとか、自分の鼓動がめちゃくちゃ大きくなっていることとかが、はっきりと聞こえてしまう。

　気恥ずかしいが、なんとか意地を張って平静を装おうとする精神の闘いが十秒ほど経過したところで、俺はゆっくりと太ももから上半身を起こした。

「俺たちにはまだこのステージは早すぎたな……」

「うん……なんかすごい敗北感」

　両者痛み分けで、ギクシャクした雰囲気だけが残った。というか、そもそもなんでこんなことになったんだっけ。

「やっぱり、いまだにカップルとしてはレベル１のままだね、私たち。もうちょっとステップを踏んで進展していかないと」

　顔を赤くした結朱が、謎の向上心とともに反省の言葉を口にする。

「いやよく考えたら俺たちが進展しなくてもよくないか？　進展させなきゃいけないのは桜庭と小谷だろ」

　正論をぶつけてみると、またも結朱は不満そうに唇を尖らせた。

「そうなんだけど……それはそれとして、もうちょっと大和君は私に対する執着とか愛情とか見せたほうがいいよね」

「何のためにさ」

「無論、私を喜ばせるためですよ」

　堂々と言ってのける結朱に、俺は若干呆れながら肩を竦すくめた。

「いやもう現時点で愛情カンストしてるんで、これ以上はきついっす。それに、俺たちよりもゲームのほうにそろそろレベル上げが必要になってきたぞ」

　俺がちょっと強引に話題を変えると、結朱はきらりと目を輝かせた。

「ほう……レベル上げじゃんけんの時間ということだね？」

「負けたほうが一人でパーティ全員のレベルを３上げること！」

　ぐっと拳こぶしを握りながら俺が宣言すると、結朱も同じようにこっちに拳を突きつけてきた。

　さっきまでの微妙な空気は霧散し、部室には決闘の覚悟を持つ二人の闘志が満ちる。

　ＲＰＧの醍だい醐ご味みであり、また最大の面倒事でもあるレベル上げ。

　それを相手に押しつけるための決戦が今始まる。

「上等だよ！　最初はグー！」

「じゃんけんポン──！」







　部室で一人レベル上げをする結朱を残し、俺は気分転換がてらふらふらと廊下を散歩していた。

　俺はレベル上げ嫌いじゃない派だが、結朱はレベル上げをあんまり好きではない派なので、きっと今頃苦戦しているだろう。

　だが、その苦労があるからこそ生まれるキャラへの愛着というものを、彼女には楽しんでほしいね。

「なんか飲み物でも買っていってやるか」

　頑張る彼女に応援ドリンクを買ってあげる、優しい彼氏である。これには結朱も感涙するだろう。

　俺はそう決めると、食堂のある一階へと下りて渡り廊下を進んでいく。

　と、そこで意外な人物に出くわした。

「………………」

　自販機の脇で暇そうにスマホを操る小谷である。

　彼女は現れた俺を一いち瞥べつすると、興味をなくしたようにまた画面に目を落とした。

　俺としても話すことはないので、彼女をスルーして飲み物を買う。

「今日、結朱は？」

　不意に小谷が口を開いた。

　あまりに唐突な上にスマホを見たままだったので、一瞬独り言かと思ったが、そんなはずもない。

「さあな。友達とでもいるんじゃないか」

　部室を無断占拠していることを広めたくない俺は、咄とつ嗟さに嘘を吐いた。

「ふぅん……付き合ってるのに、一緒じゃないんだ」

「束縛はしないタイプなんだよ。そっちこそ、珍しく一人じゃんか」

「……別に。いいでしょ」

　それ以上、俺に用はないと言わんばかりに会話を切る。

　しかし、その視線が一瞬だけ体育館のほうへ向いたことを俺は見逃さなかった。

　なるほど。桜庭の部活が終わるのを待ってんのか。

　部活終わりのタイミングなら、普段よりは二人きりになりやすいだろうしな。

　彼女なりに関係を進展させようと勇気を出しているらしい。

　それに少し微笑ましくなりながらも、俺は自販機から出てきたホットの紅茶を取り、小谷の前から去った。

「……さて、どうするかね」

　一人呟つぶやきながら、俺は文芸部の部室ではなく職員室の近くにやってくる。

　まだ結朱がレベルを上げ終えるまで時間もあるだろうし、ちょっと暇つぶしでもしておこう。

　ブレザーのポケットに紅茶を入れて待つこと数分、職員室の中から重そうな資料を持った現国の教師が現れた。

「こんにちは、菅すが原わら先生」

　声を掛けると、中年の男性教師は少し驚いたようにこっちを見てきた。

「一年の和泉か。どうした、こんな時間に」

「ちょっと自習で残ってまして。それよりその荷物重そうですね、運ぶの手伝いましょうか？」

　俺が申し出ると、菅原先生は喜ぶように頷うなずいて、荷物の半分を渡してきた。

「ああ、助かるよ」

「いえいえ、ただの内申点稼ぎですからお気になさらず」

　ぶっちゃけたことを言う俺に、先生は苦笑を浮かべた。

「そうか。ま、少しは色付けてやろう」

「ありがとうございます。なんでもやってみるものですね」

　俺に似合わぬ気遣い溢あふれた軽妙なトークである。結朱と一緒にいたせいで、奴の手口が移ったのかもしれん。

　そうして国語準備室に着いた俺を待っていたのは、ごちゃごちゃになった資料や教材の山だった。

「いやー……何度見てもすごいですね、ここ」

　ゴミ屋敷寸前の有り様に、一種の感心すら覚える俺である。

「ぬ……教師というのは結構時間に追われているものでな」

　気まずそうに顔を背ける先生。

　この現国教師の片付けベタっぷりは、生徒の間でも結構有名である。

　だからこそ、ここを狙いに来たのだが。

「よければ俺が片付けましょうか？」

「和泉が？」

「ええ。もちろん内申点にささやかな配慮をしていただけるのなら、ですが」

　取引を申し出ると、彼は少しだけ悩んだ後、頷いた。

「……分かった。頼む、和泉」

「はい、お任せください。とりあえず一時間ほど待っていただければ、一通り終わると思いますので」

「ああ。じゃあそれくらいになったら見に来るよ」

　準備室から出る教師を、笑顔で見送る。

「……さて、ここまではＯＫか」

　菅原先生が完全に消えるのを待ってから、俺は廊下に出た。







　国語準備室を出て、ちょっとした用事を一つ済ませてから、俺はまた食堂前の自販機まで戻った。

　そこにはまだ小谷がいて、戻ってきた俺を一瞬だけ怪け訝げんそうに見つめた後、やはりすぐスマホに目を落とす。

「小谷」

　そんな彼女に、今度は俺から声を掛けた。

「……なに」

　画面から顔を上げずに、テンション低く応じる小谷。

「菅原先生が、小谷と俺で国語準備室の片付けやれってさ」

　そう告げると、彼女は嫌そうに顔をしかめながら、ようやくスマホから目を離す。

「……なんであたしたち？」

「お前が現国の成績悪いからだろ。片付けやったら、ちょっとは成績に色付けてくれるってよ。俺はただ近くにいて巻き込まれただけ。いい迷惑だな」

　さらっと嘘を吐いてみせる。結朱にこいつのスペックを聞いておいてよかった。

　俺の言葉に罪悪感を煽あおられたのか、彼女は深々と溜ため息を吐いてからスマホを仕舞う。

「……めんどくさ。まあ仕方ないか、ちょうどいい機会だし」

　愚痴を言いながらも、小谷は勝手に歩き出す。

　当然、俺と並んで歩くつもりはないらしく、一人ですたすたと廊下を進んでいってしまった。

　その後を追い、俺たちは二人で国語準備室へと戻る。

「……いつ見てもひっどい」

　荒れ果てた国語準備室の様子に、小谷は呆あきれた様子だった。

　とはいえ、俺たちで片付けないといけない以上、呆れてばかりもいられないが。

「力仕事は俺がやる。小谷は細かいとこ頼むよ」

「……ん」

　嫌そうにだがしっかり頷く小谷。

　俺に押しつけて一人で帰るかと思ったが、全然そんなこともない。

　結朱の彼氏という立場のおかげか、それとも単に小谷が意外と真面目だったからか。

　どちらにせよ、二人きりでコミュニケーションを取れる時間と場所と動機が手に入ったのは大きい。仕事があるなら嫌な相手ともきちんと会話しないといけないからね。

「なあ小谷。そういや桜庭をデートには誘えたのか？」

　いきなり直球でぶっ込んでみると、小谷は手に持っていた紙資料を一気に取り落とす。

　そうして振り向いた顔は、ものすごく真っ赤になっていた。

「な、あんた、にゃに急に変にゃことを……」

　猫化するほど動揺するとは……ここまでピュアな反応されると、なんか申し訳なくなってくる。

「いや、すまん。結朱が余った遊園地のチケットを小谷にあげたって言ってたから、てっきり桜庭あたりを誘ったもんだと思ってて」

「そ、そういうこと」

　俺の釈明を聞いて納得できたのか、小谷は深呼吸をしてから答えた。

「……別に、颯太を誘うって決めたわけじゃないし」

　誤魔化すように呟くと、小谷はポケットから何かを取り出し、俺の前に突きつけてくる。

　見れば、それは結朱が渡したという遊園地のチケットだった。

「なんだよ。もしかして俺のこと誘ってんのか？」

「んなわけないでしょ。これ、結朱に返しといて。やっぱいらないって」

　ぐいっと俺にチケットを突きつけてくる小谷。

　仕方なく受け取るが、俺は納得しない。

「……本当にそれでいいんだな？　今日だって桜庭を誘うために待ってたんじゃないのか？」

　再び直球で切り込むと、小谷は俺のことを心底ウザがるように睨にらんできた。

「違うし。てか、あんたには関係ないじゃん。いちいち詮せん索さくしてこないでくれる？　キモいんだけど」

「関係あるんだな、これが。俺にはどうしてもお前に桜庭とくっついてもらいたい理由があってさ。そもそもこのチケットを小谷に渡すよう指示したのも俺なんだ」

　突き放されても食い下がる俺に、小谷は首を傾げた。

「……は？　なんであんたがあたしにそんなお節介焼いてんの」

「お節介なんかじゃねえよ、俺のためだ。あんまり人に聞かせたくない話だけどさ……まあ、簡単に言うと結朱の側に桜庭がいるのが嫌なんだ」

「ああ……そういう」

　俺の告げた理由に、小谷は驚き半分、納得半分といった様子だった。

「それで誰かに桜庭を落としてもらいたいんだけど……順当に考えたら、頼める相手は小谷しかいないだろ？　桜庭と一番仲がいい女子って、傍はた目めから見ても小谷だし」

「そ、そう……かな」

　さらっと持ち上げて自信を持たせてやると、小谷は照れたように髪をいじりながらも満更でもなさそうだった。

「さっきも言ったけど、俺は彼女を束縛するほうじゃない。けど、それはそれとして、あんなイケメンがフリーのまま側にいるっていうのは、さすがに不安だ。だから小谷、お前にあいつを落としてもらいたい。俺と結朱のためにもな」

　そうお願いすると、小谷はじっとこっちを見ていた。

「……なんだよ」

　その視線の意味が分からずに訊たずねると、彼女は軽く首を横に振る。

「いや、本当に結朱と付き合ってるんだなって。正直、今まで半信半疑だったんだけど」

「言うな。不釣り合いなのは自分でも分かってるんだから」

　まだ疑いが残っていたという未熟っぷりに、思わず顔をしかめる。

「ごめん。けど、結朱のどこがよかったの？　和泉と丸っきり正反対じゃん。あの子」

　そこで初めて俺自身に興味が湧いたというように、質問を重ねてくる小谷。

　彼女の問いにどう答えたものか迷ったが、意外にも答えは自然と出てきた。

「そうだな……真逆なのがいいんだと思う。俺と同じものを見ても、俺と全然違う見方をして、俺と全然違う感じ方をする。それが新鮮で心ここ地ち好いいっていうかさ」

　さらっと出てきた言葉に自分でも驚く。

　けど、それが嘘ではない気持ちだというのは、なんとなく自覚していた。

「それに、真逆すぎると逆に気を遣わなくていいみたいでな。一緒にいて楽なんだ」

　俺の答えに、小谷は何故か苦笑する。

「すっごい惚のろ気け。こちとら独り身なんですけど」

「……小谷が言わせたんだろ」

　茶化されたせいで、急に恥ずかしくなってしまう俺である。

　けど、小谷はそれで溜りゆう飲いんが下がったのか、今度は邪気のない微笑を浮かべた。

「まあいいよ。よく考えたら結朱って超モテるし、和泉が好きになるのは不思議じゃないか。不思議なのは結朱が和泉を好きになってることだし」

「大きなお世話だ。俺には噛かめば噛むほど味が出るスルメのような魅力があるんだよ」

　ジャージ系男子かつスルメ系男子である。

　そうして会話が途切れたタイミングで、ちょうどよく廊下から足音が聞こえてきた。

　一瞬、菅原先生かと思ったが約束の時間にはまだ早い。

　となると、残る候補は一人だ。

「悪い、和泉。遅くなった！」

　息を切らしながらドアを開いたのは──今の今まで話題になっていた桜庭颯太その人だった。

「そ、颯太？　なんで颯太がこんなところに？」

　想い人の唐突な登場に、小谷は動揺した様子だった。

「いや、最近朝練きついから、この間つい現国の授業中に寝ちゃってさ。それで先生が怒ってて、罰として準備室の片付けするように言ってきたらしい。さっき和泉が教えてくれた」

　そう、俺は小谷に会いに行く前、先に体育館に寄って休憩中の桜庭を捕まえていたのである。

「今日の部活はミーティングと自主練だけだからもう終わったし、遅れたけど最後まで頑張るよ。さっさと終わらせよう」

「う、うん」

　頷うなずく小谷の声も心なしか鼻に掛かっていて甘ったるかった。さっきまでとはえらい違いである。

　ともあれ、三人での作業はさくさく進んだ。

　体力もあって器用な桜庭と、彼が来たことでテンションが上がった小谷。

　二人の力は大きく、先生との約束五分前には全部の作業が終わってくれた。

「ふう……こんなもんかな？　いや、巻き込んじゃってごめんな、和泉。助かったよ」

　爽さわやかな汗を流しつつ、俺に感謝を伝えてくる桜庭。

「いや、気にしなくていいよ」

「そうだ。またなんかあった時にいちいち体育館に来てもらうのも申し訳ないし、連絡先交換しようか」

　桜庭は気軽な様子で自分のスマホを取り出してみせた。

　陰キャからするとそんなに親しくない相手に連絡先を聞くのはそれなりに勇気のいるイベントだが、リア充たちは簡単にこなすからすごい。

「まあ、いいけど」

　断る理由もなかったので彼の提案を受け入れ、連絡先を交換する。

　高校入ってからクラスの男子と初めて連絡先交換したわ。

「じゃ、先生には俺が片付け終わったって報告しとくから、桜庭と小谷は先に帰ってていいぞ」

　連絡先の交換が終わるなり、さりげなく二人きりの時間を演出してみようとする。

　これこそ、俺がこうしてこの二人をわざわざここに呼び出した理由。

　二人で過ごす時間を与え、遊園地に誘いやすくする計画である……！

　ここまでくれば一安心。あとはまた結朱経由で小谷にチケットを再度渡せばいい……と思っていたのだが、意外にも桜庭は首を横に振った。

「最後まで付き合うって言っただろ？　和泉だけ残すわけにはいかないよ」

　ぐ……なんだこいつ、いい奴かよ。恋敵だぞ、俺。おかげでプランが崩れた。

　その時、ちょうど約束の時間になったらしく、準備室のドアが開いて菅原先生が入ってきた。

「お……綺き麗れいになってるじゃないか、和泉」

　室内を見回して、感心したように笑う菅原先生。

　彼の視線は、すぐに俺以外の二人へと向かう。

「ん？　なんだ、桜庭と小谷に手伝ってもらったのか。よし、二人の内申点もついでにサービスしておこう」

「手伝い……？」

　先生の言葉に、桜庭が反応する。

「ついで……？」

　同時に、小谷も。

　話の流れに違和感を覚えたようで、二人は顔を見合わせていた。

　やがて、その視線は俺へと向かってくる。

　が、俺は彼らを無視して菅原先生に笑顔を見せた。

「はい、ありがとうございます。気のいい友人に恵まれて俺は幸せですよ。あはは」

「じゃあ鍵かぎ締めるから、三人とも準備室から出てくれ」

　桜庭と小谷はまだ狐につままれたような顔をしながらも、先生の言葉に従って準備室を出る。

　それから先生は鍵を締め、改めて俺たちに労ねぎらいと感謝の言葉を告げると、職員室へと戻っていった。

「じゃ、内申点よろしくお願いしますねー」

　念押しするように言いながら彼を見送った俺に待っていたのは、背後から感じる凄すさまじいプレッシャー。

「……さて、和泉」

「……どういうことか説明してもらおうか」

　振り返ると、だいたいの事情を察したらしく、冷たい視線でこっちを見てくるリア充が二人。

　はは、陰キャはリア充に見つめられると石化する生き物なんですよ。なので、あんまり威圧しないでいただきたい。

「まあ、すまん。見ての通りだ。内申点目当てに片付けを申し出たものの、手に負えなくてな。それで校内に残ってるクラスメイトを騙だまして手伝ってもらったわけだ。本当にすまないと思っている」

　頭を下げて詫わびると、怒りの混じった小谷の溜ため息が聞こえてきた。

「信じらんない。最低ね、あんた。このことは結朱にも言っておくから」

　おおう、さっきほんの少しだけコミュニケーションが取れたというのに、思いっきり評価を下げてしまった。

「……まあ、俺たちの内申点も上げてもらえるみたいだからいいけど、そういう事情なら素直に頼ってほしかったな、和泉。そしたら普通に手伝ったのに」

　桜庭も小谷ほど露骨ではないものの、俺を責めるように顔をしかめていた。

　だが、この状態こそが俺のプランＢである。

「いや、本当に悪かったと思ってる。そうだ、お詫びにこれ受け取ってくれよ」

　そうして俺が差し出したのは──さっき小谷から回収した遊園地のチケット。

　俺は押しつけるように、彼らに一枚ずつそれを渡す。

「これ……」

　小谷が目を丸くしてチケットの片割れを握り締める。

「この間、結朱と一緒に行ったところなんだけど、チケットが余っちゃってさ。短期間で二回も行くのもなんだなって思ってたし、今回の詫びとしてこれを譲るよ」

「……あんた」

　それで小谷は俺の意図を察したらしい。

　俺も彼女に、アイコンタクトで『誘え』と背中を押す。

　桜庭と二人で遊園地に行くのにうってつけの状況。これを逃すような奴だったら、もう二度とチャンスはない。

　小谷はチケットと俺を何度か見比べた後、意を決したように桜庭のほうに向き直った。

「ど、どうする？　颯太……反省してるみたいだし、突っ返すのも可哀想じゃない？」

「まあ、そうだね。あんまりねちねち言うのも違うし」

　俺と結朱のデートという部分に複雑な表情を見せた桜庭だったが、それでもやはり彼はいい奴のようで、俺の謝罪をしっかりと受け取ってくれた。

　それを見計らって、小谷が更に一歩踏み込む。

「せっかくだし……ふ、二人で行く？」

　勇気を出した彼女の誘いに、空気の読める男は静かに笑って頷いた。

「それがいいかもな。こういう経緯でもらったものだし、一緒に行こうか」

　──よっしゃあ！
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　思わず心の中でガッツポーズをする。多分、小谷も心の中でしてた。

　作戦がうまくいったことに安あん堵どすると、俺は即座に踵きびすを返す。

「許してもらえたようで何より。じゃ、俺は二人の気が変わらないうちにさっさと帰るよ。今日は悪かったね、二人とも」

「ああ。また明日あした」

「…………がと」

　軽く手を上げて見送ってくれる桜庭と、小声で感謝の言葉らしきものを呟つぶやく小谷。

　二人に見送られて、俺は早々に彼らの前から消えるのだった。

「…………さて、これでここしばらく抱えてた残課題が一つ減ったな」

　そうして一人になったところで、俺は腕組みをして悩む。

　桜庭と小谷の関係はこれで一歩前進。どうなるかは未知数だが、何もしないよりはゴールに近づいたと言っていいだろう。

　となると、目下の課題は一つ。

「……よく考えたら、結朱のこと一時間以上放置してるんだけど」

　文芸部の部室に非常に戻りづらいが、だからといって逃げ帰るわけにもいくまい。

「……諦あきらめて戻るか」

　溜め息を一つ吐き、部室に帰還……というより出頭することに。

　その後、言うまでもなく拗すねていた結朱に、夕食を奢おごることになる俺であった。







　──颯太とデートをすることになったから、服選びを手伝ってほしい。

　顔を赤くした亜妃がそんな相談を持ちかけてきたのは、金曜日のことだった。

　そのことに驚きながらも、ようやく誘えたのかと安堵した結朱は、喜んで親友の頼みを受けることにした。

「んー……こっちより、こっちのほうがいいかなあ。初デートだし、スカートのほうがいいよね。ちょっと試着してみようか」

　その日の放課後。

　学校の近くにあるショッピングモールにて、結朱は亜妃を着せ替え人形にしながらデート当日のファッションを選んでいた。

「こ、これ穿はくの……？　ちょっと可愛すぎない？」

　結朱が選んだプリーツスカートを手に取り、少し戸惑った様子を見せる亜妃。

　異性に受けるファッションと同性に受けるファッションは往々にして違うもので、亜妃はどちらかというと同性に受けるファッションのほうを好む。

　そのため、結朱が提示してきた、いかにも男を狙っています的なファッションには、微妙に抵抗があるらしい。

「いやいや、男の子はこのくらいあざといほうが好きなんだって。うちの彼氏もそうだったし」

「そうかな……」

　こういう時、彼氏持ちの意見というのは絶大な影響力があるらしく、亜妃はまだ照れながらも、すんなり試着室に籠こもった。

「にしても、よく颯太を誘えたね。割と時間経ってるから、正直心折れたのかなって思ってたんだけど」

　試着室のカーテン越しに話しかける。

　亜妃がスムーズに誘えるよう、色々とこっちで動かないといけないかと思っていたが、杞き憂ゆうに終わったらしい。

「ああ、うん。あんたんとこの彼氏が手を回してくれたから」

　と、意外な答えが返ってきた。

「え、うそ。初耳なんだけど」

　思わず目を丸くしていると、試着室の中で亜妃が軽く笑う気配がした。

「ほんとよ。この間、あたしが颯太の部活終わるのを待っていた時に──」

　ぽつぽつと、亜妃が颯太をデートに誘えるまでの出来事を語ってくれる。

「そんなことが……」

　初めて知った事実に、結朱も驚きを隠せない。

　インドア派の陰キャなのに、妙なところでアクティブさを見せたらしい。

　いやまあ、そんなことがあったのに、ろくに情報共有をしないコミュニケーション能力はやはり陰キャとしか言いようがないけども。

「結朱が和泉と付き合い始めた時は、どうしてあんな奴とって思ったけど、ちょっと分かった気がするわ」

「そ、そう？　まあ亜妃に認められたのは私としても嬉うれしいけど」

　嬉しいけど……なんとなくもやっとするのは何故だろう。

　こう、大和の良さは自分だけが分かっていればいい的な気持ちというか。

「むぅ……意外と独占欲強いのかな、私」

　亜妃には聞こえない程度の声量で呟く結朱。

　割と自分のことは客観的に理解できているほうだと自負していたのだけど。

　しかし、次の亜妃の言葉で、その自負は完全に崩壊することになる。

「それに、向こうもだいぶ結朱のこと好きみたいだしね。ちゃんと結朱のこと大事にしてるのか心配だったけど、それも問題なさそうだったから」

「え、な、なにそれ？　ちょっと詳しく聞きたいんだけど」

　咄とつ嗟さに出した声は、思いのほか上擦っていた。

　大和が自分のことを好きみたい？　聞き逃せない情報だ。是非詳細な情報が欲しい。

「いやまあ、散々惚のろ気けられただけよ」

　亜妃としてはそんなに重要な話じゃないと思ったのか、食いついた結朱の言葉を軽く流しながらカーテンを開けた。

「どう？　変じゃないかな？」

　不安そうに新たなスカートを穿いた自分の姿を確認する亜妃。

　彼女にとっては大和の話題より、目前に迫ったデートのほうが大事なのだろう。

　……さっきの話題をもっと掘り下げたい。惚気たって、何をどう惚気たのかとか。

　自分の中の気持ちと葛かつ藤とうしつつも、結朱はコミュ力という名の外面の良さをフルに発揮して、無理やり笑みを作った。

「うん、似合ってるよ」

　だから、大和の情報についてもうちょっと詳しく。

　口から出そうになった言葉を必死に堪こらえる結朱。

　ここで話の流れをぶった切って前の話題を掘り返すのは、明らかに不自然だ。

　亜妃から見れば、結朱と大和は普通に付き合っているのだから、そういう惚気話は二人の時に存分にしてもらえと思うだろうし。

「普段の亜妃とギャップもあるし、颯太も絶対意識するって」

　なんとか理性で未練を流し、親友のコーディネートに集中することに。

「だといいんだけどね……」

「そうだって。亜妃は可愛いんだから、自信持ちなよ」

　臆おく面めんもなく言ってのける自分を、少し嫌な奴だとも思う。

　亜妃を応援したい気持ちは本物だ。

　けど、結朱は彼女に最も重要な情報を隠したまま、こんな応援をしている。

　盗み聞きで知ったことを口にするべきではないとか、余計な混乱を招くだけだとか、そういう正論じみた言い訳はいくつも思いつくが、結局のところはただの保身。

　結朱は結朱の居心地がいい場所を守りたい。

　一緒にいて楽しいこのグループを守りたい。

　その一心で大和と偽物のカップルを演じ、颯太の気持ちを躱かわし、亜妃を応援している。

　控え目に言って、酷ひどい女だ。

「うん……あたし、頑張ってみるから」

「その意気だよ！」

　……そんなことを思う一方で、自分自身を正当化する気持ちもある。

　だって、どうあっても自分は颯太の気持ちに応えられない。

　だから、もしも彼が自分に告白してきても、失うものばかりで得るものは何もない。

　亜妃も、颯太も、結朱も、啓吾も。

　みんなが損をして終わりになるだけなのだ。

　なら、たとえ卑ひ怯きようだとしても、うまく立ち回って事を収めるのが賢いし、仲間に対するせめてもの思いやりというものではないか。

「──ねえ、結朱」

　思考の海に沈みかけた結朱の意識を、張り詰めた亜妃の声が引き上げる。

「どうしたの？」

　思いのほか真剣な表情をした親友の目を見て、結朱も姿勢を正した。

「あたし、デートの時……颯太に告白するよ」

「え……」

　意外な積極性を見せる亜妃に、結朱は驚きを隠せない。

「きっと、もうここまで勇気を出して誘うこと、なかなかできないと思う。だから、この機会に告白まで持っていく」

　強い決意を秘めた亜妃の言葉に、結朱は彼女の本気を見た。

　恋愛では奥手だが、亜妃はそもそも芯しんが強い。

　ここまで言い切った以上は、必ず告白をするだろう。

「そ、そっか。うん、きっとうまくいく！　応援してるからね！」

　親友の手をぎゅっと握ってエールを送る。

　──そうか、もう終わりか。

　その一方で、結朱は複雑な寂しさに襲われた。

　大和との契約は亜妃の告白まで。

　あの部室で過ごす気楽で、落ち着けて、それでいて楽しい不思議な時間も、もうすぐ終わりを告げるのだ。

「こんなことなら……」

「結朱？　何か言った？」

　怪け訝げんな顔をする亜妃の声で、はっと我に返る。

「ううん。なんでもないよ」

　得意の作り笑いで、また本心を誤魔化した。

　こんなことなら、もっと長引くような契約にしておけばよかったなんて、とても言えないから。







　結朱の話では、桜庭と小谷のデートは直近の土曜日に決まったらしい。

　前日に対外試合をしたバスケ部の休養日で、桜庭と小谷の予定が合う貴重な日。

　──そんな決戦の日に、俺と結朱も一風変わった、それでいていつもと何一つ変わらないデートをすることになった。

「よくぞ来た！　準備はいいかね、大和君！」

　学校の制服を着て、気合の入った腕組みをする結朱。

　場所は学校の裏門前。

　同じく制服を着た俺も、気合満々で頷うなずいた。

「もちろんだ。お前の十倍、俺の意気込みは強い」

　小谷と桜庭がデートをする。

　それはつまり、俺たちのこの関係も終わりに近づいている可能性があるということだ。

　そんな中、一つ問題が発生した。

　俺たちが頑張ってやっていたＲＰＧが、まだまだ終わる気配がないのである。

　このままでは、小谷の告白までに終わらせられないかもしれない。

　そんな危機感を抱いた俺と結朱は、土曜日にわざわざ制服を着て登校し、文芸部の部室で一日中ゲームをするという謎のデートを決行することになったのだ。

「いい？　大和君。慣れ親しんだ学校だと油断することなかれ。校内は戦場です。もし知っている先生に見られたら事情聴取をされる可能性もあるからね。そうならないよう、忍者のような隠おん密みつ機動を心がけるんだよ？」

「おう、そっちこそ足を掬すくわれないよう気を付けるんだな」

　何故か揃そろって不敵な笑みを浮かべる俺たち。客観的に見てちょっと馬鹿っぽいのは自覚しています。

「じゃあ、れっつごー！」

　結朱の合図をきっかけに、俺たちは学校侵入デートを開始した。

　裏門からこそこそ入り、廊下の角を曲がる度に教師がいないかをチェックし、時には空き教室に隠れて見回りをやり過ごす。

　そうして愛いとしき我が文芸部の部室（無断占拠）へやってきた俺たちは、入室するなり即座に鍵かぎを締めた。

「よし、第一関門クリアだね」

「おう。けどここからが本番だぞ」

　慣れた手つきで、いそいそとゲームの準備を始める俺たち。

　いつも通りイヤホンを片方ずつ付けると、ゲームを開始する。

　前回はようやくラスボスの正体が分かったところで終了した。

　ここから怒ど濤とうのラストへ突き進んでいくはずだが、さてどうなるか。

　今、俺が操っているのは長髪の男剣士。結朱は相変わらず木こりのロリキャラ。

　二人で協力して、少しずつ敵を倒し、物語を進めていく。

「ありがとね」

　不意に、結朱が感謝の言葉を零こぼした。

「亜妃から聞いた。大和君のおかげでデートまで持っていけたって」

「ま、それが俺の仕事だからな」

　ゲームから目を逸らさずに答えると、結朱はこっちを一いち瞥べつしてきた。

「結構損な役割だったって聞いたよ？」

「元々関わりのない奴に嫌われたところで俺には何の損もねえよ。内申点も上がったしな」

　個人的にもそこそこ役得だったので、あの仕事は非常に満足のいくものだった。

「そっか」

　結朱もそれで納得したのか、静かに頷いた。

「……亜妃、今日告白するって言ってた。デートまでこぎ着けた勢いに任せるみたい」

　一瞬、俺の操作キャラの動きが止まった。

　しかし、すぐにまたコントローラーからの命令を反映して動き出す。

「そうか」

　なんとか相あい槌づちを絞り出した。

　この関係は、小谷の告白の時点で終了する約束である。

　であれば、今日は俺たちが恋人として過ごす最後の日になるのだろう。

　それがこんないつも通りのデートなんて思うと、なんだか締まらなくて苦笑してしまう。

「……ありがとね」

　再び、結朱が感謝の言葉を呟つぶやいた。

「さっきも聞いたぞ」

　俺の返しに、結朱は首を横に振る。

「そっちじゃないよ。今のありがとうは、ここまで付き合ってくれたことに対して。正直、割に合わないバイトだったでしょ？」

「そう言われてみりゃ、確かに。普通に日雇いで働いたほうが時間効率よかったかもしれん」

　心の底から納得して頷くと、結朱は頬を膨らませてこっちを睨にらんできた。

「こら。そこは結朱ちゃんと一緒にいられて楽しかったので、むしろ得しかなかったって言う場面でしょ」

「ソーデスネ」

　肩を竦すくめて、溜ため息混じりに肯定する。

　言外に含めた意味が伝わったのか、結朱は不満そうに俺を睨んできた。

　その様子に、思わず笑ってしまう。

「……ま、多少は楽しんだのは事実だよ。でなきゃここまで律儀に付き合えなかった」

　そうして素直な感想を漏らすと、何故か結朱は照れたように目を伏せた。

「そ、そう直球で言われると、今度は照れるというか……」

「相変わらず防御力ないね、お前」

「ほっといて」

　誤魔化すようにコントローラーの操作を荒くする結朱。

　今日はそれ以上追い打ちを掛ける気にもならなくて、なんとなく無言のまま、二人でゲームに集中する。

「なんかさ、私たちの関係ってＲＰＧみたいだよね」

　しばらくして、ふと結朱が思いついたように呟いた。

「なんだそりゃ」

　言葉の意図が分からずに首を傾げる俺に、結朱は画面を見たまま答える。

「だってほら、同じ物語のエンディングを見るために、本来の自分と全然違う役割を演じながら颯太と亜妃の物語を進めてる。やってることは、今目の前にあるこのゲームと同じじゃない？」

「……まあ、確かに」

　俺とは似ても似つかない長髪の剣士と、結朱とは全然違う木こりの少女。

　ゲームの中で、俺たちは本来の姿とは全く違う二人になりきって、ハッピーエンド目指して戦い続けている。

　恋人なんていう本来とは全く違う関係になりきって、ハッピーエンドのために苦労している現実と、何一つ変わらない。

「だからかな？　こんなに楽しかったのは」

　結朱は、これまでの日々を振り返るように笑った。

「最初は本当に不本意だったんだけどねえ。絶対話合わないと思ったし、タイプじゃないし、もし本物の彼氏になったって勘違いされたらどうしようって不安だったもの」

　取り繕うことなく紡がれる彼女の本音に、俺も本音で返す。

「俺もだよ。リア充のごたごたに巻き込まれるなんて冗談じゃねえって思ったし、ナルシストだし、俺を選んだ理由がかなり失礼だし、絶対仲良くなれないと思ったもんだね」

　だが、それでも結朱は俺と仲良くしようとしたのだ。

　話が合わなくて、不本意で、不安があったとしても。

　自分が楽しくなるように努力していたし、何より俺も楽しめるように頑張ってくれた。

　きっとそこからだろう。正反対だった二人の間で何かが噛かみ合ったのは。

「ほんと、お互い不本意だったね。けど……うん。振り返ってみると、やっぱり楽しかったな」

「……そうだな」

　噛みしめるような結朱の言葉を、俺も照れることなく肯定する。

　確かに楽しかった。特別な時間だった。あまり人と関わるのが好きではない俺が、それでも惜しいと思ってしまうほどには。







　それから数時間、たっぷりゲームをした。

　こんなにゲームをするのは結朱と付き合ってからは初めてで、なんだか少し懐かしい。

　そうして夢中になってプレイすることしばし、夕方になる頃にはようやくラスボスまで辿たどり着いた。

「回復！　大和君回復！」

　結朱がボスの攻撃から逃げ回りながら、俺にヘルプを求めてくる。

「今詠唱してるからちょっと待ってろ」

「いや待てないから早く──ああっ！　死んだー!?」

　ボスの攻撃で吹っ飛ばされた木こりの少女は、ぐったりと倒れ伏してしまった。

「うおっ、おいこら何死んでんだ！　前衛が減ったら戦線維持できないだろ！」

　慌てて蘇そ生せいアイテムに切り替えながら結朱に文句を言う。

「だってこいつ強いし！　全然死なないんだけど！」

「ラスボスなんだから当たり前だろ！　こういう時は後衛を守る壁役に徹するんだよ！」

「そんな爽そう快かい感かんのないプレイングお断りですー！　私が主役だからね！」

「主役が死んでどうすんだよ！」

　言い争いながらも、俺はアイテムで結朱を蘇よみがえらせる。

「よっしゃ！　生き返った！　早速突貫！」

「生き急ぎすぎだろ！　学習能力どこに捨ててきたお前は！」

　猪武者と化した結朱に必死に回復魔法を掛けて、戦線を維持する健けな気げな俺である。

　そんな努力の甲か斐いもあり、数十分の死闘の末にようやくラスボスを討伐することに成功した。

「な、長かった……まさか第二形態があるなんて……」

「ボスの形態変化はＲＰＧの定番だからな。大抵最後は人間型じゃなくなる」

　疲労困こん憊ぱいに陥る結朱と、充実感に満たされる俺。

　そのまま二人、静かにエンディングムービーを眺め、ハッピーエンドに浸る。

　やがて、それも終わり、スタッフロールが流れ始めると、ようやく結朱は身体から力を抜くように大きく息を吐いた。

「ふー……終わったー！　お疲れ、大和君！」

「おう。お疲れ！」

　心地よい疲労と達成感という、ＲＰＧの醍だい醐ご味みを共有する俺と結朱。

　そのテンションのまま、力強くハイタッチなんかもしてみる。

　パチンと弾はじける音と、手のひらに広がるじんわりとした痛み。

　それをぎゅっと握り締めながら、俺は静かにスタッフロールを眺めた。

　一方、結朱は何やら自分の鞄かばんを手に取り、ごそごそと中を漁あさり始める。

「えーと……あった。大和君、これ」

　そう言って結朱が渡してきたのは、俺が最初に欲しがっていたゲーム、『ロボバス弐ツーＲアール』だ。

　俺と結朱の恋人ＲＰＧのクリア報酬。

　ずっと欲しかったものなのに、何故か一瞬だけ受け取るのを躊躇ためらう俺がいた。

「大和君？」

　差し出されたゲームを受け取らない俺を不審に思ったのか、結朱が小首を傾げる。

　それで妙な未練を振り払った俺は、そのゲームを受け取った。

「ああ。いきなりだったからちょっとびっくりしてな。とりあえず、俺たちもこれで一区切りか」

「うん。もしかしたら亜妃がへたれて告白できないってオチがあるかもしれないけどね」

　冗談めかした結朱の言葉。確かに、その未来もあるかもしれない。

「そんときゃ、また一から作戦練り直しだな」

「あはは。律儀に付き合ってくれるんだ、ゲームはもう手に入ったのに」

　どこか嬉うれしそうに笑う結朱。

「そりゃ、そういう約束だからな。もしそうなったら呼べ」

「りょーかい」

　ビシッと敬礼して頷うなずく結朱。

　そうしてスタッフロールが流れ終わると、室内には静寂が満ちた。

「ねえ。もう最後だし、前から気になってたこと聞いていい？」

「……いいけど、なんだ？」

　結朱のほうを見て頷くと、彼女はじっと俺の目を見て訊たずねてきた。

「大和君ってどうして友達を作らないの？　私、大和君と一緒にいて楽しかったし、普通に友達できそうなのに」

「またぼっちに対して酷な質問をするね」

　俺だったからちょっと心が傷付く程度で済んだが、並のぼっちがリア充にそんなこと言われたら致命傷になりかねんぞ。

　とはいえ、問われた以上は答えよう。最後だし。

「……別に特別な理由があるわけじゃないさ。単に友達と遊ぶより一人でいるほうが好きなだけ。生まれつき内向的な男なんだよ」

　人間関係に関する特別なドラマや、トラウマを想像されていたというのなら期待外れで申し訳ないが、完全に元からの性格である。

　なんとなく知らない人と関わるのが苦手で、なんとなく愛想笑いが苦手で、人間関係を作るのに一番大事な四月にクラスメイトに声を掛けるのが、なんとなく苦手なだけ。

　気心知れた相手と一対一で話すなら普通に会話は弾むが、五人くらいでクロストークをすると自然と黙り込んでしまうタイプのコミュ障。それが俺だ。

「ふぅん……そんなものなの？」

　コミュ力お化けの結朱にはピンと来ないようで、納得いかないように眉まゆ根ねを寄せていた。

「そんなもんなんだよ。まあ……それを克服しようと思ってた時期もあったけどね」

　人は社会性の強い動物だ。

　よって、他人と仲良くできないというのは間違いなく欠点である。

　だから俺はそれを克服するため、中学で部活動強制になった時、チームスポーツであるバスケットをやることにした。

　時に『対人スキル』という名で呼ばれるように、他人と上手うまく会話することは、性格ではなく単なる技術スキルである。

　適切なタイミングで相あい槌づちを打ち、適切なテンションの愛想笑いを浮かべ、適切な話題を提供するという、ただの技術。

　結朱のように最初からそれを身につけている天才もいるが、そうでなくても正しい訓練と経験を積めば、誰でもある程度のスキルは身に付くものだ。

「バスケ部に入って、一時はそれを克服したんだよ。明るい人間になったと自分でも思ってた。ポジションも司令塔ポイントガードだったしな」

　だから本当に自分を偽りきれば、今だって友達を作ることはできるのだろう。

　ただ、そうやって作った友達に意味があるなんて俺には思えないだけで。

「思ってた？」

　過去形な俺の言葉に引っかかったらしい結朱。そんな彼女の疑問に俺は頷く。

「ああ。俺ね、二年の夏にバスケ部の部長になったんだ。周りも和泉なら文句ないって祝ってくれて……それが嬉しくてさ。張り切って部をまとめようとしてた」

　戦術や練習に関することから、人間関係の悩みまで。

　周りに頼られるのが楽しくて、自分が周囲を支えている実感に充実を覚えていた。

　……そんなもの、柄じゃなかったくせに、それすらも分からなくなるほどに。

「これでも俺なりに頑張ってたんだけど……どんどん息苦しくなってってさ。周りに頼られれば頼られるほど、逃げ道がなくなっていく感じっていうのかな……そういうのを覚えた」

　それは責任という枷かせだ。

　俺がいないと成立しないものがある。だから、俺は決して逃げてはいけない。

　それを自覚した途端、今まで楽しかった場所が牢ろう獄ごくのように感じた。

「俺も、結朱みたいにそういうのを楽しめればよかったんだろうけどな」

「大和君……」

　結朱が気遣わしげに俺の名前を呼ぶ。

　それに対して、俺は苦笑で返した。

　みんなで何か一つのことをやり遂げる。時には喧けん嘩かし、時には助け合い、困難を乗り越えて頑張る。

　それはきっと素晴らしいことだけど──その素晴らしさに、俺は疲れてしまったのだ。

「バスケ部を引退して、もう部活の仲間や後輩と仲良く過ごす時間が終わった時にさ、俺の中にあったのは寂しさじゃなく──解放感だった。あの時は驚いたよ、自分は友達想いの男だと思い込んでいたからな。正直、認めたくはなかった」

　繰り返すが、人は社会性の強い動物だ。

　他人にどれだけ自分を認められたのかということで承認欲求を満たし、幸福を得る生き物である。

　なのに、俺はその価値観に意味を見み出いだせなかった。

　俺は仲間とやるバスケがいいと思って選んだけど、じゃあ個人競技であるテニスやゴルフはバスケに劣っているのか？

　一人でじっくり好きな音楽を聴くのは、友達と一緒に行くカラオケに劣っているのか？

　そう自分自身に問いかけた時、俺は頷けなかった。

「こういうこと言うとぼっちの負け惜しみに聞こえるかもしれないけどさ、俺は『コミュニケーションの呪い』に掛かってたんだと思う」

　そう、呪いだ。それが一番しっくりくる。

「俺は友達の数を周りに誇るためだけに友達を作ってた。目の前にいる相手と仲良くなりたいんじゃなくて、友達がいるというステータスだけが欲しかったんだ。そしてぼっちというステータス、いや階級カーストから逃れたかった。ただ、それだけだった」

　コミュ力のある人間とない人間だったら、間違いなくあるほうがいい。

　俺がどう自分を解釈しようと、群れで生きる動物である限りそれは逃れられない事実。

　けど、それは所しよ詮せんスキルの一つでしかない。

　たとえば、料理はできないよりできるほうがいいが、かといって料理できない奴はできる奴より確実に不幸かと言われると、そんなことはないように。

　人の幸福を形作る要素の中の、たった一つでしかないのだ。

「だからね、一度全部捨ててみることにしたんだ。一人でいることが楽しい奴は、一人でいていいんじゃないかって──そう思ったから」

　それが結朱の問いかけに対する俺の答え。

　どこにでもいるぼっちの、どこにでもある在り方。

「そっか」

　結朱はそれを聞いて、ただ頷いた。

「……ねえ。じゃあさ、私といるのはやっぱりちょっと息苦しかったりした？」

　窺うかがうような結朱の言葉に、俺は苦笑を浮かべてしまう。

「あのな、俺は単に自分が一番楽な形を探していったら自然とぼっちになったってだけで、別に人間嫌いでもなければ、一人でいることにこだわりがあるわけでもねえぞ。合う奴がいれば、話をするのは楽しいよ」

　そう聞いて、結朱はパッと表情を明るくした。

「そうだよね！　よく考えたら私のような完かん璧ぺきなコミュ力を持つ美少女と一緒にいて、悪い気になるはずないもんね！」

「待て。合う奴と話すのは楽しいって言っただけで、お前と合うとは言ってないぞ」

「なにそれ!?　結局どっちなのさ！」

　慌てた様子の結朱が面白くて、俺は噴き出しそうになるのを俯うつむいて堪こらえた。

「からかったな、このやろー！」

　抗議するように鞄で軽く叩たたいてくる結朱は、なんだか可愛かった。

　──そうして、俺たちの最後の一日は過ぎていった。







[image: 四章　完璧な結朱ちゃんにもたまにはそういうミスがあるもんだね。]







　ようやく念願のロボバスが手に入った俺だったが、結局日曜日にそれをプレイすることはなかった。

　土曜日に結ゆ朱ずとクリアしたゲームの余韻が深く残っていて、他のゲームをやる気になれなかったのである。

　そうして迎えた月曜日。

　俺はゲームのせいで夜更かしすることもなく、他の生徒の流れに交じって、いつも通りの時間に登校していた。

　ここ最近待ち合わせをしていた結朱は、今朝は見当たらない。

　当然だ。もう恋人ＲＰＧはクリアしたのだから。

　少し寂しいのは否めないが、これが正しい日常だ。そのうち慣れるだろう。

　そんなことを考えながら昇降口を抜け、教室に入る。

　その瞬間、ピリッとした空気をクラスメイトたちから感じた。

「…………？」

　思わず室内を見回すが、特に俺のほうを向く生徒はもういない。

　というより、彼らの大半も俺と同じように事態をちゃんと飲み込めていないのか、困惑しているように見えた。

　どちらにせよ、俺一人では情報収集もできまい。

　自分の席に着くと、いつものようにスマホに目を落とす。

　そうしてしばらく待ってみたが、謎の緊張感が解けることはなかった。

　よくよく観察してみれば、教室がいつもより静かな気がする。

「……結朱たちか？」

　見れば、いつも教室の中心で主役オーラを出しながら駄だ弁べっているリア充グループが、今日は集まることなくそれぞれの席で静かにしていた。

　といっても、着席しているのは小こ谷たにと生なま瀬せだけ。

　朝練のためにいない桜さくら庭ばはいつも通りだが……結朱まで教室にいなかった。

　鞄かばんは置いてあるから登校しているのだろうが、教室から離れているらしい。

　珍しい事態だが、小谷の沈んだ表情や、落ち着かなそうな生瀬の様子を見て、なんとなく状況を察した。

「告白、失敗したのか……」

　それ以外に、彼らがこんな空気を出す理由が思い当たらない。

　報酬をもらった以上、俺に損はないとはいえ、あれだけ手を尽くした案件が失敗に終わったことは、それなりにショックである。

　小谷の長所みたいなのも見えてきていたところだし、できれば励ましてやりたいものだが、俺に励まされたところで喜ぶわけもないだろう。

　こういう時こそ結朱の出番……なのに、彼女がこのタイミングで小谷の側を離れているのは、いったいどういうことなのか。

　妙な違和感を覚えながらも、もう仕事を終えて干渉する理由を失った俺は、その他大勢のクラスメイトたちと同じく、事態を傍観することにしたのだった。







　違和感は一日中続いた。

　昼休みにもリア充グループが一緒に食事を摂とることはなく、それぞれ他のクラスメイトと食事を摂っていた。

　──ただ一人、チャイムとともに教室を離れた結朱を除いて。

　もしかしたら、空気の重さに堪えかねて他のクラスの友達のところに行ったのかもしれない。

　ただ、ナルシストながら他人への気遣いに長たけたあいつが、この状況で小谷を放置するというのがいまいち釈然としなかった。

「じゃあ、これでホームルームを終了する。起立、気を付け、礼」

　担任が帰りのホームルームを終える号令を出した途端、教室が普段以上の解放感に包まれたのは俺の気のせいじゃないだろう。

　いつもはのんびり帰りの準備をしてから帰宅するクラスメイトも、今日は急せき立てられるように教室を離れていく。

　そして、その群れの中に結朱もいた。

「………………」

　もはや違和感なんて言葉では表せないほどの異常。

　戸惑いを覚えつつも、既に彼らとの接点を失った俺には干渉する理由も見つけられず、明日あしたになれば元の雰囲気に戻っているさという楽観的な予想を抱いて教室を後にした。

　廊下を進み、人に見つからないように部室棟へ──。

「……っと、いかん。つい習慣に流されて」

　もう文芸部に行く必要はないのだった。

　俺は踵きびすを返すと、学校を出る。

　久しぶりに新作ゲームでも見に行こう。

　家に帰ればロボバスもあるが、今やったらさっきの教室の光景がずっと気になって集中できなそうだし。

「それに最近レトロゲーばっかりだったしなあ」

　たまには最新機種の美麗なグラフィックが見たいものだ。

　俺は足の赴くままにいくつかのゲームショップを回り、めぼしい新作を探していく。

　結朱と一緒にいた時も楽しかったが、この一人で無計画にぶらつく時の気ままさもまた好ましい。

　そうして街を歩き回り、少し疲れたので休憩がてら近くのファーストフード店に入った時だった。

「そういや颯そう太た、今日は部活大丈夫か？」

「うん。月曜は休みだし、心配しなくていいよ」

　不意に、覚えのある声が聞こえてきた。

　視線を巡らせると、奥のテーブルに高校生の三人組が座っている。

　生瀬と桜庭と小谷だ。

　いつもの見慣れたメンバー。だが、結朱がいない。

「…………？」

　不思議に思いつつも、俺は一人席に着き、頼んだハンバーガーを食べる。

「へー。試合出たの？」

「一応スタメンだったよ」

「マジか！　レギュラー獲とれそうじゃん！」

「いやいや、監督もまだ色んな選手試してる段階だから」

　喋しやべっているのは生瀬と桜庭だけ。

　小谷はじっと俯いたまま、時々相あい槌づちを打つくらい。

　というか、生瀬が一方的に話して、桜庭が応じているという雰囲気だ。

「……なるほど」

　告白に失敗した小谷と桜庭の関係を、生瀬が修復しようとしているって感じか。

　あのグループ内で、そういうのは結朱の役割だと思っていたが、意外なことだ。

　なんとなく会話に耳を傾けながらハンバーガーを食べ終わると、俺はスマホを取り出す。

　ふと、その黒い画面越しに生瀬と目が合った。

　彼は驚いたように一瞬だけ硬直すると、何故か急に挙動不審になる。

　なんなんだ、いったい。陰キャがファーストフードを利用するのがそんなにおかしいか。




「ちょ、ちょっとトイレ行ってくる」

　生瀬は取り繕うような笑みを浮かべると、やはりそわそわした様子で席を立った。なんだ、トイレを我慢してたから落ち着きがなかったのか。

　そう納得しつつスマホを眺めていると、不意に背後から服の裾すそを引っ張られる。

　なんだと思って首を巡らせると、何故かそこにはトイレに行ったはずの生瀬がいた。

　それも、身を隠すように思いっきりしゃがんだ状態で。

「うおっ、なんだいきなり」

「しーっ！　ちょっと声上げないでくれ。そしてこっちにこっそり付いてきてくれ！」

　驚く俺に、生瀬は慌てたように頼んでくる。

　その剣幕に圧おされ、俺は無理やりトイレに連れ込まれた。

「なんだよ、いったい」

　困惑する俺に、生瀬はいきなり頭を下げてきた。

「すまん、和泉いずみ。何も言わずに店から出ていってくれ」

「え、もちろん嫌だけど」

「即答かよ！」

　思わずといった様子でツッコんでから、生瀬は我に返ったように咳せき払ばらいをする。

「いや、マジで頼む。詳しい事情は言えないけど、今ちょっとした修羅場で」

　空気を読んでくれ、と言わんばかりにぼかしながらも退去を命じる生瀬。

　普通だったらリア充にこんな頼まれ方をすれば何かを察してすぐに帰るのだろうが、こちとら対人スキルを全て捨て去った男。空気の読み方とか覚えてないです。

「詳しい事情を言わないのに人を追い出そうとするのは失礼だろ。別にこっちがお前らに絡みに行ったわけでもねえのに」

　十割の正論で返すと、生瀬は「いやまあそうだけどさ……」と口ごもった。

　理屈の上ではどう考えても俺のほうが正しいので、彼も反論の言葉が思いつかないのだろう。

「生瀬。俺は別にお前と喧けん嘩かしたいわけでもなければ、無駄に居座って我を通したいわけでもない。ただ事情を聞かせてほしいだけだ」

　俺もいじわるがしたくて空気を読んでいないわけじゃない。

　何故この場に結朱がいないのか、それを知るにはこの男をつっついてみるのが一番手っ取り早いと思っただけだ。

　生瀬は一瞬苦しむように顔を歪ゆがめたものの、これ以上感情に訴えかけても俺が動かないことを察したようで、深々と息を吐いてから話し始めた。

「……一昨日おとといの土曜日さ、亜あ妃きが颯太に告白したんだ」

「そうか」

　それは想定内だったので、特に驚くことはない。

　生瀬は俺のリアクションが少し意外だったようだが、そこに言及することもなく話を続けた。

「それで、フラれたんだけど。その時にさ……その、なんていうか……うん」

　途端に歯切れが悪くなる生瀬。

　しかし、俺はじっと彼の目を見て次の言葉を待つ。

　それで観念したのか、生瀬は言いづらそうにその事実を口にした。

「颯太が断る時に……『俺は結朱が好きなんだ』って言っちゃったらしくて……」

「……なに？」

　新事実に、俺は目を見開いた。

　思わずトイレの外、桜庭たちの席があるほうを見ると、それが彼らの下へ乗り込もうとしているようにでも見えたのか、生瀬が慌てたように俺の両肩を押さえて止めてきた。

「待ってくれ！　和泉が面白くないのは分かる！　結朱の彼氏だもんな。けどごめん、本当に悪いんだけど……ここは引いてくれないか？」

　泣きそうになりながら必死に頼んでくる生瀬。

「一つ、聞かせろ」

　俺は深呼吸で自分を落ち着かせながら、核心に迫る。

「結朱は、それを知っているんだな？」

「……ああ。それ以来、俺たちみんなずっとあいつと話せてない」

　気まずそうに頷うなずいた生瀬の言葉で、俺は事態を確信した。

　そして彼の腕を振り払うと、トイレから出ていこうとする。

「い、和泉！」

「安心しろ。行くところができた。あいつらのところに詰め寄るような真似はしない」

　背後から縋すがってこようとする生瀬にそう告げてから、俺は店を出た。







　ある種のＲロールＰプレイングＧゲームには、マルチエンディングというシステムがある。

　作中のプレイヤーの行動によって、物語の後に待っているエンディングの内容が変わるというものだ。

　最も良いベストエンド、次にいいノーマルエンド、最悪のバッドエンドなどなど。

　その基準に当てはめて言うのなら、今結朱が迎えたのは間違いなくバッドエンドだ。

　クラスの女子に一番影響がある小谷とトラブルを起こすという、最悪のレッテルを背負ってグループを出ていった。

　細かい事情までは漏ろう洩えいせずとも、結朱たちのグループが、というより結朱と小谷がピリピリした関係になったのを周りも察しているだろう。

　この状況で他の女子が結朱を受け入れる可能性は、極めて低い。

　となると、あいつが行ける場所、接することができる相手は限られる。

　たとえば、クラスの政治に全く関わらない奴とか、元から人間関係をまるで気にしない奴とか、そもそもたいして気を遣わなくていい奴とか。

「……酷ひどい話もあったもんだね」

　溜ため息を吐きながら、俺は急きゆう遽きよ戻ってきた学校の校舎を眺めた。

　今の結朱の居場所など一つしかない。

　俺は昇降口を抜け、廊下を進み、部室棟までやってきた。

　すっかり通い慣れた道を歩く。

　自分が怒っているのか、悲しんでいるのか、俺にはよく分からなかった。

　ただ、それでも胸の奥に燻くすぶる衝動に任せて、ひたすら足を動かし続ける。

　そうして文芸部の部室まで辿たどり着くと、一度だけ深呼吸をしてドアノブに手を掛けた。

　鍵かぎが開いている。

　遠慮なくドアを開くと、思った通り室内には先客がいた。

　テレビを付け、古いゲーム機を繋つなぎ、一人でコントローラーを操作している。

「……鍵、開けっ放しだったぞ。先生に見つかったらどうする」

　ゆっくりと彼女の──結朱の側に歩み寄って話しかける。

　すると、彼女はどこか楽しげに笑った。

「ありゃ、こりゃうっかり。完かん璧ぺきな結朱ちゃんにもたまにはそういうミスがあるもんだね。まあその失敗も愛あい嬌きようとか可愛らしさに繋がるのが私のすごいところなんだけども」

　テレビの画面を見ると、そこに映っていたのはこの間まで俺たちがやっていたのとは違うゲームだった。

「……新しいゲーム始めたのか？」

「うん。ちょっとＲＰＧにハマっちゃってさ。ついつい他のソフトにも手を出しちゃった。ほら、大和やまと君も一緒にやろうよ。準備するからちょっと待ってて」

　やたら楽しそうに２Ｐ用のコントローラーをゲーム機に挿す結朱。

　そんなふうにテンションを空回りさせる彼女に、俺は言ってやらなければいけないことがある。

「いやあ、思ったより難しくてさ。やっぱり大和君がいないと進まないね」

「結朱」

「あ、そうだ。他にもいくつか買ったから、大和君がやりたいのを選んでもいいよ？　今やってるのも全然進んでないし」

「結朱」

「新しい世界見つけちゃった感じ？　二人でゲームするの楽しいし、これからもやっていけたらいいなって。なんなら私たち、本当に付き合っても──」

「結朱」

「………………」

　三度目で、彼女はようやく作り笑いを消して黙り込んだ。

　そんな彼女に、俺は噛かみしめるように伝える。

「俺は、お前の友達の代用品じゃない」

「…………っ！」

　途端に、彼女は泣きそうになった。

　ただ、それでも俺は彼女を拒絶しなければならない。

　だって、俺たちが二人で過ごした時間は特別なものだった。

　無理に愛想笑いを浮かべることも、興味がないことに楽しそうに相あい槌づちを打つことも、おかしいと思うことをおかしいまま飲み込むこともしない。

　そのせいで小競り合いのような喧嘩はしょっちゅうだったし、相手にイラッと来ることばっかりだったし、お互いに呆あきれたりもした。

　けど──だからこそ、結朱が笑った時、俺はその笑顔に価値があると信じられたのだ。

　クラスメイトＡでも、リア充Ａでもない、七なな峰みね結朱が心から笑っている。

　そう信じられたのだ。

　それは決して、さっきみたいに『これ以上居場所を失いたくない』なんて感情だけで彩られた作り笑いなどではない。

「媚こびた愛想笑いなんか浮かべるなよ。お前、もっと我が強い奴だっただろ」

　ここで彼女を受け入れてしまうのは簡単だ。

　きっとそれはそれで楽しいのだろう。

　結朱ほどの美少女が俺だけを見てくれて、俺だけを好きになってくれて、二人きりの心地よい空間に引きこもることができる。

　だけど、それはきっと、今までの俺たちを踏みにじる行為だ。

　こいつといた時間を特別だと思う気持ちを、全部無意味にする牢ろう獄ごく。

　だから俺は、それを受け入れることはしない。

「私は……」

　結朱は言葉が出ないようで、何も言い返せずに俯うつむいた。

　それでも俺は、彼女を突き放す。

「どうせ愛想笑いを浮かべるなら、桜庭相手にやればよかったんだ。あいつと付き合えば一気に元の居場所に戻れるぞ。俺なんかに媚びるよりよっぽど賢い」

　そう告げると、結朱はカッとなったように顔を上げた。

「できるわけないでしょ！　私が颯太と付き合ったら……亜妃はどこに行けばいいの!?　告白して、フラれて、一番の友達だった私に颯太を取られて……そんな状況で、どこに行けばいいの!?」

　だから、結朱はグループを出た。

　この一件において、こいつは本当に色々と物事を考えていた。

　桜庭と小谷がうまくいけばよし。

　うまくいかずに小谷がグループを出るようなことがあれば、自分もそれを追いかける。

　そのための伏線として陰キャである俺と付き合い、自分のリア充レベルを下げた。

　だが、よりにもよって、小谷の失恋の原因が結朱であるということを、桜庭が突きつけてしまった。

　この状況で二人が同じグループにいることは、いや友達でいることは極めて難しい。

　どちらかがグループを出て、一人きりにならなければならない。

　その選択を迫られた時、結朱は自分が出るほうを選んだのだろう。

「だからって自分が居場所失ってちゃ世話ないだろ」

　こいつは馬鹿だ。

　腹黒くてナルシストで計算高いくせに、いっつも他人に気を遣って、何かを取り繕いながら、誤魔化しながら友情なんてもののバランスを取っている。

　そうして最後の最後で貧乏くじを引いて、自分が損して終わりになったのだ。

　前に結朱は言っていた。

　友情というのは、自分の醜い部分や弱みを見せるから成立するのだと。

　だが、結朱は一度もそれをしなかったのだろう。

　こいつにだって欠点はたくさんあるのだ。

　なのに、それを見せようとしない。

　欠点を見せなければいけない場面では、俺と付き合うという偽物の欠点を用意して自分をさらけ出すことを拒んだ。

　だから──そう。

　こいつはきっと、本当の意味で友達を作ったことがなかったのだろう。

　そのせいで、最後はどこにも居場所がなくなった。

「俺はさ、お前と一緒にいるのが楽しかったよ、結朱」

　静かに、俺も自分の気持ちを口にする。

「他人と一緒にいてこんなに楽しいと思ったのは初めてかもしれない。さっきの誘いだって、正直少し心が揺れたよ。ずっとお前と一緒にいたいと、そう思うくらいに」

「大和君……」

　俺の顔を困惑と期待が入り混じったような目で見つめてくる結朱。

　でも悪い。その期待には応えられない。

「けどな、それは今のお前とじゃない。俺が好きだったのは、もっと心から笑ってる結朱だから」

　彼女が俺に素を見せたのは、単なる巡り合わせだったのだろう。

　事情を説明する上で自分の素を見せなければ成り立たなかったり、そもそも俺が素を見せても支障ないと思うほどどうでもいい奴だったりとか、そういうしょうもない理由。

　きっかけは確かにそんな程度のものだった。

　だけど今は──。

「俺は、その結朱を取り戻すよ」

　力強い俺の宣言に、結朱は目を見開いた。

「……何をするつもりなの？」

「桜庭たちに話を付けにいく」

「…………っ」

　結朱は絶句したように硬直した。

　そんな彼女から目を離すと、踵きびすを返して部室を出ていく。

　彼女の視線が背中に刺さる気配はしたが、それでも声を掛けられることはなかった。







　すっかり忘れかけていたが、俺は前に桜庭と連絡先を交換している。

　それを初めて使い、俺は彼を呼び出すことにした。

　電話口で「話がある」と俺が言うと、桜庭は一瞬息を呑のんでから硬い声で『分かった』と了承した。

　場所は体育館。

　普段はバスケ部やバレー部で賑にぎやかなこの場所だが、うちの学校では月曜日は全ての部活動が休みと定められているため、無人となっていた。

　一度家に戻り、昔使っていたバスケットシューズを持ち出してきた俺は、勝手にバスケットボールを拝借すると、何度かシュート練習をして時間を潰つぶす。

　指先の感覚は中学時代より鈍っている。

　だが、何度かシュートを繰り返すうちに少しずつ精度は上がっていった。

　百パーセントまでは戻せないが、それでも桜庭と話を付けるならこれが一番だろう。

　動いたせいで暑くなった俺が制服のブレザーを脱ぎ、スマホとともに室内の隅に置いたのとほぼ同時、体育館の重い扉が開いた。

　中に入ってきたのは桜庭。それとまだ一緒にいたらしい生瀬と小谷だ。

「……来たよ、和泉」

　緊張した面持ちで声を掛けてくる桜庭。

「よう、悪かったな。わざわざ呼び出して」

　彼に答えながら、取り巻きの様子を見る。

　さっき俺に頭を下げてまで関わりを避けようとした生瀬は不満そうだが、桜庭が行くと決めた以上は何も言えないらしく、沈黙を保っていた。

　小谷も付いてきてはいるものの、やはり桜庭とは関係修復に至っていないらしく、俯いたままだった。

　それと──いや、今はいいか。

「それで、話ってなんだい？」

　桜庭は普段の快活さもなく、静かに訊たずねてきた。

　分かりきった問いかけに、俺は冷めた表情を作って応じる。

「決まってんだろ、結朱のことだよ。お前、俺の彼女が好きらしいな？」

「…………ああ」

　誤魔化さず、彼は頷うなずく。

　隣で小谷が肩を跳ねさせるのが見えたが、そこには触れず、俺は深々と大きな溜ため息を吐いた。

「そういうのやめてくんねえかな？　結朱は俺の彼女だからさ。ただ心の中に秘めてるだけならまだしも、言葉に出すのは駄目だろ。お前のせいで結朱の人間関係ぐっちゃぐちゃになってんだけど」

　恐らく、桜庭は誠意のつもりで小谷に自分の片想いを打ち明けたのだろう。

　桜庭も小谷とは仲が良いのだし、それを断るのならきちんと理由を説明すべきだと。

　だが、その誠意は誰も得しないものだった。

「……悪かったとは思ってるよ。結朱にも和泉にも不快な思いをさせたと思う。けど、それで和泉は俺にどうして欲しいんだ？」

　謝りながらも少し棘とげのある言葉。

　こいつは良い奴だが、恋敵からこうも悪し様にののしられて黙るほど気弱ではない。

　その性格が、今の俺には好都合だが。

「これで決着つけようぜ」

　俺は手首のスナップだけでバスケットボールを桜庭に投げつける。

　彼は驚いた様子ながらも、慣れた手つきで受け取った。

「この間の１ＯＮ１ワンオンワンのリベンジだ。あの時は彼女の前で恥かかされたからな。いつかやり返してやりたいと思ってたんだ。俺が勝ったら、もう二度と結朱に近づくな」

　そう要求すると、彼はじっとボールを見たまま、ぽつりと疑問を漏らす。

「じゃあ、もし俺が勝ったら？」

　もし、と言いながらも、その口調は自分の勝利を確信しているようだった。

　まあ、この間の結果を見る限り、彼の気持ちは当然だろうが。

「そうだな。その時はこれをやるよ」

　俺はポケットからあるものを取り出し、彼に見せた。

　途端に、桜庭は怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「……なんだい、その古いゲームは？」

　俺が出したのは──『ロボバス弐ツーＲアール』。

　桜庭はそこまでゲームに詳しくないのか、このタイトルを知らないようだった。

「俺と結朱の思い出の品さ。結朱が俺に告白する時にこれをくれたんだ。いや、あの時の結朱は可愛かったよ。『これあげるから付き合って』って言ってきてな」

　唐突な惚のろ気けに、桜庭は少しイラッときたのか視線が鋭くなった。

　うまく煽あおれたことを確認すると、俺は悪い笑みを作ってみせる。

「──それを、お前に譲ると言っている。そんなことをすれば、まあ結朱は俺に愛想を尽かすだろうな。その後、結朱とどうなるかはお前に任せるよ。口説くなりなんなり、好きにすればいい」

　即ち、別れるということだ。

　得意なバスケで俺に勝つだけで、そんなチャンスが舞い込んでくる。

　桜庭にとってこれ以上ないほど都合のいい条件。

　だからこそ、彼は慎重になった。

「……よく分からないな。俺が君よりバスケが上手うまいのはこの間の勝負で分かっているはずだ。なのに、そんな不利な条件を出してくる理由は？」

　その言葉を、俺は鼻で笑う。

「そりゃあまずその前提が間違ってるってことだ。この間の勝負が俺の本気に見えたかい？　だとしたら節穴だ。今回はちゃんと本気を出す。お前じゃ俺には勝てないよ」

　じっと睨にらみ合う俺たち。

　桜庭はまだ疑っているようだったが、それでも受けるだろう。

　俺がどれほどのものを隠していようが、現役である彼には自分が負けるはずないというプライドがあるのだから。

「それに、お前の得意なことで完全勝利して、プライドをボロボロにしてやらないと気が済まないんだ。それくらい腹が立ってるからな」

　最後の一押しとばかりに煽ると、桜庭は感情を抑えるようにゆっくりと息を吐いた。

「……いいよ。準備するから待ってて」

　数秒後、彼は俺の予想通りに勝負を受けた。

　お互い制服のままバスケットシューズを履いて、軽くストレッチをする。

　それだけで臨戦態勢に入った俺たちは、コートの中心で向かい合った。

「この間と同じ三本先取だ。異存は？」

「ない」

　俺が提示したルールに、彼も素直に頷く。

　そうしてお互いにパスを交換してから、俺の先攻でゲームは幕を開けた。

　俺はまた前と同じように視線のフェイントからのドリブル。

　それに対する桜庭のディフェンスはやはり一級品で、どうやっても抜けそうになかった。

　結局、突破に失敗した俺は前と同じようにミドルシュートに切り替える。

　──が、今回はここからが違う。

「…………!?」

　シュート体勢に入った俺を見て、桜庭は目を見開いた。

　それもそのはず。俺は通常のジャンプシュートとは違い──後ろに跳んだのだから。

　フェイダウェイと呼ばれるシュート。

　後ろに跳ぶことでディフェンスとの距離を広げ、ブロックされにくくする技術だ。

「くっ……！」

　必死に手を伸ばす桜庭だが、放物線を描くボールには届かない。

　俺の放ったシュートはスパッと音を立ててリングを通過した。

　前回は桜庭の引き立て役に徹したため、俺が目立ってしまうような技は全て封じていた。

　しかし、今回はそんな枷かせはなしである。

「言っただろ、前は本気じゃなかったって」

　得点を誇るようにそう告げると、桜庭の顔色が変わった。

「……みたいだね。うん、君を舐なめてたかも」

　彼は気を引き締めるように自分の頬を叩たたくと、初期位置に戻っていく。

　今度は彼の攻撃だ。

　ゲームが再開すると、桜庭は勢いよくドリブルしてきた。

　俺も素早くその進路上に立ちふさがってコースを制限するが、彼はまた回転抜きロールで突破してこようとする。

　パワーで対抗しようとしても無理。シュート体勢に入る直前でボールを叩き落とす！

　桜庭がレイアップシュートに入ったところに手を伸ばし、俺はボールに触れようとする。

　が、その直前で彼はボールを右手から左手に持ち替えた。

　──ダブルクラッチ!?

　中学では滅多に見なかった高等技術に驚きよう愕がくする俺を嘲あざ笑わらうように、彼のシュートはリングに吸い込まれていった。

「前回の話をするならさ。俺も必要以上に君を辱めることがないように気を付けていたつもりだよ」

　ゴールを決めた桜庭は表情を変えないまま、やり返すように俺の言葉をなぞった。

「……そうかい。じゃあ本気になったらどっちが強いか、ちゃんと決めるか」

「望むところ」

　互いに火花を散らして二本目に入る。

　俺の攻撃ターン。

　桜庭の脳内にはさっきのフェイダウェイが焼き付いているのか、ディフェンスの動きに迷いが見えた。

　その隙を衝ついて、俺はドリブルで彼を抜いていく。

「くそっ！」

　悪態を吐く彼を置き去りに、俺はレイアップシュートでやり返した。

　これで二対一。並の選手ならプレッシャーで動きが鈍ってもおかしくない。

　──が、優れた選手というのはメンタルも強い。

　特に日常生活でも成功体験に溢あふれているような奴は、尚更。

　二回目の桜庭の攻撃。

　桜庭は簡単なフェイントを一つだけ入れると、真っ向からドリブル突破してきた。

　純粋なスピード＆パワー。そして鍛え上げてきた技術。

　王道の攻撃だからこそ、体格に劣りブランクもある俺では簡単に止められない。

「痛っ」

　フェイントのせいで一歩反応が遅れた俺を弾はじき飛ばしながら、彼は再びレイアップシュートを決めた。

「ファウルじゃないよね、今の」

「……ああ」

　確信の籠こもった桜庭の問いかけに頷かざるを得ない。

　反則ではなく、純粋な実力差によって俺は弾き飛ばされた。

　やはり現役には勝てない……か。

　実質、今のはお互いの格付けをする攻防だった。

　フェイダウェイによる奇襲で流れを持っていかれそうになっていると判断した桜庭は、あえてそういう攻め方をしたのだろう。

「君の攻撃だよ、和泉」

　ボールを俺に渡してくる桜庭。

　しかし、さっきまでと流れが変わったせいで、俺は攻めあぐねてしまう。

　最初のフェイダウェイは奇襲だから決まった。

　桜庭は既に頭にこのパターンが入っており、しかも動揺も取り払っている。

　とても通用するとは思えなかった。

　とはいえ、ブランクのある現状、他に実戦レベルで使える攻撃パターンはない。

　もう一つあるとすれば……あれか。

　俺はその場でゆったりとしたドリブルを開始する。

　緩急を付けて突破してくるのを警戒しているのか、桜庭は少し離れて守っていた。

　狙うは、桜庭の思考の外からの攻撃。

　即ち──３Ｐスリーポイントシュート。

「なっ!?」

　桜庭は完全に意表を衝かれたようで、まるで対応できていなかった。

　１ＯＮ１で成功率の低い３Ｐなんて普通やらない。

　だからこそ、ここを決めれば大きい……！

　下半身から上半身に運動エネルギーが走り、肩と腕を越えてボールに伝わる。

　手首のスナップで打ち出される一球。

　ゴールを目指し、ボールは虹にじのような放物線を描いて進む。

　だが──それはリングに弾かれてコートに落ちた。

「………………」

　思わず渋い表情を浮かべてしまう。

　３Ｐはただでさえ難しいシュート。焦った時に打って決まるものじゃない。

　分かってはいたが、これに賭かけざるを得なかった。

　そしてそこまで追い詰められた時点で、既に勝敗は決しているようなもの。

　三度目の桜庭の攻撃。

　彼はあっさりと俺のディフェンスを振り切り、レイアップを決めてしまった。

　序盤の駆け引きが嘘のような淡泊な攻防。

　それを以もつて、俺たちの勝負は終わりを告げた。

「……俺の勝ちだ。和泉」

　息一つ乱すこともなく、桜庭は淡々と宣言した。

　勝って当たり前の勝負だったからか、あるいは後味の悪さからか、勝利の余韻に浸るようなこともしない。

「……そうだな」

　完かん璧ぺきな敗北に俺も頷うなずく。

　言い訳のしようがないほど綺き麗れいに負けた。

　俺は深呼吸一つで己を落ち着けると、桜庭のところまで歩いていき、彼にロボバスを差し出す。

「ほらよ、約束のものだ」

「いや、それは……」

　この期に及んで、受け取りを拒否する素振りを見せる桜庭。

　やっぱりこいつは良い奴だ。

　煽あおられて勝負に乗ったものの、必要以上に相手を辱めるような真似をしようとしない。

「約束は約束だろ」

　しかし、それでも俺は彼にロボバスを差し出した。

「……ああ。そうだな」

　そうして桜庭は、遠慮がちな手つきでゲームを受け取ってくれた。

　いや、受け取ってしまった。

　それを見た瞬間、俺は彼から離れて体育館の隅に置いてあったスマホの下へ歩いていく。

「和泉、本当に結朱と別れるのか？」

「そうだな。だからまあ、その後お前がどうするのかは、本当にお前次第だよ。ま、応援してる」

　言いながら、俺はスマホを拾い上げてずっと回していた録画を止める。

「ただまあ──お前がこの学校にいられたら、の話だけどな」

　俺は録画を確認しながら、彼との会話に応じた。

「……どういう意味さ」

　桜庭は警戒するようにこっちを見つめてくるが、もう遅い。

　俺は笑顔を作ったまま、彼にスマホの画面を見せつける。




「どういう意味もなにも。現役バスケ部員がバスケ賭博を行ったんだ。処罰がないわけないだろう？」




　俺の言葉に、桜庭は目を剥むいた。

　今まで無言で見守っていた外野も色めき立つ。

「賭博って……そんな大おお袈げ裟さな！　賭けたのは古くさいゲーム一本だけだろ!?」

　真っ先に食ってかかってきたのは生瀬。

　しかし、そんなものは反論にもなっていない。

「俺が今渡したゲームにはプレミアが付いている。今朝の時点での市場価格は約三万五千円。十分な金品だよ」

「三万……五千円……」

　愕がく然ぜんと呻うめく生瀬。

　どうして俺がこんな不利な勝負をしたのか？

　簡単だ、勝負になった時点で俺の勝ちだからだ。

　呆ぼう然ぜんとする生瀬に代わって、小谷が俺を睨にらんでくる。

「けど……あんただってなんかの処分は食らうでしょ」

「そうだな。まあ一週間くらい停学を食らうかもしれない」

　こっちにだってダメージのない話じゃないのだ。

　ただ、それでも俺の勝ちは揺るがない。

「けど、桜庭のダメージは俺の比じゃないぞ？　なんせ現役のバスケ部員なんだ。そんな奴がバスケ賭博をやったとなれば、まあ控え目に見積もってもバスケ部は活動停止になるだろうな」

　対外試合の禁止、公式戦の辞退、あるいは廃部なんてこともあるかもしれない。

　桜庭が軽い気持ちでやったこの勝負は、そこまでの大おお事ごとに発展する陥かん穽せいだったのだ。

「さあどうする？　桜庭。お前は今まで仲良くしていた部活の仲間全員に恨まれながら、それを全部無視して結朱と面白おかしい恋愛ごっこができるのかな？」

「和泉……！」

　挑発する俺に、桜庭は歯ぎしりしながらこっちを睨んできた。

　そんな怒りを浴びても、俺は意識してにやけ顔を作ってみせる。

「色々考えたんだけどさ、今回の件はお前を排除するのが一番手っ取り早いかなって。だから、汚い手段だけどこうさせてもらったよ」

　今回の件は、結朱か小谷か、どっちかがいなくなるしかないわけではない。

　どちらでもない第三の選択肢がある。

　それは、元凶である桜庭を排除すること。

　単純な話、恋を選ぶか友情を選ぶかを悩む余地があるからこそギクシャクするし、不審も生まれるのだ。

　桜庭を排除して、強制的に友情しか選べない状況に追い込まれれば、二人とも無益なトラブルは避けて仲直りするしかなくなる。

　故に桜庭には、ここで二人の前から退場してもらう。

　それが、俺の選んだ選択肢だった。

「じゃあな、リア充。下手にこの学校にいたらいじめの標的になるかもしれんぞ？　転校をおすすめするね、俺は」

　こうなってしまえば、桜庭にも小谷にも生瀬にも、俺を倒す術すべは見つからない。

　言ってしまえば、これは彼らにとっての負けバトル。

　今の俺は、絶対に戦ってはいけない相手だった。

　ただ一人、俺を倒せる奴がいるとすれば──。

「やめて！　大和君！」

　不意に、体育館のドアが開き、悲鳴に近い声が響いてきた。

　その場の全員が一斉に声のほうに注目する。

　そこにいたのは、この一件の最後の当事者──結朱だった。

「結朱……あんた」

　小谷が呆然と呟つぶやく。

　結朱は彼女と目を合わせられないのか、唇を噛かんで俯うつむいた。

「よう結朱、お前も来たのか。今お前についた悪い虫を排除したところだ」

　そう挨あい拶さつしながらも、恐らくこいつはずっと近くにいたのだろうと俺は察していた。

　気遣い屋の結朱が、気になる言い回しのまま出ていく俺を見て、部室に引きこもっていられるはずがない。

　桜庭たちに見つからないよう、ずっと体育館の外でこっそり待っていたのだろう。

　だからこそ──彼女には俺を倒す権利がある。

「大和君。その賭けは成立しないよ。分かってるでしょ？」

　結朱はこっちに歩み寄りながら、責めるように言葉を浴びせてくる。

　けど、俺は空気の読めない男。そんな曖あい昧まいな言葉では従えない。

　もっとちゃんと言ってもらわないと。

「分からないな。俺は完璧に桜庭を嵌はめたつもりだし」

　言え。言葉にしろ。逃げるな。

　そんな気持ちを込めて結朱を追い詰めていく。

　彼女は迷うように瞳ひとみを泳がせたものの、それでも友人を思う気持ちが勝まさったのか、最後には胸を張って答えた。




「ううん、成立しない。だって──大和君は私と付き合ってないもの。だから、賭けの前提条件が間違ってる。この賭けは無効だよ」




　とうとう、結朱はその言葉を口にした。

「どういうことだよ、結朱っち!?」

「あんた……」

「………………」

　混乱したように叫ぶ生瀬、息を呑のむ小谷、呆然とする桜庭。

　三者三様の反応を見ながら、結朱は彼らに頭を下げた。

「ごめん、全部嘘なの。私、颯太が私のことを好きなんだって知ってた。それに亜妃の気持ちも……だから告白されて揉もめないように、大和君に付き合う振りしてもらってたんだ」

　その真実に、三人は何も言えずに黙り込んだ。

　彼らの反応が心苦しかったのか、結朱は表情を歪ゆがめながらも言葉を続ける。

「本当にごめん。私、そういう酷ひどい女なんだ。颯太の気持ちも正面から受け止められなかったし、亜妃を応援するつもりでいながら自分の保身しか考えていなかった……それで最後に失敗したら、全部投げ出して逃げた。けど……」

　ぽたり、と体育館の床に雫しずくが零こぼれた。

　いつも笑顔の結朱の瞳から、止めどなく涙が溢あふれてくる。

「けど……それでも私、みんなと一緒にいたい……！」

　──そうして結朱は、初めて彼らに弱みを見せた。

　自分の安全のために、ずっと嘘を吐いて立ち回っていた計算高い少女。

　彼女がずっと隠していたその部分を、今ようやく初めて見せたのだ。

「結朱、ごめん……！」

　最初に駆け寄ったのは小谷だった。

　結朱を思いっきり抱き締めて、自分も堪こらえきれないように涙を流す。

「……悪い。なんもフォローできてなくて」

　次に無力感を堪えるように項うな垂だれたのは生瀬。

　そして最後に、桜庭が後悔を噛みしめるように天を仰いだ。

「結朱……すまない。俺たちが、いや俺が君をそこまで追い詰めたんだな」

　好きな人をここまで追い詰めたのは、彼にとっても苦しいことだろう。

　しかし、桜庭颯太という男はそれで崩れるほど弱い男ではないらしい。

　すぐに表情を引き締めると、結朱に向かって真っ直ぐ向き直る。

「もう元には戻れないかもしれないけど……それでも、俺もバラバラにはなりたくない。またみんなでやり直したい。そのためにも──一つ、区切りを付けさせてくれ」

　桜庭の瞳に、覚悟の色が宿る。

　それでこれから何が起こるのか悟ったようで、小谷は結朱からそっと離れた。

「──結朱。俺は結朱が好きだ。ずっと好きだった。付き合ってほしい」

　真っ直ぐで衒てらいのない告白。

「………………」

　今までその言葉から逃げ回っていた結朱も、今度はしっかりと正面から受け止めた。

　そして笑みを浮かべ、彼女なりの答えを返す。

「颯太は──大事な友達だよ。多分、これからもずっと」

　それが彼女の答え。

　桜庭が求めているものとは、違う絆きずなを示す言葉。

「そっか……うん、そっか」

　それを聞いた桜庭は、苦みを堪えるように何度か頷うなずいた後、どこか晴れやかな笑みを浮かべた。
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「やり直そう、みんなで」

　まだ痛みはあるだろうに、グループの中心であった彼は、また再び中心になるべく両足で踏ん張って柱となった。

「うん。私もそれがいい」

「やっぱ俺もみんな揃そろってたほうが楽しいや」

「あたしも、もう引きずるのやめる」

　優しい笑みを浮かべる結朱、明るい空気を作ろうとする生瀬、自分の中の気持ちを飲み込むように頷いた小谷。

　桜庭の決意は報われたようで、三人ともそれぞれ明るい表情で彼の下へ集まっていく。

　──その、自分とはもう関係のなくなった青春劇を見て、俺は静かに踵きびすを返した。

　誰にも気付かれないように、水をささないように。

　ただ、出番を終えた舞台から静かに立ち去った。

　体育館を後にして、校舎へと繋つながる渡り廊下を歩く。

　寄り添う者は誰もおらず、たった一人で。

　だが、寂しさはない。

　別に彼らの仲間になりたくて干渉したわけでもなければ、褒められたかったわけでも、認められたかったわけでもないから。

　ただ──そう。

「……どうせクリアするなら、ハッピーエンドのほうがいいもんな」

　この長く続いた俺と結朱の青春ＲＰＧロールプレイの結末は、明るいものであってほしい。

　たったそれだけのために、俺は立ち上がったのだから。

「ま、ラスボスムーヴもたまには悪くないかね？」

　ほら、ＲＰＧだと正義の味方ばっかりだし。

　自分が負けてエンディングというのも、たまにはいいものだった。

　足取りは軽く、気分は明るい。

　誰とも共有しないハッピーエンドのカタルシスを抱いて、俺は一人歩き続けるのだった。
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　今更な話になるが、ロボバスというのは俺が小学生の頃、つまり数世代前のゲームだ。

　故にプレイするにも数世代前のハードが必要なのだが……久しぶりに押し入れから引っ張り出した我が家のゲーム機君は、既に寿命でご臨終していた。

　そうなると、通い慣れた文芸部のハードでプレイしようというのは自然の流れである。

　もちろん一人で。思う存分、一人きりで。

「ねえ大和やまと君、このロボットにこのパーツ付けていい？」

　……なのに、なんで隣にはクレームを入れてくる元カノがいるんですかね？

「それは相性が悪いからやめたほうが……じゃなくて、なんで結ゆ朱ずがここにいるんですかね」

　反射的にアドバイスしつつも、コントローラーを操る結朱をじとっと睨にらむ。

　すると、彼女は不思議そうに小首を傾げた。

「え、そりゃあゲームがやりたくなったからですよ。ていうか私が見つけた場所だからね。私がいるのは当然でしょう」

「……せっかく仲直りした友達を放置してていいのかよ」

　ちょっと心配になる俺だったが、結朱は特に問題ないというように胸を張った。

「大丈夫だよ。私はゲームも人間関係もそつなくこなす女だからね！」

「全然こなせてなかったから、俺が大立ち回りするはめになったんだけども」

　さらっと論破すると、結朱は不満そうに唸うなってこっちを睨んできた。

「なに、私が一緒にいるのが不満なの？」

「不満じゃないけど、一緒にいる理由が分からん」

「理由がなくても一緒にいるのが友達というものですよ。まあ、ぼっちで陰キャな大和君には分からないだろうけど」

「まるで友情を感じない煽あおり方してくるね、お前は」

　思わず憮ぶ然ぜんとする俺を見て、結朱は楽しそうに笑った。

「だって大和君がこういう私のほうが好きだっていうから、私も大和君の愛情に応えようかと」

「拡大解釈やめろ。愛情とかないから」

　すっぱりと否定するが、調子に乗った結朱は手が付けられない。

「えー『俺は心から笑ってる結朱が大好きだぜ。愛してる、ずっと一緒にいよう』みたいなこと言ってたじゃん。もうね、私に対する愛がすごかった」

「おい、編集で発言の趣旨をねじ曲げるな！　あーもう、また同じ失敗した。こいつは絶対落ち込んでる時のほうが可愛いって分かってたのに、また余計なことしてウザい目に遭ってるんだけど。学ばないね、俺も」

　凄すさまじい後悔に襲われて溜ため息を吐いている俺に対して、結朱は心の底から楽しそうだった。

「けどまあ、私も今の自分のほうが好きかな。大和君が惚ほれるのも分かる魅力だよ。私もあの時の自分より、君が好きな私が好きだね」

「……お前は最初に告白してきた時から、ずっと変わらずナルシストだよ」

　どこか呆あきれつつ、俺も少し楽しい気分だった。

　一人でいるのが楽しい俺と、多くの友達に囲まれている結朱。

　そんな二人が、少しだけ普段と違うものを見たくなった時に、自然と寄り添うような在り方。

　そんな二人の距離感が、どこか心地よい。

　この日常はきっとあれだ、エンディングの後に流れるエピローグ。

　一つの物語を終えたものに与えられる、最大の報酬にして新たな日々のスタート。
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「まあでも、最初の頃と違って大和君のことは本当に好きだけどね？」

「な、なんだ急に」

「素直な気持ちを口にしただけですよ。いやあ、自分のことを完かん璧ぺきな女だと思ってたけど、まさか男の趣味が悪いなんて弱点があるとは」

「もっと致命的な弱点がたった今見つかったぞ！　お前は人類で一番告白が下手だ！」

「まあまあ、そう怒らず。ほらこれ、精一杯の照れ隠しだからさ。というわけで、私はもう勇気を使い切ったので、不満があるなら次は大和君から告白してください」

「無理無理無理！　あの罵ば倒とうの後に告白できる鉄のハートは持ってないから！」

「もう、へたれだなあ。私を本当の彼女にする千載一遇のチャンスなのに」

「チャンスに見えねえよ！」

　……まあ、たまに振り回されるのはご愛敬ということで。







　──そうやって、俺たちのエピローグは続くのだった。








あとがき






　初めての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりです。

　三み上かみこたです。




　本作は、第二十五回スニーカー大賞の特別賞受賞作となっております。

　前月発売した『型破り傭よう兵へいの天空遺跡攻略』と同時受賞を果たした作品ですね。

　改めまして、選考委員の皆様には非常に感謝しております。




　さて、作品の中身について触れていきましょう。

　今回は陰キャとリア充のラブコメとなりますが、とにかく結朱を書くのが楽しかった。

　癖のあるキャラの割に書きやすく、書いていて明るい気分になるので、とにかく筆が進んで仕方ないというか。

　読者の皆様にも、彼女のナルシストっぷりを楽しんでいただけたのなら、これに勝る喜びはありません。




　ページもないので、早速謝辞を。

　素敵なイラストを描いてくださったさいね様。

　二作品まとめて面倒を見てくださっている担当様。

　校正様、デザイナー様などなど、関わってくださった全ての方々。

　そして何より、ここまで読んでくださった読者の皆様。




　本当にありがとうございました。

　また次の作品でお目にかかれることを楽しみにしております。
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本作は、第25回スニーカー大賞特別賞受賞作「君が好きな私が好き！～陰キャとナルシストの青春ロールプレイ～」を改題・改稿したものです。
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